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き
わ
め
て
困
難
と
な
り
、
ピ
ー
ク
時
に
は
全
人
口
（
約
一
五
一
万
八

0
0
0
人）

一四

一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
未
明
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
神
戸
市
を
は
じ
め
と
す
る
阪
神
間
の
被
災
地
の
住
民
た
ち
に
、

震
災
に
よ
る
直
接
的
な
被
害
や
そ
れ
に
伴
う
社
会
・
経
済
状
況
の
急
激
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
神
戸
市
に
お
け
る
犠
牲
者
は
約
四
五
〇

0
人
で
あ
り
、
負
傷
者
は
約
一
万
五

0
0
0
人
に
及
ん
だ
。
ま
た
約
―
二
万
二

0
0
0棟
の
建
物
が
全
半
壊
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
交
通

機
関
が
麻
痺
状
態
に
陥
る
な
ど
し
て
、
都
市
機
能
は
大
幅
に
低
下
し
た
。
そ
の
た
め
、
住
民
た
ち
が
通
常
の
市
民
生
活
を
送
る
こ
と
は
、

の
約
一
六
％
が
避
難
所
生
活
を
強
い
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、

石

橋

章

市

朗

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

（
二
九
五
）



第
四
九
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

震
災
に
よ
っ
て
、
神
戸
経
済
の
核
で
あ
る
神
戸
港
や
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
の
地
場
産
業
も
大
き
な
被
害
を
受
け
、
経
済
的
な
損
失
は

約
六
兆
九

0
0
0億
円
に
及
ん
だ
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
復
興
の
長
期
化
に
よ
り
、
仮
設
住
宅
な
ど
で
の
高
齢
者
の
孤
独
死
や

企
業
倒
産
件
数
の
増
加
な
ど
の
新
た
な
問
題
が
発
生
し
、
そ
の
後
も
住
民
た
ち
の
社
会
・
経
済
活
動
は
大
き
く
制
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

こ
う
し
た
一
連
の
危
機
的
状
況
に
、
住
民
た
ち
が
、
自
助
力
の
み
で
対
応
す
る
こ
と
は
著
し
く
困
難
で
あ
り
、
こ
こ
に
政
府
の
役
割
が

生
ま
れ
る
。
中
央
・
自
治
体
各
政
府
は
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
被
害
状
況
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
理
解
に
努
め
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
変
化

(
1
)
 

す
る
危
機
の
性
質
に
応
じ
て
、
迅
速
か
つ
適
切
に
人
員
、
物
資
、
資
金
な
ど
の
諸
資
源
を
配
置
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
住

民
生
活
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
、
各
政
府
は
危
機
管
理
活
動
を
遂
行
す
る
こ
と
で
、
危
機
的
状
況
の
悪
化
を
抑
制
し
、
状
況
改
善
の
た

め
の
政
策
的
対
応
が
望
ま
れ
た
と
い
え
る
。

各
政
府
の
、
自
然
災
害
へ
の
予
防
措
置
及
び
災
害
発
生
時
の
対
応
は
、
災
害
対
策
基
本
法
を
は
じ
め
と
す
る
防
災
・
災
害
法
制
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
市
町
村
レ
ベ
ル
の
自
治
体
政
府
に
は
、

与
え
ら
れ
て
お
り
（
地
方
自
治
法
第
二
条
第
三
項
第
一
号
、
第
八
号
、
同
条
第
四
項
、
災
害
対
策
基
本
法
第
五
条
）
、
そ
の
責
務
は
自
治

体
政
府
が
策
定
す
る
市
町
村
地
域
防
災
計
画
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
（
災
害
対
策
基
本
法
第
五
条
第
一
項
、
第
一
六
条
、
第
三
五
条
、
第

四
二
条
）
。
そ
う
し
た
防
災
計
画
に
、
地
方
議
員
や
地
方
議
会
に
関
す
る
明
確
な
行
為
規
定
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

(
2
)
 

に
、
災
害
へ
の
自
治
体
政
府
の
直
接
的
な
対
応
は
、
二
元
的
代
表
制
の
結
果
、
首
長
や
行
政
機
関
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
、
災
害
に
た
い
す
る
議
員
の
役
割
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
も
な
く
、
彼
ら
は
、
議
会
審
議
を

つ
う
じ
て
災
害
に
た
い
す
る
行
政
活
動
を
監
視
し
た
り
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
を
促
進
す
る
た
め
の
政
策
決
定
を
行
う
こ
と
で
、
災
害

こ。t
 

関
法
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や
そ
れ
か
ら
派
生
す
る
数
多
く
の
問
題
に
関
与
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
地
方
議
員
に
関
す
る
多
く
の
実
証
研
究
が

教
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
の
日
常
活
動
は
、
公
式
的
な
議
会
活
動
に
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
議
員
自
身
、
自
覚
的
に
取
り
組
む
、

地
元
や
選
挙
区
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
活
動
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
災
害
に
よ
っ
て
新
し
い
住
民
ニ
ー
ズ
が
発
生

す
る
時
も
議
員
た
ち
は
、
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
彼
ら
の
サ
ー
ビ
ス
活
動
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
災
害
や
そ
れ

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
諸
問
題
に
関
与
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
し
、
住
民
た
ち
も
、
議
員
の
そ
う
し
た
活
動
に
一
定
の
期
待
を
寄

せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
地
方
議
員
や
地
方
議
会
は
、
災
害
や
そ
れ
に
伴
う
社
会
・
経
済
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
る
問
題

に
た
い
し
て
、
公
式
・
非
公
式
的
に
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
う
し
た
問
題
に
関
与
す
る
誘
因
が
あ

だ
が
、
そ
う
し
た
役
割
や
誘
因
が
あ
る
こ
と
と
、
議
員
た
ち
が
、
実
際
、
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
の
か
（
ま
た
は
ど
の
よ
う
に
行
動
し

た
の
か
）
は
、
も
ち
ろ
ん
区
別
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
の
ケ
ー
ス
に
限
っ
て
い
え
ば
、
議
員
た
ち
の
行
動
が
、
震
災
の
直

接
的
、
間
接
的
な
影
響
に
よ
っ
て
大
き
く
制
約
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生
時

及
び
そ
れ
以
降
の
神
戸
市
会
議
員
の
行
動
を
観
察
し
、
都
市
型
の
大
規
模
自
然
災
害
に
た
い
す
る
彼
ら
の
対
応
の
仕
方
を
分
析
す
る
こ
と

で
、
彼
ら
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

彼
ら
の
行
動
を
観
察
し
た
結
果
、
そ
れ
は
、
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
や
活
動
時
期
の
違
い
か
ら
四
つ
の
活
動
形
態
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
本
稿
の
構
成
は
、
そ
の
分
類
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
第
一
節
で
は
、
神
戸
市
の
都
市
形
成
と
被
害
状
況
と
の
関
係
、
神
戸
市
会
議

員
選
挙
に
お
け
る
各
政
党
の
議
席
獲
得
状
況
、
そ
し
て
市
会
の
オ
ー
ル
与
党
化
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
二
節
で
は
、
地
元
や
選
挙
区
と

い
っ
た
地
域
的
な
空
間
を
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
、
震
災
に
よ
っ
て
新
た
に
発
生
し
た
住
民
ニ
ー
ズ
を
重
視
す
る
議
員
活
動
を
、
第
三
節

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

る
と
い
え
る
。

一
四
三

（
二
九
七
）



の
神
戸
市
の
人
口
は
約
一
五
一
万
八

0
0
0
人
で
あ
り
、
震
災
に
よ
り
約
九
万
五

0
0
0
人
ほ
ど
減
少
し
た

(
3
)
 

も
の
の
、
神
戸
市
は
、
日
本
を
代
表
す
る
大
都
市
の
―
つ
で
あ
り
、
政
令
指
定
都
市
の
―
つ
で
も
あ
る
。

急
速
に
整
備
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
港
湾
と
関
連
の
深
い
製
鉄
や
造
船
な
ど
の
重
工
業
が
成
長
す
る
な
ど
し
て
、
神
戸
は
典
型
的
な
港

湾
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
明
治
二
二
年
に
市
制
に
移
行
し
て
か
ら
も
、
神
戸
市
は
周
辺
の
町
村
と
合
併
を
繰
り
返
し
、
昭
和
三
〇

ー

第
四
九
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

（
二
九
八
）

で
は
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
、
市
長
や
市
幹
部
職
員
ら
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
自
治
体
政
府
の
危
機
管
理
活
動
に
深
く
関
与
し

て
い
く
議
長
や
そ
の
経
験
者
（
本
稿
で
は
、
彼
ら
を
「
議
会
リ
ー
ダ
ー
」
と
い
う
用
語
で
表
現
す
る
）
の
活
動
を
扱
う
。
第
四
節
で
は
、

震
災
後
の
市
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
示
す
数
量
的
な
デ
ー
タ
や
市
街
地
の
復
興
及
び
被
災
者
や
産
業
界
へ
の
支
援
策
に
関
す

る
議
論
を
見
る
。
そ
し
て
、
最
終
節
で
は
、
震
災
か
ら
約
五
ヶ
月
後
に
行
わ
れ
た
市
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
主
張
さ
れ
た
選
挙
公
約
を
取

り
上
げ
、
そ
の
設
定
の
さ
れ
方
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
は
、
現
職
議
員
の
選
挙
公
約
だ
け
で
な
く
、
新
人
・
元
職
の

議
員
の
中
に
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
活
動
レ
ベ
ル
に
関
与
し
た
も
の
も
い
れ
ば
、
そ
の
い
く
つ
か
に
関
与
し
た
も
の
も
い
た
が
、
本
稿

一
人
の
議
員
の
活
動
レ
ベ
ル
の
変
化
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
レ
ベ
ル
お
け
る
議
員
た
ち
の
対
応
の
仕
方
や
そ
の
特
徴

神
戸
市
の
都
市
形
成

震
災
前
(
-
九
九
四
年
）

神
戸
市
の
都
市
形
成
と
神
戸
市
会

慶
応
三
年
に
開
港
し
た
神
戸
港
（
当
時
は
兵
庫
港
）
は
、
明
治
政
府
の
大
港
湾
優
先
主
義
政
策
の
も
と
で
、
外
国
貿
易
の
拠
点
と
し
て

第
一
節

に
焦
点
を
合
わ
せ
る
。

で
は
、

そ
れ
に
つ
い
て
も
含
ま
れ
る
。

関
法

一
四
四



ま
た
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

一
四
五

年
代
は
じ
め
に
現
在
の
西
・
北
区
を
構
成
し
て
い
た
町
村
と
合
併
し
て
、
ほ
ぼ
現
在
の
市
域
と
な
っ
た
。
神
戸
市
の
背
後
に
は
六
甲
山
系

が
迫
り
、
市
街
地
や
住
宅
地
は
海
に
面
す
る
一
部
の
地
域
に
集
中
す
る
た
め
、
都
市
の
発
展
に
は
、
海
面
埋
立
て
に
よ
る
大
規
模
な
土
地

造
成
を
行
い
、
市
域
を
拡
大
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
さ
れ
た
。
戦
後
の
歴
代
の
市
長
は
積
極
的
に
開
発
事
業
を
す
す
め
、
昭
和
三

0
年
代

か
ら
四

0
年
代
前
半
に
か
け
て
は
東
部
工
区
と
西
部
工
区
が
、
昭
和
四

0
年
代
か
ら
五

0
年
代
前
半
に
か
け
て
は
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
や

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
と
い
っ
た
人
工
島
が
造
成
さ
れ
た
。
ま
た
、
埋
立
て
土
砂
を
採
取
し
た
地
域
は
、
住
宅
用
地
や
工
業
用
地
と
し
て
整
備

さ
れ
る
な
ど
し
て
、
内
陸
部
の
開
発
も
同
時
に
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
、
宮
崎
辰
雄
前
市
長
（
在
任
期
間
一
九
六
九
年
ー
八
九
年
）
は
、

起
債
主
義
、
公
共
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
、
外
郭
団
体
、
基
金
の
活
用
を
柱
に
積
極
的
な
財
政
運
営
を
行
い
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
多
く

(
4
)
 

の
自
治
体
政
府
が
財
政
状
況
の
悪
化
に
苦
し
む
中
で
、
実
質
収
支
を
黒
字
に
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
5
)
 

こ
う
し
た
神
戸
市
の
開
発
事
業
は
、
日
本
経
済
の
変
動
と
と
も
に
、
神
戸
の
社
会
・
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
海
面
埋
立
て
が

進
め
ら
れ
る
な
か
で
、
神
戸
港
で
は
、

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
が
建
設
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
船
舶
輸
送
の
コ
ン
テ
ナ
化
に
早
い
時
点
で

対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
神
戸
港
の
地
位
を
高
め
る
と
と
も
に
、
港
湾
荷
役
作
業
、
そ
し
て
港
湾
関
連
の
就
業
構
造
に
も
変
化
を
与
え
た
。

一
九
五
五
年
頃
か
ら
、
神
戸
で
は
臨
海
部
の
用
地
不
足
か
ら
企
業
移
転
が
始
ま
っ
て
い
た
が
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
日
本
の

産
業
構
造
の
転
換
が
は
じ
ま
る
と
、
鉄
鋼
・
造
船
な
ど
重
工
業
を
核
と
す
る
神
戸
経
済
も
停
滞
を
強
い
ら
れ
、
ゴ
ム
製
造
業
な
ど
も
後
退

し
は
じ
め
た
。
そ
の
た
め
、
旧
市
街
地
を
構
成
す
る
中
央
四
区
、
す
な
わ
ち
中
央
区
（
鉄
鋼
・
造
船
）
、
長
田
区
（
ゴ
ム
産
業
）
、
兵
庫
区
、

灘
区
で
は
、
人
口
や
企
業
の
流
出
が
進
ん
だ
。
七

0
年
の
中
央
四
区
の
人
口
総
計
は
、
約
七
一
万
七
五

0
0
人
で
あ
っ
た
が
、
八
五
年
の

時
点
で
は
、
そ
れ
よ
り
も
約
二
六
％
減
少
し
て
い
る
。
八

0
年
代
に
入
る
と
、
神
戸
市
は
、
産
業
構
造
の
変
化
に
対
応
し
て
、
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
や
内
陸
部
の
工
業
団
地
に
そ
れ
ぞ
れ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
や
先
端
産
業
を
誘
致
し
、
既
存
の
産
業
と
の
融
合
を
図
り
な
が
ら
も
、

（
二
九
九
）



策
が
急
が
れ
て
い
た
。

第
四
九
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

（三

0
0
)

新
し
い
産
業
を
創
出
す
る
戦
略
を
と
り
は
じ
め
た
。
新
た
な
産
業
が
展
開
し
、
大
規
模
な
住
宅
団
地
が
建
設
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

神
戸
市
周
辺
部
で
は
急
激
な
人
口
流
入
が
起
こ
り
、
七

0
年
に
約
五
七
万
一

0
0
0
人
で
あ
っ
た
市
周
辺
部
の
五
区
、
す
な
わ
ち
東
灘
区
、

北
区
、
西
区
、
須
磨
区
、
垂
水
区
の
人
口
総
計
は
、
八
五
年
の
時
点
で
、
そ
れ
よ
り
も
約
五
四
％
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
間
の
神
戸
市
全

体
の
人
口
増
加
率
は
約
九
％
程
度
で
あ
る
の
で
、
神
戸
市
内
に
お
い
て
急
激
な
人
口
の
移
動
が
生
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(6) 

こ
う
し
た
「
都
市
空
間
の
機
能
的
分
化
と
社
会
階
層
に
応
じ
た
住
み
分
け
」
が
進
行
し
た
こ
と
で
、
中
央
四
区
で
は
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン

ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
が
深
刻
化
し
、
「
神
戸
市
の
経
済
活
動
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
に
特
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
経
済
活
動
か
ら

(
7
)
 

十
分
な
報
酬
を
受
け
ら
れ
な
い
生
活
貧
困
者
の
存
在
が
深
刻
な
問
題
を
投
げ
か
け
る
」
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
地
域
で
は
、
公

営
住
宅
の
量
的
不
足
や
交
通
不
便
を
カ
バ
ー
し
て
き
た
木
造
共
同
住
宅
や
長
屋
建
て
住
宅
が
数
多
く
存
在
し
て
い
た
が
、
床
面
積
が
狭
く
、

(
8
)
 

過
密
に
建
て
込
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
防
災
上
の
問
題
も
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

宮
崎
前
市
長
は
、
八
五
年
の
市
長
選
で
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
対
策
を
彼
の
基
本
政
策
に
位
置
づ
け
、
こ
の
問
題
に
本
格
的
に
取
り
組
み
始

め
た
。
そ
し
て
、
神
戸
市
は
八
六
年
―
一
月
に
そ
の
た
め
の
懇
談
会
を
設
置
し
、
非
戦
災
・
密
集
住
宅
街
の
住
環
境
整
備
や
良
質
な
住
宅

の
供
給
促
進
の
た
め
に
「
密
集
市
街
地
整
備
促
進
事
業
」
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
地
域
の
自
主
的
管
理
能
力
を
基
礎
と
す
る
神
戸
市
独

自
の
「
ま
ち
づ
く
り
制
度
」
も
開
発
さ
れ
、
八
九
年
の
「
神
戸
市
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
総
合
整
備
基
本
計
画
」
に
お
い
て
も
、
そ
の
整
備
対

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
表
1
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
今
回
の
地
震
で
は
、
東
灘
区
、
須
磨
区
、

そ
し
て
中
央
四
区
に
被
害
が
集
中
し
た
。
図
2
は
、
震
災
前
の
全
建
物
件
数
に
た
い
す
る
全
半
壊
件
数
を
割
合
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
建
物
の
被
害
は
、
既
成
市
街
地
域
を
中
心
と
し
て
帯
状
に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
は
、

関
法

一
四
六



表 1 各区別の被害状況

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

行政区
人的被害 建 物 の 被 害

死者数 避難者数 全壊（棟） 半壊（棟） 全焼（棟） 被害率（％）

東

中

兵

長

須

垂

灘

西

北

灘

央

庫

田

磨

水

1,461 

924 

239 

544 

911 

393 

18 

10 

12 

64,974 

35,093 

38,057 

25,800 

44,690 

21,728 

3,567 

23,360 

630 

13,687 

12,757 

6,344 

9,533 

15,521 

7,696 

1,176 

436 

271 

5,538 

5,675 

6,641 

8,109 

8,282 

5,608 

8,890 

3,262 

3,140 

4

6

7

0

9

7

1

0

1

 

3

6

6

4

5

0

 

3

4

9

7

4

 ，
 

4
 

50.4 

56.6 

49.5 

51.1 

68.1 

36.4 

19.1 

5.9 

5.2 

全 257,899 67,421 55,145 6,975 

資料出所神戸市災関連資料，被害率については，「読売新聞」 (1997年10月27日）。
注1各データ（被害率を除く）は1996年1月8日現在

体 4,512 32.8 

一
四
七

「
清
酒
」
「
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
」
「
紳
士
服
」
「
神
戸
靴
」
な
ど
神
戸
を
代

表
す
る
地
場
産
業
も
多
く
、
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
で
は
一
五
八
社
が
、
清
酒

で
は
十
七
社
が
全
半
壊
の
被
害
を
受
け
た
。
図
3
は
、
空
襲
に
よ
る
罹
災
地

域
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
そ
の
後
の
戦
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
整
備

済
み
及
び
施
工
中
の
面
的
市
街
地
整
備
事
業
区
域
を
重
ね
て
表
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
図
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
今
回
の
地
震
で
被
害
が

大
き
か
っ
た
地
区
の
多
く
は
、
戦
災
に
よ
る
被
災
を
免
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
焼

け
残
り
地
区
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
戦
後
の
各
種
の
面
的
市
街

地
整
備
事
業
か
ら
は
ず
れ
、
建
物
の
老
朽
化
と
都
市
更
新
の
遅
れ
が
進
行
し

(
9
)
 

た
こ
と
が
、
地
震
に
よ
る
被
害
を
一
層
集
中
さ
せ
た
と
さ
れ
る
。

神
戸
市
が
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
市
周
辺
部
の
開
発
に
よ
っ
て
、
自
治

体
政
府
の
も
つ
諸
資
源
は
不
均
衡
に
配
置
さ
れ
、
そ
れ
が
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ

問
題
を
引
き
起
こ
し
、
そ
し
て
、
今
回
の
震
災
で
は
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
地

域
に
被
害
が
集
中
し
た
こ
と
か
ら
、
霙
災
直
後
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
神
戸
市

(10) 

の
「
開
発
行
政
」
に
も
批
判
が
集
ま
っ
た
。

（三
0
1
)
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図2 地震による被災状況（全半壊率）
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表2 神戸市議会議員政党別当選者数

選挙年
人口減少区 人口増加区

自

19551) 14 

1959 24 

1963 24 

1967 17 

1971 17 

1975 15 

1979 15 

1983 11 

1987 8 

1991 9 

19952) 9 

社 公 民 共 諸 無 計 自 社 公 民 共 諸 無 計
総計

関
法

1

3

8

7

6

4

1

3

4

4

1

 
3
 

5
6
7
9
7
1
1
1
1
1
1
1
2
1
4
1
2
 

4
2
4
6
4
7
4
5
4
5
3
6
3
4
2
9
2
8
2
5
2
5
 

7

.

8

2

2

1

1

2

2

 

ー

5
8
8
7
7
6
8
1
0
1
0
9
5
 

1

7

 

1
8
1
8
2
1
2
3
2
3
3
2
3
8
4
3
4
4
4
7
4
7
 

8

4

4

1

1

1

1

1

4

2

 

6
0
6
4
6
8
6
8
6
8
6
8
7
2
7
2
7
2
7
2
7
2
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四
九
巻
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三
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併
号

3

5

6

5

4

4

6

 

1

3

2

3

6

8

8

6

6

 

1

3

3

6

6

9

9

9

9

 

1

3

7

5

5

5

5

4

4

 

7

7

5

4

5

3

4

2

2

 

5

9

9

8

7

7

6

4

4

 

資料出所依田博「神戸市の政治一ー自治体政治と政党制」（『都市政策」第55号， 1990
年）。なお91年以降は，神戸市選挙管理委員会『選挙結果調jより著者加筆。

1) 五五年の自民党には自由党と民主党が，社会党には右派社会党と左派社会党が含まれ

る。

2) 九五年の諸派には，護憲社会，新進党，さわやか神戸・市民の会が含まれる。

人
口
増
加
区
、
減
少
区
に
分
け
て
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
自
民

表
2
は
、
市
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
各
政
党
の
獲
得
議
席
数
を

を
も
と
に
、
神
戸
市
会
に
お
け
る
各
政
党
の
勢
力
の
変
化
を
見
る

し
、
京
都
市
の
各
選
挙
区
間
の
人
口
変
動
と
都
市
型
政
党
の
議
会

(11) 

進
出
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
山
口
定
氏
で
あ
り
、
神
戸

(12) 

市
に
つ
い
て
は
依
田
博
氏
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
依
田
氏
の
分
析

こ
と
に
す
る
。

数
の
減
少
に
よ
っ
て
、
ど
の
政
党
が
議
席
を
失
っ
た
の
か
に
着
目

増
加
し
た
定
数
分
を
、
ど
の
政
党
が
獲
得
し
た
の
か
、
ま
た
は
定

議
員
定
数
も
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
変
化
に
よ
っ
て

指
定
都
市
の
行
政
区
間
で
人
口
の
移
動
が
進
め
ば
、
各
選
挙
区
の

構
成
し
て
い
る
の
で

（
公
職
選
挙
法
第
一
五
条
第
五
項
）
、
政
令

七
項
）
、
ま
た
政
令
指
定
都
市
で
は
、
各
行
政
区
が
一
選
挙
区
を

次
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
（
公
職
選
挙
法
第
一
五
条
第

方
自
治
法
第
九

0
条
、
九
一
条
）
、
人
口
の
増
減
に
基
づ
い
て
逐

地
方
議
会
の
議
員
定
数
は
、
人
口
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
（
地

2
人
口
の
流
動
化
と
神
戸
市
会
の
多
党
化

一
五
〇

（三
0
四）



表3 神戸市長選挙における政党の推薦状況

選挙年 当選者 当選者の政党推薦
対立候補の
政党推薦

投票率（％）

1969 

1973 

1977 

1981 

1985 

1989 

1993 

1997 

宮崎辰雄

同上

同上

同上

同上

笹山幸俊

同上

同上

自民，民社，

杜会，民社，

全党

同上

同上
社会，民社，共産，社民連，
自民党神戸市連
全党

自民，新進，民主，社民，民改連，公明

（社会党市議団支持）

公明，共産

共産

自民

自民党県連

共産，新社会

37.9 

59.0 

24.7 

20.5 

22.4 

43.7 

20.4 

45.0 

資料出所 神戸市選挙管理委員会『選挙公報」，各新聞社「神戸市長選挙関連記事」より作成

一
五

党
は
六
一
二
年
に
三
一
議
席
を
獲
得
し
た
が
、
そ
れ
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
八
七
年
に
は
二

0
議
席
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
こ
の
間
、
自
民
党
は
、
議
席
数
を
人
口
増
加
区
で
は
七

議
席
か
ら
ニ
一
議
席
に
ま
で
増
や
し
て
い
る
も
の
の
、
人
口
減
少
区
で
は
二
四
議
席
か

ら
八
議
席
に
ま
で
減
ら
し
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
党
も
、
民
社
党
の
結
党
以
降
、
人
口

減
少
区
を
中
心
に
議
席
を
失
い
始
め
る
が
、
最
近
で
は
、
人
口
増
加
区
で
復
調
す
る
傾

向
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
都
市
型
政
党
が
人
口
増
加
区
で
の
定
数
増
を
バ
ネ
に
急
速

に
議
席
数
を
伸
ば
し
た
と
さ
れ
る
京
都
市
と
は
異
な
り
、
神
戸
市
で
は
、
人
口
増
加
区

で
の
議
席
増
が
、
都
市
型
政
党
に
有
利
に
作
用
し
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
各
政
党

で
増
加
し
た
定
数
分
を
等
し
く
分
け
合
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
神
戸
市
で
は
「
政
策
的

な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
が
人
口
減
少
区
に
多
く
存
在
し
て
い
た
た
め
に
、
人
口
減
少
が
始

ま
る
以
前
か
ら
そ
こ
に
都
市
型
政
党
が
進
出
す
る
余
地
が
あ
り
、
そ
し
て
旧
市
街
地
の

人
口
減
少
に
よ
り
「
自
民
党
の
勢
力
圏
」
が
解
体
し
た
こ
と
で
、
都
市
型
政
党
の
勢
力

(13) 

が
拡
大
し
、
自
民
党
と
社
会
党
の
議
席
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
神
戸
市
会
で
は
、
六
0
年
代
以
降
、
多
党
化
現
象
が
観
察
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
が
、
こ
れ
は
市
会
の
オ
ー
ル
与
党
化
現
象
を
生
み
出
す
一
要
因
と
な
っ
た
。
表

3
は
、
各
市
長
選
挙
に
お
け
る
各
政
党
の
推
薦
・
支
持
の
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
六
三
年
に
始
ま
る
革
新
・
中
道
勢
力
の
議
会
進
出
に
よ
り
、
自
民
党
主
導
の
議
会

阪
神
・
淡
路
大
裳
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

（三

0
五）
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四
九
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

運
営
は
、
無
所
属
議
員
や
民
社
党
と
協
力
関
係
の
も
と
で
も
次
第
に
困
難
と
な
っ
た
。
七
一
年
の
市
議
選
の
結
果
、
議
会
内
の
勢
力
は
、

自
民
・
民
社
・
無
所
属
（
三
三
人
）
、
社
会
・
公
明
・
共
産
（
三
五
人
）

と
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
議
会
運
営
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド

を
握
っ
た
の
は
社
会
党
で
あ
っ
た
。
六
九
年
の
市
長
選
挙
の
際
、
自
民
・
民
社
は
当
時
助
役
で
あ
っ
た
宮
崎
辰
雄
氏
を
推
薦
し
、
共
産
党

は
独
自
候
補
を
擁
立
し
た
が
、
社
会
党
市
議
団
は
宮
崎
氏
へ
の
支
持
に
と
ど
め
た
た
め
に
、
ど
ち
ら
の
勢
力
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

(14) 

で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

有
利
な
立
場
に
た
っ
た
社
会
党
は
、
七
三
年
の
市
長
選
挙
で
は
、
公
明
、
民
社
、
共
産
に
宮
崎
市
長
を
推
薦
す
る
よ
う
に
も
ち
か
け
、

革
新
・
中
道
の
統
一
候
補
を
成
立
さ
せ
た
。
そ
れ
に
た
い
し
て
自
民
党
は
前
代
議
士
の
擁
立
に
踏
み
切
っ
た
が
、
激
し
い
選
挙
戦
の
結
果
、

戦
後
最
高
の
投
票
率
で
、
革
新
・
中
道
の
全
野
党
連
合
が
推
す
宮
崎
市
長
が
再
選
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
自
民
党
は
い
っ
た
ん
下
野
し
た

が
、
七
七
年
の
市
長
選
挙
で
は
一
転
し
て
宮
崎
市
長
を
推
薦
し
た
た
め
、
現
職
市
長
を
自
民
、
社
会
、
公
明
、
民
社
、
共
産
、
新
自
由
の

(15) 

六
党
が
推
薦
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
続
く
八
一
年
、
八
五
年
の
市
長
選
挙
で
も
、
全
党
が
現
職
候
補
を
推
薦
し
、
宮
崎
市
長
が
そ
れ
ぞ
れ

二
0
・
五
、
ニ
ニ
・
四
％
と
い
う
低
い
投
票
率
の
も
と
で
再
選
さ
れ
、
市
会
の
オ
ー
ル
与
党
化
が
常
態
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
市
会
の
多
党
化
に
よ
り
中
核
政
党
が
不
在
と
な
り
、
政
党
が
市
長
選
挙
を
リ
ー
ド
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
が
、
市
会
に

お
け
る
オ
ー
ル
与
党
化
の
要
因
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
は
、
神
戸
宮
崎
市
長
が
第
一
期
目
の
選
挙
で
は
保
守
か
ら
推
薦
を
受
け
、
第
二
期
目

で
は
革
新
・
中
道
か
ら
推
薦
を
受
け
て
い
た
た
め
、
ど
ち
ら
に
も
太
い
パ
イ
プ
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
彼
の
助
役
と
し
て
の
経
歴(16) 

か
ら
、
政
党
に
多
く
を
依
存
せ
ず
と
も
、
「
市
民
党
」
と
し
て
有
権
者
か
ら
広
く
支
持
を
獲
得
で
き
た
こ
と
が
、
そ
の
要
因
に
数
え
ら
れ
る
。

八
九
年
の
市
長
選
挙
で
は
、
宮
崎
市
長
は
出
馬
を
断
念
し
、
彼
の
後
継
者
を
め
ぐ
っ
て
、
二
人
の
助
役
が
出
馬
し
た
。
自
民
党
神
戸
市

連
は
、
社
会
、
民
社
、
共
産
、
社
民
連
が
推
す
笹
山
幸
俊
氏
を
推
薦
し
た
が
、
自
民
党
兵
庫
県
連
は
そ
の
対
立
候
補
を
推
薦
し
た
た
め
、

関
法

一
五

0
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と
お
り
で
あ
る

l
(

（
七
）
、
須
磨
区
（
九
）
、
垂
水
区
(
―
-
）
、
西
区
（
八
）
。

震
災
当
時
、
神
戸
市
会
の
委
員
会
組
織
に
は
、
常
任
委
員
会
と
し
て
「
総
務
財
政
」
、
「
文
教
経
済
」
、
「
民
生
保
健
」
、
「
建
設
消
防
」
、

「
港
湾
交
通
」
、
「
住
宅
水
道
」
の
六
委
員
会
が
あ
り
、
特
別
委
員
会
と
し
て
「
外
郭
団
体
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
、
「
大
都
市
税
財
政
制

度
確
立
委
員
会
」
、
「
空
港
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
、
「
都
市
活
性
化
総
合
対
策
特
別
委
員
会
」
、
「
予
算
特
別
委
員
会
」
、
「
決
算
特
別
委

員
会
」
の
六
委
員
会
が
あ
っ
た
。
九
一
年
の
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
地
方
議
会
で
も
条
例
に
基
づ
い
て
議
会
運
営
委
員
会
を
設
置

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
神
戸
市
会
で
は
「
市
会
運
営
委
員
会
」
を
設
置
し
、
会
期
や
議
案
の
取
り
扱
い
、
そ
し
て
「
各
会
派
の
連
絡
、

(16) 

交
渉
そ
の
他
議
事
の
運
営
」
を
所
管
事
項
と
し
て
い
る
。
同
委
員
会
は
年
間
に
二

0
回
か
ら
二
五
回
程
度
開
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
活
動

時
間
は
、
概
ね
五
分
か
ら
三
0
分
程
度
で
あ
り
、
非
公
式
に
進
め
ら
れ
る
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
の
意
思
確
認
の
場
と
し
て
の
役
割
を
も
つ
と
考

え
ら
れ
る
。

表
4
は
、
震
災
当
時
の
会
派
構
成
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
会
派
名
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
神
戸
市
会
は
、
都
道
府
県
議
会
や
他

3
 

現
職
の
候
補
者
を
全
党
が
推
薦
し
て
い
た
そ
れ
ま
で
の
選
挙
と
は
一
転
し
て
、
激
し
い
選
挙
戦
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
市
長
選
挙
と
し

て
は
高
い
投
票
率
（
四
三
・
七
％
）
の
も
と
で
、
笹
山
氏
が
当
選
し
た
。
し
か
し
、
彼
の
二
期
目
の
選
挙
で
は
、
新
生
党
、
日
本
新
党
、

新
党
さ
き
が
け
を
含
む
九
党
が
相
乗
り
し
た
た
め
、
投
票
率
は
大
き
く
低
下
し
、
再
び
市
会
は
オ
ー
ル
与
党
化
し
た
。

震
災
当
時
の
神
戸
市
会

一
九
七
九
年
以
来
、
神
戸
市
会
の
議
員
定
数
は
七
二
人
で
あ
り
、
九
つ
の
選
挙
区
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
る
。
各
選
挙
区
の
定
数
は
次
の

）
内
は
定
数
、
東
灘
区
（
九
）
、
灘
区
（
六
）
、
中
央
区
（
六
）
、
兵
庫
区
（
六
）
、
北
区
(

1

0
)
、
長
田
区

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

一
五
三
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次
に
議
会
と
市
長
（
行
政
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
。
矢
澤
澄
子
氏
が
八
八
年
に
行
っ
た
神
戸
市
会
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

れ
ば
、
市
の
政
策
立
案
や
予
算
編
成
で
影
響
力
の
あ
る
主
体
と
し
て
、
約
八
割
の
議
員
が
「
市
長
の
強
大
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
を
回
答

し
た
が
、
「
議
員
の
影
響
力
」
や
「
議
会
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
を
回
答
し
た
の
は
約
五
割
弱
に
と
ど
ま
り
、
「
強
市
長
・
弱
議
会
型
の
市

(18) 

政
運
営
」
に
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
神
戸
市
の
議
会
・
行
政
関
係
の
基
調
は
、
各
種
審
議
会
へ
の
議
員
の
幅
広
い
参
垢
叫
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
る
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
に
あ
る
と
さ
れ
、
審
議
会
は
、
議
員
に
と
っ
て
「
都
市
政
策
決
定
を
め
ぐ
る
利

係
は
、
競
争
的
と
い
う
よ
り
も
、

表4 震災当時の会派構成

会 派 名 議席数 議席率（％）

一
応
の
と
こ
ろ
共
存
•
安
定
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

公明

自民党平成会

自民党新政会

兵庫民社

共産党

社会党・憲法市民会議

社会党・護憲クラプ

自民党

無所属

関
法

計

第
四
九
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

資料出所神戸市会事務局「神戸市会のあらまし」より

作成

（三
0
八）

の
政
令
指
定
都
市
の
市
議
会
と
同
様
に
政
党
化
が
終
了
し
て
い
る
。
自
民
党
系
の

三
会
派
は
、
議
席
数
を
合
計
す
る
と
、
他
の
会
派
を
大
き
く
上
回
る
が
、
国
会
議

員
と
の
系
列
、
選
挙
時
の
し
こ
り
、
役
職
ポ
ス
ト
ヘ
の
思
惑
な
ど
か
ら
、
七
六
年

よ
り
離
合
集
散
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
社
会
党
系
の
二
会
派
は
、
九
四
年
の
社
会

と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ど
の
会
派
も
単
独
で
は
議
会
運
営
の

主
導
権
を
握
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
会
派
間
の
協
力
関
係
が
重
要
と
な
る
が
、

れ
で
も
議
長
・
副
議
長
の
ポ
ス
ト
は
自
社
公
民
で
分
け
あ
い
、
震
災
前
は
共
産
党

も
独
自
の
候
補
者
を
擁
立
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
全
体
と
し
て
当
時
の
会
派
関

1
3
1
2
1
1
1
1
8
8
6
2
1
 

党
の
連
立
政
権
へ
の
参
加
を
契
機
と
し
て
、
兵
庫
県
社
会
党
本
部
が
分
裂
し
た
こ

18.1 

16.7 

15.3 

15.3 

11.1 

11.1 

8.3 

2.8 

1.4 

72 100.0 

自
民
党
会
派
の
分
裂
以
降
は
、
先
に
見
た
市
長
選
挙
に
お
け
る
候
補
者
支
援
の
経

(17) 

緯
な
ど
か
ら
、
社
公
民
を
中
心
と
し
た
議
会
運
営
に
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
そ

一
五
四



表5 インタビュー調査リスト

調 査 先 所属政党 調 査 日

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

市会議員 1

市会議員 2

市会議員 3

市会議員 4

市会議員 5

政務 調 査 員 1

政務調査員 2

市会事務局職員 1

市会事務局職員 2

理財局職員

新 聞 記 者

自民党

護憲社会

共産党

社民党

自民党

公明

共産党

1997年7月29日

1997年7月25日

1997年 8月4日

1997年11月19日

1997年11月18日

1997年10月24日

1997年8月4日

1996年12月24日

1997年7月29日

1997年11月19日

1997年7月29日

注 1 表中の「政務調査員」とは，神戸市会の「政務調査員

制度」に基づくものである。この制度は，各会派の政務

調査活動を保証するために1975年に発足した。今回の調

査をした限り，彼らは政党関係者であった。

一
五
五

た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
地
震
後
の
議
会
の
組
織
的
な
活
動
に
つ
い
て
は
、

研
究
の
趣
旨
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
上
で
、
地
震
発
生
直
後
の
行
動
及

さ
て
、
本
稿
で
は
、
震
災
発
生
時
及
び
そ
れ
以
降
の
神
戸
市
会
議
員
の

害
調
整
や
合
意
形
成
の
政
治
・
行
政
手
法
を
学
ぶ
場
と
し
て
一
定
の
意
義
」
を
も
つ
が
、
行
政
に
と
っ
て
は
「
（
議
員
に
た
い
し
て
）
議

会
審
議
以
前
に
実
質
的
政
策
形
成
へ
の
理
解
を
促
し
…
…
（
中
略
）
…
…
議
会
で
ス
ム
ー
ズ
な
政
策
合
意
を
得
る
上
で
重
要
な
行
政
戦

(19) 

略
」
と
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
調
査
は
、
都
市
経
営
で
手
腕
を
奮
っ
た
宮
崎
市
長
の
五
期
目
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
市
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
市
長
の
性
格
や
そ
れ
ま
で
の
実
績
に
よ
っ
て
も
左
右
さ
れ
る
た
め
、
以
上
の
指
摘
が
、
笹
山
市
政
に

お
い
て
も
継
続
し
て
い
る
か
は
判
断
で
き
な
い
。
た
だ
、
議
員
の
審
議
会
へ
の
参
加
は
、
な
お
も
広
く
観
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
議

会
と
行
政
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
重
視
す
る
市
政
運
営
の
形
態
が
、
震
災

(20) 

当
時
も
継
続
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

行
動
を
分
析
す
る
た
め
に
、
以
上
の
よ
う
な
先
行
研
究
に
加
え
、
議
会
議

事
録
、
市
会
事
務
局
資
料
、
新
聞
記
事
な
ど
を
利
用
し
、
さ
ら
に
イ
ン
タ

(21) 

ビ
ュ
ー
調
査
を
行
っ
た
。
表
5
は
調
査
リ
ス
ト
で
あ
る
。
市
会
議
員
に
は
、

び
そ
の
後
の
活
動
を
自
由
に
語
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
著
者
が
質
問
を
加

え
る
会
話
形
式
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
は
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
手
法

を
用
い
る
こ
と
で
、
震
災
時
に
彼
ら
が
力
点
を
置
い
た
活
動
が
明
確
に
表

れ
、
危
機
に
た
い
す
る
彼
ら
の
役
割
意
識
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

（三
0
九）



一
九
八
二
年
に
関
西
大
学
が
行
っ
た
大
阪
府
下
の
市
議
会
議
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、
議
員
独
特
の
仕
事
が
「
あ
る
」
と

(22) 

答
え
た
の
は
八
五
・
ニ
％
で
あ
り
、
な
か
で
も
「
選
挙
区
世
話
役
活
動
」
を
あ
げ
る
議
員
は
約
六
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
彼
ら
の
日
常

活
動
は
、
時
に
は
住
民
全
体
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
る
が
、
通
常
は
、
地
元
や
選
挙
区
を
中
心
と
し
て
、
住
民
個
人
や
地
域
的
な
社
会
・
経
済

集
団
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
市
町
村
会
議
員
が
住
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
政
治
家
だ
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
議
員
と
有

権
者
と
の
関
係
は
、
相
互
依
存
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
票
と
の
交
換
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
得
る
が
、
時
に
は
そ
う
し
た
合
理
的
な
側
面
を
超
え

(23) 

て
、
し
ば
し
ば
両
者
の
「
個
人
的
な
つ
な
が
り
」
と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
本
節
で
は
、
こ
う
し
た
議
員
|
住
民
関
係

に
基
づ
く
議
員
た
ち
の
行
動
が
、
震
災
時
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

も
ま
た
被
災
者
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
す
。
表
6
は
議
員
の
被
災
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
自
宅
が
全
壊
ま
た
は
半
壊
の
被
害
を

受
け
た
議
員
は
二
三

・
O
％
と
な
っ
て
い
鋲
。
神
戸
市
の
住
民
ァ
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、
自
宅
が
同
程
度
の
被
害
を
受
け
た
住
民
の

割
合
は
三
四
・
ニ
％
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
よ
り
も
低
い
値
と
な
っ
て
い
る
が
、
何
ら
か
の
被
害
を
受
け
た
議
員
は
半
数
を
超
え
て
お
り
、

(25) 

他
の
住
民
と
同
様
に
、
彼
ら
も
被
災
者
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

ー

地
震
発
生
直
後
の
議
員
た
ち
の
反
応

ま
ず
、
今
回
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
地
方
議
員
が
住
民
に
と
っ
て
身
近
に
存
在
す
る
政
治
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
ら

表
7
は
、
自
宅
周
辺
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
の
議
員
の
認
識
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
回
答
者
の
約
七
割
が
「
自

第
二
節
選
挙
区
を
中
心
と
し
た
震
災
時
の
議
員
行
動

関
法

第
四
九
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

市
会
事
務
局
職
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
及
び
市
会
事
務
局
資
料
な
ど
も
利
用
し
た
。
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表6 議員の被災状況

被災の程度 人数 （％） 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

家屋全壊

家屋半壊

家屋一部損壊

家屋に軽微な被害

近い親類の家屋全壊

近い親族の家屋半壊

特に被害なし

無回答・不明

3

3

0

1

3

1

3

2

 

ー

11.5 

11.5 

38.5 

3.8 

11.5 

3.8 

11.5 

7.7 

計 26 100.0 

資料出所 活力ある人間・文化都市神戸復興を目指す研究会

表7 議員の自宅周辺の被害状況

被 害 状 況 人数 （％） 

大部分の家屋が甚大な被害を受けた

半数程度の家屋が被害を受けた

比較的被害の程度は軽かった

特に被害はなかった

無回答

2

6

5

2

1

 

ー 46.2 

23.1 

19.2 

7.7 

3.8 

計 26 100.0 

資料出所 活力ある人間・文化都市神戸復興を目指す研究会

と
る
に
せ
よ
、
そ
れ
を
開
始
す
る
ま
で
に
は
、

一
五
七

（
三
―
―
)

地
震
発
生
直
後
の
状
況
を
十
分
に
は
把
握
し
て
い

の
被
害
状
況
の
予
測
と
い
う
回
答
は
、
彼
ら
が
、

の
時
間
的
な
幅
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
全
体

か
ら
、
「
地
震
発
生
時
」
の
解
釈
の
仕
方
に
一
定

ス
を
異
に
す
る
回
答
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

周
辺
の
救
助
活
動
」
と
い
う
よ
う
に
、
ニ
ュ
ア
ン

る
が
、
「
全
体
の
被
害
状
況
の
予
測
」
や
「
自
宅

茫
然
自
失
」
、
「
自
宅
倒
壊
の
不
安
」
と
い
っ
た
地

と
い
う
質
問
項
目
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
表
8
は

生
時
、
あ
な
た
は
何
を
感
じ
た
か
（
考
え
た
か
）
」

宅
周
辺
の
被
害
が
大
き
い
」
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
デ
ー
タ
か
ら
す
る
と
、
そ
の
値
は
や
や
高
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る

が
、
彼
ら
の
日
常
活
動
が
地
元
や
選
挙
区
を
中
心
に
行
わ
れ
、
彼
ら
が
一
般
の
住
民
よ
り
も
地
理
的
な
対
象
に
強
い
関
心
を
持
っ
た
め
に
、

議
員
た
ち
が
自
宅
周
辺
と
い
う
空
間
を
広
く
解
釈
し
た
り
、
被
害
状
況
に
敏
感
で
あ
っ
た
こ
と
の
表
れ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
地
震
は
早
朝
に
発
生
し
た
こ
と
も
あ
り
、
突
如
と
し
て
発
生
し
た
新
た
な
状
況
に
た
い
し
て
、
議
員
た
ち
が
何
ら
か
の
対
応
を

一
定
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
先
ほ
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
は
「
地
震
発

そ
の
結
果
で
あ
る
。
「
家
族
の
安
否
」
、
「
驚
愕
・

震
直
後
の
混
乱
し
た
状
態
を
示
す
回
答
も
見
ら
れ



言
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

た
ち
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
地
震
発
生
直
後
か
ら
の
実
際
の
議
員
行
動
に
つ
い
て
、
あ
る
議
員
の
証

山
手
に
あ
る
自
宅
は
無
事
で
あ
っ
た
が
、
家
財
道
具
な
ど
が
散
乱
し
た
。
地
震
直
後
は
東
京
の
ほ
う
で
大
き
な
地
震
が
起
き
た
の
だ

と
感
じ
た
。
自
宅
周
辺
の
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
六
時
二

0
分
ご
ろ
か
ら
、
車
で
消
防
署
、
区
役
所
そ
し
て
春
の
市
議
選
の

が
る
地
震
直
後
の
議
員
た
ち
の
行
動
パ
タ
ー
ン
は
、

表8 「地震発生時，何を感じたか」という質問への回答

内 容 人数 （％） 

全体の被害状況の予測

家族の安否

驚愕・茫然自失

自宅倒壊の不安

自宅周辺の救援活動

神戸市の将来

早く揺れが終わること

無回答

9

5

4

2

2

1

1

2

 

35.0 

19.0 

15.0 

8.0 

8.0 

4.0 

4.0 

8.0 

関
法

計 26 100.0 

第
四
九
巻
第
二
．
＿
―
-
合
併
号

資料出所活力ある人間・文化都市神戸復興を目指す研

究会

（
三
ご
一
）

な
い
状
態
を
示
す
と
と
も
に
、
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
、
何
ら
か
の
行
動
を
と
る

必
要
性
を
感
じ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
の
手

が
か
り
の
一
っ
と
し
て
、
先
ほ
ど
見
た
よ
う
な
自
宅
周
囲
の
被
害
状
況
が
有
効
で

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

が
、
そ
う
し
た
情
報
を
繋
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
被
害
状
況
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
自
宅
周
辺
の
救
助
活
動
と
い
う
回
答
は
、
そ
う

し
た
被
害
状
況
を
知
る
た
め
の
行
動
の
―
つ
の
結
果
だ
と
推
測
で
き
る
。

以
上
の
考
察
を
も
と
に
、
彼
ら
の
回
答
を
連
続
的
に
解
釈
す
る
と
、
地
震
発
生
後
、

彼
ら
は
驚
愕
．
茫
然
自
失
の
状
態
か
ら
、
新
た
に
発
生
し
た
状
況
を
知
る
必
要
性
を

感
じ
、
そ
の
た
め
の
情
報
収
集
を
行
う
こ
と
で
、
被
害
状
況
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
の
解
釈
か
ら
浮
か
び
上

一
般
の
住
民
に
も
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
、
議
員

一
般
の
住
民
だ
け
で
な
く
、
議
員
た
ち
も
、
断
片
的
で
は
あ
る

一
五
八
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た
め
に
借
り
て
い
た
事
務
所
を
見
て
ま
わ
っ
た
。
消
防
署
員
は
忙
し
く
動
き
ま
わ
っ
て
い
た
が
、
区
役
所
に
人
影
は
な
か
っ
た
。
阪

急
神
戸
線
以
南
は
倒
壊
家
屋
が
多
か
っ
た
が
、
こ
ち
ら
も
人
気
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
七
時
頃
、
い
っ
た
ん
帰
宅
し
、
次
に
I
党

員
の
自
宅
に
寄
っ
て
か
ら
、
市
役
所
へ
向
か
っ
た
。
市
の
災
害
対
策
本
部
は
か
な
り
混
乱
し
て
い
た
の
で
、
特
に
有
益
な
情
報
を
得

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
地
元
に
戻
る
と
、
住
民
か
ら
「
避
難
所
が
、
住
民
で
溢
れ
て
い
る
」
こ
と
を
聞
い
た
。
私
は
、
区
長
に

（
被
害
の
少
な
い
）
山
手
に
避
難
所
を
設
置
す
る
よ
う
申
し
入
れ
た
。
だ
が
「
職
員
が
不
足
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
設

(26) 

置
さ
れ
る
ま
で
に
は
時
間
を
要
し
た
。
避
難
所
が
設
置
さ
れ
る
と
、
私
は
、
宣
伝
カ
ー
で
住
民
を
そ
こ
へ
誘
導
し
た
。

ま
ず
、
彼
は
車
や
バ
イ
ク
を
用
い
る
な
ど
し
て
、
自
宅
周
辺
か
ら
徐
々
に
活
動
範
囲
を
広
げ
、
大
規
模
地
震
に
よ
っ
て
被
害
が
広
範
囲

に
わ
た
っ
て
発
生
し
た
こ
と
を
知
っ
た
と
い
う
点
で
は
、
先
に
見
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
か
ら
導
出
さ
れ
る
議
員
行
動
と
類
似
し
て
い
る
。

し
か
し
、
彼
は
い
つ
ま
で
も
全
体
的
な
被
害
状
況
に
つ
い
て
の
情
報
を
収
集
し
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
避
難
所
設
置
の
要
望
を

区
長
に
伝
達
し
、
自
ら
も
住
民
の
避
難
誘
導
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
避
難
所
が
、
住
民
で
滋
れ
て
い
る
」
と
い
う
住
民
か
ら
の
情

報
に
強
い
反
応
を
示
し
た
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
彼
が
収
集
し
て
い
た
全
体
的
な
被
害
状
況
に

つ
い
て
の
情
報
と
は
質
的
に
異
な
る
情
報
に
着
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
住
民
と
行
政
と
の
間
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
住
民
ニ
ー

ズ
を
行
政
に
伝
達
し
、
ま
た
自
ら
救
援
活
動
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
ヘ
の
対
応
行
動
を
始
め
た
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
別
の
議
員
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

私
の
家
は
新
築
で
あ
っ
た
た
め
か
、
家
屋
の
被
害
は
軽
微
で
あ
っ
た
。
家
族
が
無
事
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
、
自
宅
周
辺
を
見

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

（
三
一
三
）



第
四
九
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

ニ
ー
ズ
を
重
要
な
情
報
と
み
な
し
、
そ
れ
に
た
い
す
る
対
応
行
動
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

（
三
一
四
）

て
ま
わ
っ
た
。
ま
だ
火
災
は
発
生
し
て
お
ら
ず
、
多
く
の
建
物
が
残
っ
て
い
た
。

M
地
区
に
は
私
の
支
持
者
が
多
く
住
む
が
、
彼
ら

が
と
て
も
気
が
か
り
だ
っ
た
の
で
、
次
に
そ
こ
へ
向
か
う
こ
と
に
し
た
。
そ
の
前
に
い
っ
た
ん
帰
宅
し
て
み
る
と
、
同
地
区
に
住
む

後
援
会
幹
部
が
私
を
訪
ね
て
き
て
お
り
、
同
地
区
の
被
害
が
軽
微
で
あ
る
と
の
話
を
聞
い
た
。
『
実
際
に
見
る
ま
で
は
信
じ
ら
れ
な

い
』
と
の
思
い
も
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
幹
部
と
と
も
に
同
地
区
へ
向
か
っ
た
。
そ
の
後
、
炊
き
出
し
活
動
を
行
う
こ
と
を
決
め
、
食

品
関
係
に
携
わ
る
支
持
者
に
食
料
品
の
供
出
を
頼
ん
で
回
っ
た
。
し
ば
ら
く
は
避
難
所
で
炊
き
出
し
を
行
な
い
な
が
ら
、
住
民
の
要

(27) 

望
を
聞
い
て
ま
わ
る
生
活
と
な
っ
た
。
住
民
か
ら
の
要
望
は
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

彼
も
ま
た
、
自
宅
周
辺
の
被
害
の
様
子
か
ら
、
彼
が
置
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
知
る
こ
と
に
な
る
。
当
初
、
彼
は
支
持
者
の
安
否
の
確

認
を
行
う
な
ど
し
て
い
た
が
、
そ
れ
か
ら
は
炊
き
出
し
の
た
め
の
準
備
を
は
じ
め
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て

後
援
会
幹
部
と
話
し
合
い
、
住
民
に
食
料
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
を
決
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
活
動
の
中
で
、
彼
は
住
民
か
ら
要

望
を
開
き
と
り
、
そ
れ
を
行
政
機
関
へ
取
り
次
ぐ
活
動
を
し
た
と
証
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
、
こ
の
議
員
も
、
徐
々
に
住
民

先
に
見
た
議
員
は
、
地
震
発
生
か
ら
ま
も
な
く
、
党
員
と
接
触
を
図
っ
て
い
た
が
、
こ
の
議
員
も
早
い
時
点
で
後
援
会
幹
部
と
接
触
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
の
関
係
の
親
密
さ
を
示
す
も
の
だ
が
、
同
時
に
そ
う
し
た
接
触
は
、
災
害
時
に
お
い
て
も
、
彼
ら
に
議
員

と
し
て
の
自
覚
や
役
割
を
強
く
認
識
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
し
、
議
員
と
し
て
の
対
応
の
必
要
性
を
促
し
た
で
あ
ろ
う
。

既
に
見
た
よ
う
に
、
神
戸
市
の
被
害
状
況
は
選
挙
区
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
、
同
選
挙
区
内
で
も
被
害
の
様
子
は
異
な
る
の
で
、
実

際
の
地
震
発
生
直
後
の
議
員
行
動
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
解
釈
に
よ
り
導
出
さ
れ
た
行
動
パ
タ
ー
ン
以
外
の
も
の
も
あ
っ
た
で
あ
ろ

関
法

一
六
〇
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う
。
あ
る
議
員
は
、
「
自
宅
は
半
壊
し
た
が
、
作
業
服
に
着
替
え
て
近
所
を
見
て
回
っ
た
。
住
宅
の
他
に
も
病
院
や
コ
ー
プ
が
倒
壊
し
て

お
り
、
自
分
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
思
っ
た
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
火
災
が
発
生
し
た
が
、
水
道
が
使
え
な
か
っ
た
の
で
、

(28) 

住
民
た
ち
と
山
水
を
汲
み
、
バ
ケ
ッ
リ
レ
ー
で
消
火
活
動
を
し
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
議
員
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
議
員
た
ち
と
は
異
な
り
、
自
宅
が
被
害
を
受
け
、
自
宅
周
辺
で
火
災
が
発
生
し
た
た
め
に
、
緊
急

に
危
機
的
な
状
況
を
回
避
す
る
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
そ
の
後
も
自
宅
の
修
繕
と
い
っ
た
個
人
的
な
課
題
に
も
取
り
組

む
必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
彼
は
避
難
所
で
の
「
苦
情
受
付
係
」
と
し
て
、
給
水
や
ト
イ
レ
の
設
置
に
関
す
る
住
民
の
要

望
を
市
当
局
へ
取
り
次
い
だ
と
証
言
し
て
お
り
、
議
員
た
ち
が
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
重
視
し
、
そ
れ
に
た
い
す
る
対
応
行
動
を
と
っ
た
と
い

う
見
方
に
変
更
を
加
え
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
被
害
状
況
に
よ
り
住
民
ニ
ー
ズ
が
異
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
こ
と
が
、
こ
の

レ
ベ
ル
に
お
け
る
議
員
の
活
動
内
容
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。

住
民
ニ
ー
ズ
ヘ
の
議
員
た
ち
の
対
応

選
挙
区
レ
ベ
ル
に
お
け
る
議
員
た
ち
の
活
動
は
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
う
少
し
詳
し
く
見
る
こ
と
に

し
よ
う
。
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
で
得
ら
れ
た
震
災
時
の
選
挙
区
レ
ベ
ル
の
議
員
活
動
に
関
す
る
証
言
の
う
ち
、
も
っ
と
も
よ
く
聞

か
れ
た
の
は
、
住
民
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
相
談
を
め
ぐ
っ
て
の
「
行
政
当
局
と
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
交
渉
や
要
望
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

調
査
し
た
議
員
た
ち
の
多
く
は
、
地
震
発
生
後
、
し
ば
し
ば
区
長
や
区
役
所
の
課
長
、
係
長
と
接
触
し
た
と
も
述
べ
て
い
る
の
だ
が
、
こ

れ
は
実
際
の
救
援
活
動
が
区
役
所
を
中
心
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
議
員
た
ち
の
活
動
が
結
び
つ
い
て
い
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。

(29) 

あ
る
議
員
は
、
住
民
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
相
談
に
た
い
す
る
対
応
に
つ
い
て
や
や
詳
し
く
証
言
し
て
い
る
。
彼
に
相
談
し
た
住
民
と
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

（
三
一
五
）



煩
雑
な
手
続
き
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
の
議
員
は
市
当
局
と
交
渉
し
て
手
続
き
を
後
回
し
に
し
て
も
ら
い
、
建
設
業
者
に
も
舗
装
作
業
を

依
頼
し
て
、
二
月
一
三
日
ま
で
に
市
場
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
ま
た
、
商
店
街
の
再
建
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
た
際
、

彼
は
市
当
局
に
「
高
度
化
資
金
融
資
制
度
」
の
利
用
を
提
案
し
た
と
い
う
。
市
当
局
も
こ
の
制
度
の
利
用
を
検
討
し
て
い
た
が
、
そ
の
適

用
範
囲
を
超
え
て
い
る
と
の
判
断
か
ら
、
利
用
を
見
送
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
彼
は
、
神
戸
市
会
災
害
対
策
委
員
会
の
委
員
と
し

て
小
里
震
災
担
当
大
臣
に
直
接
面
会
し
た
際
、
こ
の
制
度
を
商
店
街
の
再
建
の
た
め
に
利
用
し
た
い
と
大
臣
に
要
望
し
、
そ
の
場
で
適
用

範
囲
の
改
正
の
意
向
が
示
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
証
言
は
、
選
挙
区
レ
ベ
ル
で
の
議
員
活
動
が
、
後
述
す
る
神
戸
市
会
災
害
対
策

委
員
会
が
行
っ
た
政
府
へ
の
要
望
活
動
と
結
び
つ
く
余
地
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
四
節
で
詳
し
く

さ
て
、
読
売
新
聞
社
が
、
震
災
発
生
か
ら
約
五
ヶ
月
た
っ
た
九
五
年
六
月
の
市
会
議
員
選
挙
の
告
示
前
に
行
っ
た
候
補
者
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
る
と
、
「
情
報
収
集
と
要
望
、
相
談
の
聞
き
取
り
」
「
物
資
の
調
達
な
ど
の
避
難
者
救
済
」
「
市
、
県
、
国
へ
の
要
望
・
陳
情
」

(31) 

が
、
災
害
時
の
現
職
議
員
た
ち
の
主
要
な
活
動
形
態
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
議
員
た
ち
の
活
動
は
、
そ
の
い
ず
れ

か
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
表
9
の
市
民
団
体
の
調
査
か
ら
も
、
読
売
新
聞
社
調
査
と
同
様
の
活
動
形
態
を
抽
出
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
た
だ
、
後
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
自
由
記
述
式
の
回
答
形
式
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
に
含
ま
れ
る
個
々
の
活

述
べ
る
。

関
係
者
と
と
も
に
探
し
、
神
戸
市
の
公
園
予
定
地
を
見
つ
け
た
。

一
時
的
に
し
ろ
公
園
予
定
地
を
仮
設
市
場
と
し
て
転
用
す
る
た
め
に
は
、

第
四
九
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

彼
が
顧
問
や
相
談
役
を
務
め
る
市
場
や
商
店
街
の
関
係
者
で
あ
っ
た
。

(30) 

基
盤
と
し
て
日
常
か
ら
重
視
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
地
震
発
生
か
ら
数
日
が
経
過
し
た
後
、
市
場
の
関
係
者
か
ら
、
被
災
し
た

市
場
の
再
建
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
、
そ
れ
に
協
力
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
彼
は
、
仮
設
市
場
を
建
設
す
る
適
当
な
場
所
を
市
場

一
般
に
こ
う
し
た
地
域
的
な
団
体
や
組
織
は
、
地
方
議
員
が
集
票

関
法
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表9 震災発生から一週間以降の活動

活 動 内 容 人数 （％） 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

政府の財政負担を要望

住民の仮設住宅に関する要求の実現に努力

被災状況についての情報収集

避難所の実情調査と改善の努力

被災家屋の撤去に協力

被災者の生活相談

ボランティア団体との連携活動

地震の被害に関する情報を市民に広報

乳幼児・老人問題に関して市に申し入れ

その他

無記入

0

6

5

5

3

3

3

2

2

3

3

 

1

1

 

38.5 

23.1 

19.2 

19.2 

11.5 

11.5 

11.5 

7.7 

7.7 

50.0 

11.5 

計 55 211.5 

資料出所 活力ある人間・文化都市神戸復興を目指す研究会

注1 記述式の複数回答であり，（％）は，回答した26人の議員に占める

割合。

注 2 回答者が 1人であった活動については「その他」にまとめた。

一六一

け
、
そ
れ
に
対
応
し
て
い
っ
た
結
果
だ
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
全
体

様
で
あ
っ
た
の
は
、
彼
ら
が
こ
う
し
た
地
域
的
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
と

の
た
め
の
多
様
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
と
い
え
る
。

を
収
集
す
る
た
め
の
多
様
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
も
ち
、
か
つ
問
題
解
決

求
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
地
方
議
員
は
地
域
的
な
情
報

た
り
、
「
議
会
審
議
を
利
用
し
た
行
政
当
局
に
た
い
す
る
要
望
や
追

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
交
渉
や
要
望
」
、
「
請
願
の
紹
介
議
員
」
と
な
っ

動
内
容
は
、
実
に
多
様
で
あ
り
、
そ
の
た
め
か
「
そ
の
他
」
が
も
っ
と
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

一
般
に
、
地
域
問
題
や
住
民
の
要
望
を
な
ん
ら
か
の
形
で
収
集
し
、
そ
れ
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
行
動
は
、
議
員
の
日
常
活
動
の
一
っ

に
数
え
ら
れ
る
。
情
報
収
集
の
形
態
に
は
「
住
民
か
ら
議
員
へ
の
相
談
の
持
ち
込
み
」
、
「
議
員
自
身
に
よ
る
住
民
た
ち
の
抱
え
る
問
題
の

収
集
」
、
「
自
治
会
の
会
合
や
そ
の
他
の
集
会
の
場
で
の
住
民
の
要
望

(32) 

の
収
集
」
な
ど
が
あ
る
。
彼
ら
が
処
理
す
る
相
談
の
内
容
は
多
様
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
た
い
す
る
対
応
行
動
に
は
「
議
員
自
身
に
よ
る
助

言
や
説
得
」
、
「
弁
護
士
な
ど
の
第
三
者
の
紹
介
」
、
「
行
政
当
局
と
の

表
9
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
震
災
時
の
議
員
の
活
動
内
容
が
多

お
し
て
、
短
期
間
の
う
ち
に
、
住
民
か
ら
個
別
に
多
く
の
相
談
を
う

と
し
て
議
員
た
ち
が
個
別
、
分
散
的
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
つ
つ
も
、

（
三
一
七
）



と
こ
ろ
で
、
今
回
の
よ
う
な
災
害
に
た
い
し
て
は
組
織
的
対
応
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た

選
挙
区
レ
ベ
ル
の
議
員
活
動
は
、
ど
の
程
度
組
織
的
な
活
動
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
見
た
議
員
は
、
後
援
会

組
織
を
利
用
し
て
、
被
災
者
に
炊
出
し
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
強
固
な
党
組
織
を
も
つ
公
明
や
共
産
党
は
、
全
国
か
ら
党
員
を
ポ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
被
災
地
に
派
遣
し
た
が
、
両
党
の
一
部
の
市
・
県
会
議
員
は
、
そ
う
し
た
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
コ
ー

(33) 

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
集
票
組
織
を
中
心
と
し
た
議
員
活
動
と
は
別
に
、
市
会
議
長
は
、
地
震
発
生
当
日
に
開
か
れ
た
全
体
議
員
総
会
に
出
席
し
た

議
員
に
、
各
地
区
の
被
害
状
況
の
把
握
と
救
援
対
策
に
協
力
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
当
局
幹
部
は
昼
夜
を
問
わ
ず
対
策

に
追
わ
れ
て
い
る
の
で
」
、
個
々
具
体
の
災
害
対
策
に
つ
い
て
議
員
が
気
づ
い
た
こ
と
や
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
は
議
長
（
市
会
事

(34) 

務
局
）
に
連
絡
し
、
そ
れ
を
市
の
災
害
対
策
本
部
へ
申
し
入
れ
る
「
窓
ロ
一
本
化
方
式
」
を
提
案
し
た
。
こ
れ
は
、
議
長
が
、
他
の
議
員

に
た
い
し
て
問
題
解
決
の
た
め
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
新
た
に
提
供
し
た
も
の
だ
と
い
え
る
が
、
市
民
の
代
表
組
織
で
あ
る
議
会
と
し
て
「
災

(35) 

害
対
策
を
当
局
に
確
実
に
執
行
さ
せ
る
」
た
め
の
一
っ
対
応
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
仕
組
み
は
、
個
別
に
進
め
ら
れ

る
災
害
時
の
議
員
活
動
を
、
緩
や
か
で
は
あ
る
が
、
議
会
の
組
織
的
な
活
動
へ
と
集
約
す
る
試
み
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
だ
が
、
今
回

の
調
査
で
は
、
そ
れ
が
機
能
し
た
こ
と
を
示
す
証
拠
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
神
戸
市
会
は
、
次
節
で
み
る
よ
う
に
、

の
は
、
議
会
が
招
集
さ
れ
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。

「
仮
設
住
宅
建
設
」
の
よ
う
に
一
部
に
つ
い
て
は
、
議
員
た
ち
に
共
通
す
る
議
員
活
動
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く

は
、
被
災
者
に
と
っ
て
最
も
切
迫
し
、
共
通
す
る
問
題
は
、
議
員
た
ち
が
住
民
の
相
談
に
個
別
に
対
応
し
て
い
た
と
し
て
も
、
自
然
と
議

員
た
ち
に
共
通
に
す
る
活
動
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
う
し
た
問
題
に
、
議
員
た
ち
が
集
合
的
に
取
り
組
み
は
じ
め
る

関
法
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既
に
見
た
よ
う
に
、
議
員
た
ち
の
地
震
発
生
直
後
の
行
動
に
は
、
選
挙
区
を
中
心
と
し
て
被
害
状
況
及
び
住
民
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
の
理

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

1

地
震
発
生
当
日
の
議
会
リ
ー
ダ
ー
の
行
動

一
六
五

議
会
リ
ー
ダ
ー
や
災
害
対
策
委
員
会
を
中
心
と
し
た
活
動
を
活
発
化
さ
せ
た
の
で
あ
り
、

選
挙
区
を
中
心
に
、
個
別
に
進
め
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
災
害
時
の
議
員
活
動
を
、
実
際
に
組
織
化
し
て
い
っ
た
の
は
、
神
戸
市
に
隣
接

(36) 

す
る
芦
屋
市
の
市
議
会
議
員
た
ち
で
あ
る
。
芦
屋
市
議
会
議
長
は
、

部
」
を
設
置
し
た
。
市
内
一

0
プ
ロ
ッ
ク
に
議
員
を
超
党
派
で
配
置
し
、
プ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議
に
お
い
て
、
議
員
が
住
民
か
ら
収
集
し

た
要
望
等
を
市
対
策
本
部
と
協
議
、
調
整
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
「
確
実
な
情
報
」
で
あ
る
「
市
議
会
災
害
対
策
本
部
情
報
」
と
し
て
全

議
員
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
さ
ら
に
各
避
難
所
へ
と
伝
達
さ
れ
た
。
議
員
が
災
害
対
策
の
要
員
と
な
り
、
避
難
所
等
で
の
議
員
各
々

の
活
動
が
系
統
立
て
ら
れ
た
こ
と
で
、
情
報
の
一
元
的
管
理
と
情
報
の
空
白
地
域
を
な
く
す
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

う
し
た
措
置
に
は
、
議
員
個
々
が
市
の
対
策
本
部
と
の
接
触
を
避
け
、
市
対
策
本
部
の
混
雑
を
解
消
す
る
目
的
も
あ
っ
た
と
い
う
。

芦
屋
市
は
、
人
口
が
約
八
万
人
で
あ
り
、
市
域
も
狭
い
た
め
、
交
通
機
関
の
麻
痺
な
ど
の
障
害
の
中
に
あ
っ
て
も
、
二

0
人
の
議
員
た

ち
が
こ
う
し
た
集
合
的
な
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
は
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
両
議
会
の
議
長
が
、
同
様
の
措

置
を
と
っ
た
背
景
に
は
、
議
員
か
ら
の
要
望
が
個
別
に
市
当
局
に
伝
達
さ
れ
る
こ
と
で
、
自
治
体
政
府
の
危
機
管
理
活
動
が
混
乱
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
議
員
活
動
を
あ
る
程
度
制
約
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
も
注
意
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

第
三
節

自
治
体
政
府
の
危
機
管
理
活
動
へ
の
議
員
の
関
与

に
活
動
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
三
一
九
）

一
月
二

0
日
に
各
会
派
代
表
者
会
議
を
開
催
し
て
「
市
議
会
対
策
本

一
部
の
場
合
を
除
い
て
、
議
員
た
ち
が
組
織
的



本
議
員
は
、
新
聞
社
の
取
材
に
た
い
し
て
「
非
常
時
の
救
援
活
動
は
市
当
局
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
任
せ
れ
ば
い
い
。
議
員
の
任
務
は
復
旧

(40) 

の
た
め
の
財
源
確
保
だ
と
考
え
た
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
、
議
員
か
ら
の
提
案
で
あ
っ
た
。
こ
の
協
議
に
よ
り
、
議
会
や
議

員
た
ち
は
、
救
援
活
動
と
い
っ
た
短
期
的
な
問
題
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
復
旧
・
復
興
の
た
め
財
源
獲
得
と
い
う
中
長
期
的
な
視
野
に

笹
山
市
長
は
神
戸
で
陣
頭
指
揮
に
専
念
す
る
。
四
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被
害
の
現
状
か
ら

（
三
二
0
)

解
を
深
め
、
そ
れ
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
議
員
行
動
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
議
員
行
動
と
は
別
に
、
地
震
発
生
直
後
か

ら
、
議
長
や
そ
の
経
験
者
な
ど
、
議
会
に
お
い
て
一
定
の
地
位
に
あ
る
議
員
た
ち
に
よ
る
活
動
も
観
察
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
、
彼
ら
も
、

自
宅
や
自
宅
周
辺
の
状
況
か
ら
被
害
状
況
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
を
行
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
後
の
彼
ら
の
活
動
は
、
選
挙
区
を
中
心

と
し
て
住
民
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
と
い
う
よ
り
も
、
自
治
体
政
府
の
震
災
対
策
に
強
く
関
与
し
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。

震
災
発
生
当
日
、
笹
山
幸
俊
神
戸
市
長
は
、
午
前
六
時
三
五
分
に
登
庁
し
た
。
そ
の
段
階
で
登
庁
し
て
い
た
職
員
は
皆
無
に
近
く
、
午

前
七
時
に
、
市
長
は
市
役
所
ロ
ビ
ー
に
仮
の
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
そ
の
後
登
庁
し
て
く
る
職
員
か
ら
被
害
状
況
に
関
す
る
情
報
を

収
集
し
た
。
防
災
計
画
で
定
め
ら
れ
た
防
災
セ
ン
タ
ー
に
市
の
災
害
対
策
本
部
が
移
設
さ
れ
た
の
は
午
前
八
時
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、

(37) 

市
長
は
、
断
片
的
な
情
報
を
も
と
に
、
本
部
員
た
ち
が
求
め
る
判
断
に
対
応
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
自
治
体
政
府
の
危
機
管
理
活
動
が
開
始
さ
れ
る
中
、
吉
本
泰
男
議
員
は
午
前
九
時
ま
で
に
、
堺
豊
喜
議
長
も
午
前
九
時
三
〇

(38) 

分
ま
で
に
市
の
災
害
対
策
本
部
に
入
っ
た
。
彼
ら
は
、
そ
の
ま
ま
市
長
と
面
会
し
て
震
災
対
策
に
つ
い
て
協
議
を
行
な
い
、
午
前
一

0
時

(39) 

ま
で
に
は
、
次
の
方
針
を
共
有
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
。
日

ば
不
可
能
で
あ
る
。
ロ

こ
の
被
害
の
復
旧
・
復
興
は
、
政
府
の
思
い
切
っ
た
財
政
援
助
が
な
け
れ

そ
の
た
め
政
府
・
国
会
に
た
い
し
て
積
極
的
な
要
望
活
動
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。
曰

し
た
が
っ
て
要
望
活
動
は
、
市
当
局
と
協
力
し
て
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
行
う
。
吉

本
節
で
は
、
こ
う
し
た
議
会
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
行
動
を
明
ら
か
に
す
る
。

関
法
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じ
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
堺
議
員
（
七
三
歳
、
兵
庫
民
社
）
は
、
当
時
議
長
職
に
あ
り
、

宅
は
全
壊
を
免
れ
た
も
の
の
、
家
財
道
具
な
ど
が
散
乱
し
た
と
い
う
。
彼
は
、
家
族
の
運
転
す
る
車
で
市
役
所
へ
向
か
っ
た
が
、
通
行
止

め
な
ど
に
よ
り
、
登
庁
す
る
た
め
に
多
く
の
時
間
を
要
し
た
と
い
う
。

災
害
時
の
市
長
や
職
員
の
行
動
は
地
域
防
災
計
画
等
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

の
被
災
の
状
況
を
知
り
、
（
こ
の
災
害
が
）

一
六
七

一
部
の
地
方
議
会
で
は
災
害
時
の
議
員
対
応
に
つ

1
0
期
市
会
議
員
を
務
め
て
い
る
。
彼
の
自

た
っ
た
自
治
体
政
府
の
危
機
管
理
活
動
に
関
与
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
議
長
は
、
同
日
午
後
五
時
に
全
体
議
員
総
会
の
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
市
会
事
務
局
は
、
電
話
や
区
役
所
を
通
じ
て

全
議
員
に
連
絡
を
試
み
た
が
、
地
震
後
の
混
乱
や
通
信
手
段
の
麻
痺
な
ど
に
よ
り
、
連
絡
の
取
れ
な
い
議
員
も
多
く
、
出
席
で
き
た
議
員

は
二
四
人
（
出
席
率
三
三
・
三
％
）
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
五
人
は
遅
刻
し
て
の
出
席
と
な
っ
た
。
議
長
と
市
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
午
前
中

の
協
議
内
容
及
び
被
害
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
た
後
、
出
席
し
た
議
員
た
ち
は
議
会
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
、
「
災
害
復
旧
と

市
民
生
活
の
安
定
を
尽
く
す
こ
と
を
、
市
長
に
た
い
し
て
強
く
望
む
と
と
も
に
、
笹
山
市
長
を
先
頭
と
す
る
災
害
対
策
本
部
の
活
動
を
、

全
面
的
に
支
援
す
る
」
こ
と
を
決
議
し
た
。
出
席
し
た
議
員
数
は
半
数
に
満
た
な
か
っ
た
が
、
全
会
派
か
ら
議
員
が
出
席
し
て
い
た
の
で
、

こ
の
決
議
を
全
議
員
の
総
意
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
住
民
の
要
望
等
を
議
員
個
人
が
議
長
に
連
絡
し
、
そ
れ
を
市
の
災
害
対
策
本

(41) 

部
へ
申
し
入
れ
る
窓
ロ
一
本
化
方
式
が
検
討
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
総
会
の
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。

吉
本
議
員
（
七
六
歳
、
社
会
党
）
は
一
一
回
連
続
当
選
し
、
そ
の
間
議
長
職
を
三
回
務
め
て
い
る
。
当
時
は
、
（
神
戸
）
空
港
等
に
関

す
る
特
別
委
員
会
委
員
長
で
あ
っ
た
。
彼
の
自
宅
は
、
瓦
が
ズ
レ
落
ち
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
。
地
震
発
生
か
ら
間
も
な
く
、
市
役
所

へ
向
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
彼
は
「
カ
ン
が
働
い
た
」
と
し
て
い
る
が
、
「
自
宅
か
ら
市
役
所
へ
向
か
う
タ
ク
シ
ー
の
中
か
ら
各
地
区

一
自
治
体
で
対
処
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
政
府
よ
る
大
規
模
な
財
政
援
助
が
必
要
だ
と
感

（
三
ニ
―
)
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(42) 

い
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
神
戸
市
会
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
地
震
発
生
直
後
の
議
会
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
行
動
は
、
自
発
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
市
長
に
準
ず
る
よ
う
な
反
応
を
見
せ

た
わ
け
で
あ
る
。

一
般
に
議
長
・
副
議
長
の
ポ
ス
ト
は
、
「
首
長
や
行
政
当
局
幹
部
と
の
日
常
的
な
接
触
を
可
能
に
し
て
お
り
、
し
ば
し

(43) 

ば
自
治
体
全
体
に
わ
た
る
諸
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
」
と
さ
れ
る
が
、
震
災
発
生
当
日
の
議
会
リ
ー
ダ
ー
の
行
動
を

可
能
に
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
キ
ャ
リ
ア
を
つ
う
じ
て
獲
得
し
て
き
た
地
位
、
役
割
意
識
、
そ
し
て
問
題
解
決
の
た
め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に

(44) 

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
彼
ら
の
一
連
の
態
度
決
定
の
要
因
に
は
、
彼
ら
が
早
く
か
ら
被
害
状
況
を
認
識
し
て
い
た

こ
と
も
含
ま
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
両
議
員
は
、
車
を
利
用
し
て
複
数
の
選
挙
区
（
被
災
地
）
を
移
動
し
て
い
る
。
吉
本
議
員
は
、
そ
の

際
に
車
窓
か
ら
市
街
地
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、
何
箇
所
か
で
黒
煙
が
上
が
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
と
証
言
し
て
お
り
、
被
害
の
大
き
さ

を
、
感
覚
的
で
は
あ
る
が
、
い
ち
早
く
把
握
し
た
こ
と
が
「
一
自
治
体
で
対
処
で
き
な
い
」
事
態
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
首
相
官
邸
や
各
省
庁
が
、
被
害
状
況
に
つ
い
て
の
、
客
観
的
で
は
あ
る
が
、
断
片
的
な
数
値
情
報
に
依
存
し
、

被
害
の
全
体
像
を
把
握
す
る
の
に
時
間
を
要
し
た
の
は
対
照
的
で
あ
る
。

災
害
対
策
委
員
会
の
設
置
と
政
府
へ
の
要
望
活
動

震
災
発
生
直
後
か
ら
、
議
会
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
主
張
し
て
き
た
、
議
会
に
よ
る
中
央
政
府
へ
の
要
望
活
動
と
い
う
ァ
イ
デ
ア
は
、
全
体

議
員
総
会
の
な
か
で
「
市
長
を
先
頭
と
す
る
市
の
災
害
対
策
本
部
を
全
面
的
に
支
援
す
る
こ
と
」
が
決
議
さ
れ
た
こ
と
で
、
議
員
た
ち
の

危
機
管
理
活
動
の
目
標
に
設
定
さ
れ
た
。

（
三
二
二
）

一
般
に
要
望
書
の
作
成
を
含
め
、
中
央
政
府
に
た
い
す
る
要
望
活
動
は
、
自
治
体
政
府
の
幹
部

職
員
な
ど
の
行
政
ベ
ー
ス
で
ル
ー
テ
ィ
ン
化
さ
れ
て
い
る
が
、
最
近
で
は
、
知
事
つ
ま
り
政
治
家
ベ
ー
ス
で
要
望
活
動
が
な
さ
れ
る
場
合

関
法
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(45) 

も
多
い
と
い
う
。
神
戸
市
は
政
令
指
定
都
市
で
あ
る
の
で
、
中
央
政
府
へ
の
要
望
活
動
は
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
そ
れ
に
近
づ
き
、
通
常
は
、

市
長
や
幹
部
職
員
が
果
た
す
役
割
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
が
、
今
回
は
形
式
的
に
は
、
市
会
議
員
た
ち
が
そ
の
役
割
を
補
完
す
る
こ
と
に

地
震
発
生
か
ら
二
日
後
の
一
月
一
九
日
に
、
各
会
派
代
表
者
は
、
そ
の
後
の
議
会
日
程
を
協
議
し
た
。
そ
し
て
、

日
に
、
堺
議
長
と
吉
本
議
員
は
、
各
部
局
の
若
手
職
員
と
協
議
を
行
な
い
、
被
害
状
況
や
必
要
と
さ
れ
る
対
策
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
収

(46) 

集
を
行
な
っ
た
。
政
府
へ
の
要
望
書
は
こ
う
し
た
経
緯
の
も
と
で
、
議
会
リ
ー
ダ
ー
、
さ
ら
に
市
会
事
務
局
長
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。

な
お
、
要
望
書
に
添
付
さ
れ
る
コ
メ
ン
ト
や
被
害
額
に
つ
い
て
は
市
会
事
務
局
次
長
と
理
財
局
次
長
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

自
治
体
政
府
が
中
央
政
府
に
向
け
て
作
成
す
る
要
望
書
は
、
補
助
金
を
要
求
す
る
た
の
正
規
の
手
続
き
と
さ
れ
、
要
求
の
根
拠
や
正
当

決
め
手
だ
と
さ
れ
、

一
六
九

一
月
ニ
―
日
、
ニ
ニ

性
を
外
部
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
り
、
政
策
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
意
味
を
持
ち
、
さ
ら
に
ロ
ビ
イ
ン
グ
の
仲
介
を
す
る
国
会
議
員
な
ど
へ
の

説
明
に
用
い
ら
れ
る
と
さ
れ
紀
。
そ
し
て
、
補
助
金
な
ど
の
予
算
獲
得
に
あ
た
っ
て
は
、
自
治
体
政
府
の
意
思
表
示
の
い
か
ん
が
重
要
な

(48) 

一
般
に
意
思
が
明
確
で
あ
れ
ば
中
央
政
府
は
積
極
的
に
対
応
す
る
と
さ
れ
る
。

議
会
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
行
政
組
織
を
と
お
し
て
収
集
さ
れ
た
情
報
を
中
心
に
、
自
治
体
政
府
が
危
機
管
理
活
動
を
遂
行
す
る
上
で
必

要
と
思
わ
れ
る
支
援
策
を
、
政
府
へ
の
要
望
書
に
書
き
込
ん
だ
が
、
要
望
書
の
以
上
の
よ
う
な
性
格
を
考
え
る
と
、
政
府
へ
の
要
望
活
動

を
展
開
す
る
上
で
、
市
会
議
員
た
ち
は
、
自
治
体
政
府
が
ど
の
よ
う
に
復
旧
・
復
興
を
進
め
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
支
援
が
必
要
な
の
か
に
つ
い
て
熟
知
し
、
要
望
先
に
説
明
を
行
な
う
必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
議
長
は
「
要
望
先
に
明
確
に
意
思
が

(49) 

伝
わ
る
よ
う
、
注
意
を
払
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
議
会
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
要
望
書
を
作
成
し
、
政
府
に
た
い
し
て
要
望
活

動
を
進
め
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
市
長
や
市
幹
部
職
員
、
ま
た
は
議
員
間
で
、
復
旧
・
復
興
の
方
針
に
つ
い
て
の
情
報
を
交
換
し
、
合
意
を
形

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

な
っ
た
と
い
え
る
。

（
三
二
三
）



第
四
九
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

（
三
二
四
）

成
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
側
面
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
市
会
議
員
た
ち
の
こ
う
し
た
活
動
は
、
市
長
や
行
政
に

た
い
し
て
、
震
災
対
策
に
つ
い
て
要
望
を
述
べ
る
機
会
と
も
、
ま
た
市
の
災
害
対
策
本
部
を
中
心
に
進
め
ら
れ
る
危
機
管
理
活
動
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
機
会
と
も
な
り
得
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
地
震
発
生
後
か
ら
、
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
議
会
リ
ー
ダ
ー
や
各
会
派
の
代
表
者
、
そ
し
て
後
に
見
る
災
害
対
策
委
員
会
の
委
員
た
ち
で
あ
り
、
そ
の
中
心
は
、
こ
れ
ま
で
強
力

な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
き
た
議
会
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
あ
っ
た
。

一
月
二
五
日
に
国
会
議
員
に
提
出
さ
れ
た
最
初
の
要
望
書
に
記
さ
れ
た
要
望
項
目
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
後
の
要
望
書
に
は
、
被
害
や
復
旧
・
復
興
つ
い
て
の
デ
ー
タ
や
コ
メ
ン
ト
が
添
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
二
月

七
万
戸
の
仮
設
住
宅
の
建
設
と
そ
の
用
地
の
確
保
の
た
め
の
格
段
の
配
慮

「
激
甚
災
害
の
指
定
」
に
よ
る
財
政
支
援
の
対
象
事
業
の
拡
大
、
補
助
率
の
嵩
上
げ
ま
た
は
新
た
な
財
政
的
支
援
措
置
、
制
度
の

創
設
（
公
営
地
下
鉄
、
公
立
病
院
、
上
水
道
、
港
湾
施
設
な
ど
独
立
採
算
の
公
営
企
業
へ
の
財
政
支
援
、
民
間
の
海
岸
保
全
施
設
・

経
済
復
興
と
雇
用
確
保
（
緊
急
の
融
資
制
度
の
創
設
や
仮
設
工
場
建
設
事
業
を
激
甚
災
害
指
定
に
よ
る
財
政
支
援
の
対
象
へ
）

都
市
計
画
法
、
建
築
基
準
法
等
の
現
行
法
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
復
興
計
画
の
作
成
の
た
め
の
新
た
な
法
制
度
の
創
設

中
央
政
府
が
、
私
有
財
産
制
の
原
則
か
ら
、
企
業
や
個
人
へ
の
直
接
的
な
支
援
を
拒
む
中
、
神
戸
の
産
業
基
盤
で
あ
る
神
戸
港
の
民
間

の
港
湾
施
設
へ
の
支
援
を
求
め
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
仮
設
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
の
間
で
進

め
ら
れ
、
神
戸
市
は
建
設
用
地
の
確
保
や
仮
設
住
宅
の
運
営
な
ど
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
仮
設
住
宅

④
 

③
 港

湾
施
設
復
旧
の
た
め
の
支
援
）

② ① 
下
旬
ま
で
そ
の
内
容
は
あ
ま
り
変
化
し
て
い
な
い
。

さ
て
、
議
会
リ
ー
ダ
ー
が
作
成
し
、

関
法

一
七
〇



素
を
も
つ
も
の
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
七

を
建
設
し
、
そ
の
た
め
に
用
地
確
保
に
関
す
る
規
制
の
緩
和
を
求
め
る
要
望
も
含
ま
れ
る
。
そ
れ
で
も
こ
の
要
望
書
は
市
街
地
の
復
興
計

画
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
り
、
基
本
的
に
は
、
被
災
者
個
人
や
被
災
企
業
へ
の
直
接
的
支
援
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、

公
共
的
性
格
の
強
い
施
設
等
の
復
旧
事
業
等
を
行
う
た
め
に
、
政
府
か
ら
の
財
政
支
援
や
法
制
度
の
充
実
を
求
め
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

二
月
三
日
の
全
体
議
員
総
会
で
も
、
議
長
が
「
膨
大
な
復
興
費
を
獲
得
す
る
た
め
、
当
局
と
一
体
と
な
り
政
府
へ
の
対
応
を
求
め
て
万
全

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

(50)

の
基
礎
固
め
を
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
議
会
の
使
命
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
点
が
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
議
会

リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
、
「
社
会
・
産
業
基
盤
の
早
期
復
興
」
と
い
う
目
標
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

被
災
し
た
地
方
自
治
体
へ
の
政
府
の
財
政
援
助
の
仕
組
み
は
「
災
害
対
策
基
本
法
」
や
「
激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政

援
助
等
に
関
す
る
法
律
」
等
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
原
則
は
実
施
責
任
者
費
用
負
担
で
あ
り
（
災
対
法
第
九
一
条
）
、
災
害
対
策
の
第
一

次
的
な
責
任
は
市
町
村
に
あ
る
の
で
、
災
害
応
急
対
策
に
か
か
っ
た
費
用
な
ど
は
、
原
則
と
し
て
地
方
自
治
体
が
負
担
す
る
。
復
旧
事
業

に
つ
い
て
も
同
様
だ
が
、
政
府
に
は
応
急
措
置
及
び
災
害
復
旧
が
迅
速
か
つ
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
対
処
す
る
と
と
も
に
、
被
災
自
治

体
の
経
費
負
担
の
適
正
化
、
ま
た
は
被
災
者
の
災
害
復
興
の
意
欲
を
振
作
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
義
務
が
あ
る
と
さ
れ
る

（
災
対
法
第
九
七
条
）
。
激
甚
法
は
激
甚
災
害
に
対
す
る
財
政
支
援
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
政
府
の
義
務
を
具
体
化
し
た
も
の

で
あ
る
。
政
令
に
よ
り
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
る
と
、
地
方
自
治
体
は
高
率
の
国
庫
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
対
象
と
な
る
事

業
は
列
挙
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
に
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
補
助
金
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
市
長
と
議
会
リ
ー
ダ
と
の
協
議
の
中

で
「
思
い
き
っ
た
政
府
の
財
政
援
助
」
と
の
表
現
が
用
い
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
こ
う
し
た
既
存
の
枠
組
み
を
超
え
る
、
す
な
わ
ち
法
律

の
改
正
な
ど
を
視
野
に
入
れ
た
要
望
活
動
の
必
要
性
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
議
員
た
ち
の
要
望
活
動
が
非
ル
ー
テ
ィ
ン
的
要

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

（
三
二
五
）
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市
会
議
員
の
実
際
の
要
望
活
動
は
、

一
月
か

一
月
二
三
日
に
設
置
さ
れ
た
神
戸
市
会
災
害
対
策
委
員
会
（
以
下
、
災
対
委
と
す
る
）
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
同
委
員
会
の
設
置
は
、
各
会
派
代
表
者
（
八
人
）
、
市
会
運
営
委
員
会
委
員
(
―
二
人
）
、
常
任
委
員
会
委
員
長
（
六
人
）

に
よ
る
合
同
会
議
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
。
同
委
員
会
は
、
こ
の
合
同
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
正
副
議
長
を
加
え
た
二
八
人
か
ら
構
成
さ
れ

た
。
同
委
員
会
は
「
実
行
委
員
会
設
置
基
準
要
綱
」
に
基
づ
く
非
公
式
の
委
員
会
組
織
で
あ
り
、
通
常
は
、
全
体
議
員
総
会
の
決
議
に
よ

り
設
置
さ
れ
る
が
、
今
回
は
、
「
議
員
の
参
集
が
困
難
で
あ
る
」
と
の
判
断
か
ら
、
市
会
運
営
委
員
会
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
委
員

会
の
設
置
要
綱
に
よ
れ
ば
、
そ
の
職
務
を
「
当
面
の
喫
緊
の
応
急
対
策
の
総
合
的
な
問
題
を
検
討
し
、
当
局
と
と
も
に
早
急
な
る
復
旧
の

推
進
を
図
り
、
さ
ら
に
こ
れ
を
早
期
に
実
現
さ
せ
る
た
め
、
国
等
関
係
機
関
に
た
い
し
て
必
要
な
要
望
活
動
を
行
う
」
と
定
め
て
い
る
。

こ
の
委
員
会
は
市
会
や
各
会
派
の
主
要
な
ポ
ス
ト
を
占
め
る
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
「
縮

小
化
さ
れ
た
議
会
」
と
い
え
、
非
公
式
の
委
員
会
で
は
あ
り
な
が
ら
、
あ
る
種
の
決
定
力
を
兼
ね
備
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
災
対
委

の
要
望
活
動
日
数
の
合
計
は
一
六
日
（
一
月
に
四
日
、
二
月
に
六
日
、
三
月
に
四
日
、
四
月
に
一
日
、
五
月
に
一
日
）
で
あ
り
、

ら
三
月
に
活
動
が
集
中
し
て
い
る
。
要
望
先
は
、
首
相
、
閣
僚
、
国
会
議
員
、
官
僚
、
政
府
現
地
対
策
本
部
、
政
党
が
中
心
で
あ
っ
た
。

委
員
に
よ
る
協
議
や
被
災
地
の
視
察
は
四
日
間
で
あ
り
、
要
望
活
動
日
数
に
は
遠
く
及
ば
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
委
員
会
は
、
震
災
対
策

を
協
議
す
る
た
め
の
会
議
体
と
い
う
よ
り
も
、
活
動
組
織
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
と
い
え
る
。

さ
て
、
全
体
議
員
総
会
後
も
議
会
リ
ー
ダ
ー
や
そ
の
他
の
議
員
た
ち
の
対
応
が
急
ピ
ッ
チ
で
あ
っ
た
の
は
、
国
会
の
審
議
日
程
と
関
係

が
あ
る
。
国
会
は
一
月
二
十
日
に
開
会
し
、
村
山
首
相
は
施
政
方
針
演
説
の
中
で
「
震
災
対
策
へ
の
決
意
」
を
述
べ
た
が
、
そ
の
夜
、
新

進
党
首
脳
は
「
政
府
が
地
震
復
旧
対
策
に
専
念
す
る
た
め
に
」
国
会
の
一
時
休
会
を
申
し
入
れ
た
。
だ
が
、
与
党
は
「
国
会
で
震
災
や
復

(51) 

興
対
策
を
議
論
し
、
政
府
の
対
応
を
促
す
の
が
立
法
府
の
役
割
で
あ
る
」
と
し
て
こ
れ
を
拒
否
し
、
予
定
通
り
審
議
入
り
し
た
。
そ
し
て
、

関
法

一
七
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二
六
）



談
し
、
「
政
府
も
全
力
を
あ
げ
る
」
と
い
う
回
答
を
得
て
い
る
。

さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
月
＝
二
日
に
も
、
衆
参
災
害
対
策
委
員
会
で
の

一
月
二
三
日
に
は
、
震
災
対
策
の
集
中
審
議
が
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
の
審
議
日
程
に
組
み
込
ま
れ
る
な
ど
、
国
会
は
「
地
震
国
会
」
と

し
て
の
様
相
を
強
め
て
い
っ
た
。
村
山
内
閣
は
、
震
災
対
策
の
た
め
の
立
法
措
置
と
し
て
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
の
基
本
方
針
及
び

組
織
に
関
す
る
法
律
」
（
二
月
一
七
日
提
出
）
、
地
方
自
治
体
等
の
財
政
援
助
な
ど
を
行
う
た
め
の
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
対
処
す
る
た

め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
」
（
二
月
二
四
日
提
出
）
な
ど
の
震
災
関
連
法
案
や
当
面
緊
急
に
必
要
と
な
る
経
費
を

歳
出
す
る
た
め
の
平
成
六
年
度
第
二
次
補
正
予
算
（
二
月
二
四
日
提
出
）
を
編
成
し
、
国
会
に
提
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
法
律
は
、
地
震
発

生
以
降
継
続
す
る
政
府
の
危
機
管
理
活
動
の
結
果
で
あ
っ
て
、
被
災
地
の
復
旧
や
復
興
を
推
進
す
る
た
め
の
組
織
整
備
と
大
規
模
な
金

(52) 

融
•
財
政
措
置
を
実
施
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
国
会
も
、
危
機
管
理
と
い
う
文
脈
の
中
で
迅
速
な
審
議
を
行
い
、
い
ず
れ
の
法
案

も
二
月
中
に
成
立
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
市
会
議
員
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
法
案
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
前
に
、
要
望
活
動
を
活
発
化

神
戸
市
会
災
対
委
委
員
が
上
京
し
た
の
は
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
、
震
災
対
策
に
つ
い
て
の
集
中
審
議
が
行
な
わ
れ
る
前
日
の
一
月

二
五
日
で
あ
っ
た
。
九
人
の
委
員
は
、
土
井
た
か
子
衆
議
院
議
長
や
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
ら
と
面
談
し
た
後
、
彼
ら
が
所
属
す
る
政

党
（
自
民
、
新
進
、
社
会
、
共
産
）
の
予
算
委
員
会
委
員
や
県
選
出
の
国
会
議
員
に
た
い
し
て
要
望
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
神
戸
市
会

災
対
委
が
要
望
し
た
す
べ
て
の
項
目
が
、
国
会
議
員
を
つ
う
じ
て
予
算
委
員
会
の
集
中
審
議
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
市
会
議
長
は
「
政
府
答

(53) 

弁
も
こ
れ
ま
で
と
打
っ
て
変
わ
っ
て
積
極
的
な
姿
勢
が
示
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

審
議
に
合
わ
せ
て
、
七
人
の
委
員
が
同
様
の
活
動
を
行
っ
た
。
な
お
、
こ
の
時
は
、
土
井
議
長
の
仲
介
に
よ
り
、
村
山
富
一
首
相
と
も
面

こ
う
し
た
国
会
審
議
を
利
用
し
た
政
府
に
た
い
す
る
災
対
委
の
要
望
活
動
は
、
震
災
対
策
に
世
論
が
強
い
関
心
を
示
し
て
い
た
こ
と
も

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

一
七
三

（
三
二
七
）
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四
九
巻
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・
三
合
併
号

あ
り
、
い
く
つ
か
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
例
え
ば
、
小
里
地
震
対
策
担
当
大
臣
は
一
月
二
六
日
に
都
市
計
画
の
た
め
の
特
別

立
法
に
着
手
す
る
こ
と
を
表
明
し
、

一
月
三
一
日
に
は
、
農
林
水
産
省
か
ら
、
仮
設
住
宅
建
設
用
地
と
し
て
「
市
街
化
調
整
区
域
内
の
農

地
の
活
用
が
可
能
で
あ
る
」
と
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
頃
に
は
、
公
営
地
下
鉄
、
公
立
病
院
、
卸
売
市
場
、
清
掃
工
場
な

(54) 

ど
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
激
甚
災
害
事
業
対
象
に
追
加
さ
れ
る
見
通
し
が
た
っ
て
い
た
と
い
う

し
か
し
、
港
湾
施
設
等
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
は
十
分
な
回
答
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
災
対
委
委
員
た
ち
は
、
関
係
す
る
省
庁
の

(55) 

大
臣
や
官
僚
に
直
接
要
望
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
神
戸
経
済
の
中
核
を
占
め
る
神
戸
港
の
被
害
総
額
は
約
一
兆
四
0
0
0
億
円
（
推

計
）
で
あ
り
、
公
共
岸
壁
は
国
が
復
旧
費
用
の
九
0
％
ま
で
を
補
助
す
る
が
、
神
戸
埠
頭
公
社
（
神
戸
市
一

0
0
％
出
資
、
被
害
額
約
一

三
0
0
億
円
）
や
民
間
の
港
湾
施
設
（
被
害
額
約
二

0
0
0
億
円
）
は
対
象
外
と
さ
れ
て
い
た
。
二
月
五
日
、
東
京
よ
り
「
神
戸
港
埠
頭

公
社
へ
の
国
の
補
助
が
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
」
と
の
連
絡
が
入
っ
た
こ
と
か
ら
、
議
会
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
市
長
と
相
談
し
、
港
湾

関
係
以
外
に
つ
い
て
も
要
望
項
目
を
再
度
洗
い
出
し
、
今
回
の
要
望
活
動
で
は
最
大
の
―
一
人
の
委
員
が
上
京
し
た
。
港
湾
関
係
の
復
旧

事
業
予
算
は
運
輸
省
と
大
蔵
省
、
さ
ら
に
地
方
交
付
税
等
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
う
自
治
省
の
三
者
の
協
議
と
な
る
が
、
運
輸
省
と
大
蔵

省
と
の
間
で
、
協
議
が
難
航
し
て
い
た
と
い
う
。
土
井
議
長
の
仲
介
に
よ
り
各
大
臣
と
の
面
談
の
場
が
準
備
さ
れ
、
委
員
ら
は
亀
井
運
輸

大
臣
、
武
村
大
蔵
大
臣
、
野
中
自
治
大
臣
に
要
望
し
、
さ
ら
に
関
係
七
省
庁
、
九
0
人
近
い
国
会
議
員
に
た
い
し
て
も
要
望
活
動
を
行
っ

た
。
二
月
八
日
に
は
、
土
井
議
長
よ
り
「
神
戸
埠
頭
公
社
の
国
庫
補
助
に
つ
い
て
、
大
蔵
、
運
輸
の
間
で
、
二
分
の
一
の
国
庫
補
助
案
が

浮
上
し
て
い
る
」
と
の
連
絡
が
入
っ
た
。
翌
日
に
は
、
委
員
ら
が
再
度
上
京
し
て
運
輸
省
に
要
望
を
行
い
、

ま
た
、
民
間
の
港
湾
施
設
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
土
井
議
長
を
中
心
に
運
輸
省
と
の
間
で
引
き
続
き
調
整
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
既
に
見
た
月
別
の
要
望
活
動
日
数
の
変
化
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
災
対
委
の
活
動
量
は
、
次
第
に
低
下
し
は
じ
め
る
。

関
法

一
七
四

一
応
の
見
通
し
が
た
っ
た
。

（
三
二
八
）



た
ち
に
新
た
な
活
動
レ
ベ
ル
が
加
わ
っ
た
。
本
節
で
は
、
こ
の
二
回
の
議
会
審
議
に
つ
い
て
分
析
す
る
が
、
は
じ
め
に
こ
の
議
会
に
提
案

さ
れ
た
主
要
議
案
や
議
会
の
活
動
量
を
示
す
数
量
的
な
デ
ー
タ
か
ら
市
会
の
活
動
状
況
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

第
一
回
臨
時
市
会
の
冒
頭
の
挨
拶
で
、
笹
山
市
長
は
、
被
害
状
況
及
び
震
災
対
策
の
経
過
を
述
べ
、
「
震
災
の
規
模
、
被
害
の
深
刻
さ
、

都
市
機
能
の
停
滞
に
よ
る
国
内
外
の
社
会
経
済
活
動
へ
の
影
響
の
大
き
さ
を
考
え
る
と
き
、
神
戸
の
復
興
は
、
も
は
や
一
地
方
公
共
団
体

の
力
だ
け
で
は
達
成
で
き
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
、
引
き
続
き
政
府
並
び
に
関
係
機
関
に
、
既
存
の
法
規
・
制
度
に
と
ら
わ
れ
な
い
一

層
の
支
援
を
求
め
て
い
く
と
し
た
。
そ
し
て
、
災
害
救
助
費
及
び
災
害
復
旧
費
を
中
心
と
す
る
総
額
二
五
八
一
億
円
の
平
成
六
年
度
補
正

予
算
案
（
一
般
会
計
一
五
八

0
億
円
）
、
全
市
的
に
復
興
に
取
り
組
む
た
め
の
組
織
整
備
と
し
て
、
神
戸
市
災
害
対
策
本
部
を
格
上
げ
す

る
「
神
戸
市
復
興
本
部
条
例
」
、
神
戸
市
復
興
計
画
審
議
会
設
置
の
た
め
の
「
執
行
機
関
の
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
を
一
部
改
正
す
る

(56) 

条
例
」
、
そ
し
て
災
害
に
強
い
活
力
あ
る
市
街
地
の
形
成
と
住
宅
供
給
を
図
る
た
め
の
「
震
災
復
興
緊
急
整
備
事
業
条
例
」
が
提
案
さ
れ

た
。
議
員
提
出
議
案
と
し
て
は
、
「
兵
庫
県
南
部
地
震
の
災
害
復
興
に
関
す
る
決
議
」
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

第
一
回
定
例
市
会
で
提
案
さ
れ
た
平
成
七
年
度
の
一
般
会
計
予
算
の
規
模
は
約
一
兆
五
三
四
一
億
円
で
あ
り
、
前
年
度
よ
り
六

0
.

九
％
増
額
さ
れ
た
。
特
別
・
企
業
会
計
は
約
一
兆
二
四
七
九
億
円
で
、
こ
ち
ら
も
前
年
度
よ
り
―
―
―
―
―
-
•
三
％
増
額
さ
れ
た
。
震
災
関
連
事

業
費
は
約
九
―
二
九
億
円
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
除
く
予
算
総
額
は
前
年
度
よ
り
一

0
・
五
％
減
額
さ
れ
て
お
り
、
市
長
は
、
新
規
の
施
策

ー

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

震
災
後
の
市
会
の
活
動
状
況

地
震
発
生
か
ら
約
一
ヶ
月
が
経
過
し
た
二
月
一
五
日
に
第
一
回
臨
時
市
会
が
、
三
月
一
五
日
に
は
第
一
回
定
例
市
会
が
始
ま
り
、
議
員

第
四
節

震
災
対
策
を
め
ぐ
る
議
会
審
議

一
七
五

（
三
二
九
）



表10 震災後の議会の活動時間

1995年 1996年

会議の種類
開会8 鑓

⑥
輝時11l1
（時閏）

一般会計予算
（低円）

予算の特徴 開会日 繹
⑤

審議時11l1
（時間）

関
法

第1回臨時市会

第1回定例市会

第2回定例市会

第2回臨時市会

第3回臨時市会

第3回定例市会

第4回定例市会

2月15日

3月15日

5月15日

6月21日

7月26日

9月18日

11月21日

1
1
4
5
1
3
8
2
1
3
2
 

4.0 

90.3 

28.3 

36.3 

36.0 

66.5 

150.2 

1,508 

18,903 

157 

548 

1,596 

454 

3,065 

応急復18予算
骨格予算

応急復旧予算

同上

新規の復興事業費

同上 9月178

96年度予算の龍倒 11月208

2月268

6月218
3
2
1
3
 

185.7 

39.5 

2
3
3
1
 

71.0 

141.8 

26,231 

資料出所神戸市会『市会時報」より作成

注1 平成7年度第 1回定例市会一般会計予算には，平成6年度補正予算が含めた。

t
 

至
＂ 94 

411.6 99 
438.0 

第
四
九
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

施
設
等
の
復
旧
で
あ
り
、

一
般
会
計
で
は
復
旧
費
と
し
て
約
六
七
七
七
億
を
計
上

市
長
は
、
当
初
予
算
の
提
案
説
明
の
中
で
、
震
災
対
策
と
し
て
次
の
五
点
を
強

表
明
で
あ
り
、
す
べ
て
採
択
さ
れ
て
い
る
。

（
三
三
0
)

に
つ
い
て
は
補
正
予
算
で
改
め
て
計
上
す
る
と
し
た
。
当
初
予
算
は
い
わ
ゆ
る
骨

込
ま
れ
、
議
会
に
提
案
さ
れ
た
の
は
、
六
月
三
0
日
に
神
戸
市
復
興
計
画
審
議
会

が
「
神
戸
市
復
興
計
画
」
を
市
長
に
答
申
し
た
後
の
第
三
回
臨
時
市
会
以
降
の
こ

と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
の
議
会
審
議
は
、
神
戸
市
の
復
興
計
画
が

行
政
レ
ベ
ル
で
策
定
さ
れ
る
な
か
で
行
わ
れ
た
も
の
だ
と
い
え
る
。
議
員
提
出
議

求
め
る
意
見
書
」
「
激
甚
災
害
に
た
い
す
る
保
険
・
共
済
制
度
の
創
設
を
求
め
る

意
見
書
」
「
被
災
市
民
の
生
活
再
建
に
向
け
た
支
援
策
及
び
財
政
措
置
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
」
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
請
願
・
陳
情
を
受
け
た
議
会
の
意
思

調
し
て
い
る
。
第
一
は
、
被
災
し
た
市
民
へ
の
生
活
支
援
で
あ
り
、
具
体
的
に
は

避
難
所
の
環
境
改
善
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
配
慮
し
た
仮
設
住
宅
の
建
設
、
震
災

対
策
関
連
情
報
の
広
報
の
強
化
、
市
民
が
抱
え
る
諸
問
題
に
た
い
す
る
法
律
相
談
、

子
供
へ
の
精
神
面
の
ケ
ア
、
被
災
者
へ
の
減
免
措
置
を
あ
げ
た
。
第
二
は
、
公
共

案
に
は
、
「
私
立
学
校
並
び
に
外
国
人
学
校
の
施
設
復
旧
に
関
し
助
成
の
拡
大
を

格
予
算
の
形
を
と
っ
て
お
り
、
復
興
事
業
な
ど
新
規
事
業
が
補
正
予
算
案
に
盛
り

一
七
六



一
七
七

し
た
と
述
べ
た
。
第
三
は
、
復
興
に
向
け
た
計
画
の
策
定
で
あ
り
、
六
月
ま
で
に
神
戸
市
復
興
計
画
が
策
定
さ
れ
る
と
し
、
地
域
防
災
計

画
等
の
見
直
し
、
震
災
復
興
緊
急
整
備
事
業
条
例
等
に
基
づ
く
街
づ
く
り
の
推
進
、
「
震
災
復
興
住
宅
整
備
緊
急
三
ヵ
年
計
画
」
の
も
と

で
大
量
の
住
宅
が
供
給
さ
れ
る
と
し
た
。
第
四
は
、
産
業
の
復
興
で
あ
り
、
中
小
企
業
へ
の
特
別
融
資
、
仮
設
工
場
建
設
、
商
店
街
・
小

売
市
場
の
共
同
仮
設
店
舗
建
設
補
助
な
ど
を
対
策
に
盛
り
込
み
、
ま
た
雇
用
確
保
の
た
め
の
決
意
を
表
明
し
た
。
さ
ら
に
、
建
設
中
の
地

下
鉄
海
岸
線
や
計
画
中
で
あ
る
神
戸
空
港
を
、
復
興
を
支
え
、
そ
し
て
災
害
時
の
市
民
の
生
命
と
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
都
市
基
盤
と

位
置
づ
け
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
建
設
や
着
工
の
た
め
の
手
続
き
を
継
続
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
し
た
。
第
五
は
、
財
政
運
営
で
あ
り
、

復
興
事
業
の
た
め
の
財
政
負
担
の
増
加
、
税
収
の
悪
化
、
市
債
発
行
の
増
加
に
よ
り
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
し
、
緊

急
に
特
別
職
の
給
料
の
減
額
、
管
理
職
手
当
て
の
減
額
な
ど
の
措
置
を
と
る
と
し
た
。

議
会
は
、
市
長
が
提
案
し
た
議
案
を
処
理
す
る
た
め
に
、
そ
の
活
動
を
必
ず
し
も
活
発
化
さ
せ
て
は
い
な
い
。
表
10
は、

一
九
九
五
年

と
九
六
年
の
活
動
時
間
に
つ
い
て
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
年
間
を
つ
う
じ
て
の
会
期
日
数
や
審
議
時
間
の
合
計
に
そ

れ
ほ
ど
違
い
は
見
ら
れ
な
い
が
、
九
五
年
第
一
回
臨
時
市
会
で
は
、
実
質
的
な
議
案
の
趣
旨
説
明
等
を
前
々
日
に
全
体
議
員
総
会
で
行
い
、

委
員
会
審
議
を
省
略
し
て
、
通
常
一
週
間
と
さ
れ
る
臨
時
市
会
の
会
期
日
数
を
一
日
と
し
た
。
第
一
回
定
例
市
会
で
は
、
当
初
予
算
案
を

予
算
特
別
委
員
会
で
は
な
く
、
各
常
任
委
員
会
へ
付
託
し
て
集
中
審
査
を
行
い
、
通
常
一
ヶ
月
の
会
期
日
数
を
二
週
間
と
し
、
そ
の
た
め

審
議
時
間
も
九
六
年
の
約
半
分
と
な
っ
た
。
地
方
議
会
は
長
の
招
集
に
よ
り
活
動
を
開
始
す
る
が
、
会
期
な
ど
の
議
事
運
営
に
つ
い
て
は
、

実
質
的
に
は
議
会
運
営
委
員
会
で
決
定
さ
れ
る
た
め
、
議
員
た
ち
よ
っ
て
会
期
や
審
議
時
間
の
短
縮
化
が
図
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
措
置
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
地
震
発
生
か
ら
二
日
が
経
過
し
た
一
月
一
九
日
の
各
会
派
代
表
者
会
議
で
議
論
さ
れ
て
お
り
、

「
復
旧
関
係
の
補
正
予
算
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
臨
時
市
会
を
早
急
に
開
会
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
決
議
を
市
長
に
申
し
入
れ
、
二
月
下

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

（
三
三
一
）
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四
九
巻
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・
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合
併
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旬
に
予
定
さ
れ
て
い
た
第
一
回
定
例
市
会
の
開
会
日
や
会
期
に
つ
い
て
は
「
当
初
の
予
定
に
と
ら
わ
れ
ず
、
柔
軟
に
対
応
す
る
」
こ
と
を

決
定
し
て
い
た
。
こ
れ
に
は
、
自
治
体
政
府
の
救
援
活
動
な
ど
が
依
然
と
し
て
続
く
中
で
「
市
長
や
局
長
ク
ラ
ス
の
職
員
を
長
時
間
、
議

(57) 

会
審
議
に
参
加
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
い
う
議
会
側
の
配
慮
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
電
気
や
電
話
は
一
月
中
に
ほ
ぼ
復
旧
し
て

い
た
も
の
の
、
ガ
ス
や
水
道
に
つ
い
て
は
復
旧
作
業
が
続
い
て
お
り
、
二
月
一

0
日
の
時
点
で
の
避
難
所
数
は
五
五
0
、
約
二

0
万
人
が

避
難
し
て
し
て
い
た
。
三
月
に
入
っ
て
も
約
八
万
人
が
避
難
し
て
お
り
、
自
治
体
政
府
の
危
機
管
理
活
動
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
た
た

め
、
議
会
は
震
災
対
策
の
即
応
性
を
担
保
す
る
た
め
に
審
議
日
程
で
譲
歩
し
た
と
い
え
る
。

こ
こ
で
、
震
災
後
、
議
会
が
ど
の
よ
う
な
条
例
議
案
を
ど
れ
だ
け
処
理
し
た
の
か
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
表
11
は
、
各
年
ご
と
に
議
会

に
提
案
さ
れ
た
条
例
議
案
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
九
五
年
の
条
例
議
案
数
は
五
八
議
案
、
九
六
年
は
七
七
議
案
で
あ
る
の
で
、
増
加

す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
が
、
震
災
以
前
の
年
と
比
較
す
る
と
、
提
案
さ
れ
た
議
案
数
が
特
に
多
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
表
1
2
は
、

九
五
、
九
六
年
に
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
条
例
案
を
新
規
条
例
議
案
、
改
正
条
例
議
案
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
付
託
数
が
多
い

の
は
、
予
算
特
別
委
員
会
（
四
一
）
、
総
務
財
政
委
員
会
（
三

0
)
、
建
設
消
防
委
員
会
（
一
六
）
、
文
教
経
済
委
員
会
(
-
六
）
で
あ
る

）
内
は
付
託
議
案
数
。
こ
の
内
、
九
六
年
に
提
案
さ
れ
た
水
道
料
金
の
改
定
に
関
す
る
条
例
の
み
修
正
さ
れ
て
い
る
。

予
算
特
別
委
員
会
の
付
託
議
案
数
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
震
災
の
発
生
し
た
九
五
年
に
こ
の
委
員
会
は
活

動
し
て
い
な
い
の
で
、
す
べ
て
九
六
年
に
付
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
年
、
こ
の
委
員
会
に
は
公
共
施
設
の
使
用
料
の
改
定
に
関
す

る
議
案
が
数
多
く
付
託
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
、
九
六
年
に
条
例
議
案
数
が
増
加
し
た
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

（＿―-三二）

総
務
財
政
委
員
会
は
市
長
室
、
総
務
局
、
理
財
局
ま
た
は
他
の
委
員
会
が
所
管
し
な
い
議
案
を
審
査
す
る
の
で
、
処
理
す
る
条
例
議
案

数
は
多
い
が
、
新
規
条
例
議
案
の
割
合
も
比
較
的
高
い
。
そ
の
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
「
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給

|
（
 関
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表11 条例議案提案状況

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

年
条 例 議 案

新規 （％） 改正 （％） 
計 （％） 

1990 

1991 

1992 

1993 

1994 

1995 

1996 

86~7485 
15.4 

10.2 

13.0 

12.7 

6.0 

13.8 

19.5 

4
4
5
3
6
7
4
8
6
3
5
0
6
2
 

84.6 

89.8 

87.0 

87.3 

94.0 

86.2 

80.5 

52 

59 

77 

55 

67 

58 

77 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

計 58 13.0 387 87.0 445 100.0 

資料出所 神戸市会「本会議録」， fili会時報」より作成

表12 条例議案付託状況 (1995年， 96年）

付託委員会

一
七
九

条 例 議 案

新規 （％） 改正 （％） 
計 （％） 

総務財政

建設消防

住宅水道

文教経済

民生保健

港湾交通

予算特別

（本会議）

9
 0
 0
 4
2

1

4

2

 

30.0 

0.0 

0.0 

25.0 

15.4 

50.0 

12.2 

28.6 

2
1
1
6
1
0
1
2
1
1
1
3
7
5
 

70.0 

100.0 

100.0 

75.0 

84.6 

50.0 

87.8 

71.4 

3
0
1
6
1
0
1
6
1
3
2
4
1
7
 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

計 23 17.0 112 83.0 135 100.0 

資料出所神戸市会『本会議録」，「市会時報」より作成

注 1 (本会議）は委員会に付託されなかった議案を示す。

思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
神
戸
市
が
、
復
興
に
向
け
て
行
政
組
織
の
改
編
を
活
発
に
進
め
た
こ
と
が
分
か
る
。

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
文
教

の
数
少
な
い
新
規
条
例
議
案

条
例
が
、
こ
う
し
た
分
野
で

与
に
関
す
る
条
例
に
関
す
る
特
例
に
関
す
る
条
例
」
、
「
神
戸
市
職
員
退
職
手
当
金
条
例
の
特
例
に
関
す
る
条
例
」
「
神
戸
市
事
務
分
掌
条

例
」
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
回
臨
時
市
会
本
会
議
の
み
で
の
審
議
と
な
っ
た
「
神
戸
市
復
興
本
部
条
例
」
も
同
委
員
会
の
所
管
で
あ
る
と

例
レ
ベ
ル
で
議
論
さ
れ
た
と

関
す
る
問
題
を
所
管
す
る
と

本
会
議
で
の
審
議
の
み
で
採

決
さ
れ
た
神
戸
市
復
興
緊
急

（
三
三
三
）

議
案
は
付
託
さ
れ
て
い
な
い
。

思
わ
れ
る
が
、
新
規
の
条
例

員
会
、
住
宅
水
道
委
員
会
は
、

市
街
地
復
興
や
住
宅
復
興
に

は
言
い
難
い
。
建
設
消
防
委

は
、
震
災
対
策
が
新
規
の
条

し
か
し
、
他
の
委
員
会
で



2

本
会
議
に
お
け
る
震
災
対
策
を
め
ぐ
る
議
論

あ
る
。
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（
三
三
四
）

経
済
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
新
規
の
条
例
議
案
は
、
次
の
四
議
案
で
あ
る
ー
ー
＇
「
人
と
自
然
と
の
共
生
ゾ
ー
ン
の
指
定
等
に
関
す
る
条

例
」
、
「
神
戸
市
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
美
術
館
条
例
」
、
「
神
戸
起
業
ゾ
ー
ン
の
設
置
及
び
当
該
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
支
援
措
置
に
関
す
る
条
例
」
。

ま
た
、
民
生
保
健
委
員
会
で
は
、
次
の
二
議
案
が
新
規
の
条
例
議
案
で
あ
る
ー
「
神
戸
市
看
護
大
学
条
例
」
、
「
神
戸
高
齢
者
総
合
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
条
例
」
。
神
戸
起
業
ゾ
ー
ン
の
設
置
及
び
当
該
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
支
援
措
置
に
関
す
る
条
例
は
、
震
災
後
停
滞
す
る
神
戸
経
済

の
活
性
化
の
た
め
の
企
業
誘
致
策
の
―
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
震
災
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
事
業
等
に
関
す
る
条
例
議
案
で

以
上
の
分
析
か
ら
、
神
戸
市
は
、
震
災
に
よ
る
社
会
・
経
済
的
状
況
の
急
激
な
変
化
に
た
い
し
て
、
行
政
組
織
の
改
編
を
除
い
て
は
、

非
増
分
的
性
格
が
強
い
と
思
わ
れ
る
新
規
条
例
案
よ
り
も
、
既
存
の
制
度
を
軸
と
す
る
増
分
的
性
格
が
強
い
と
思
わ
れ
る
改
正
条
例
議
案

(58) 

で
対
応
し
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
神
戸
市
は
、
こ
う
し
た
変
化
に
た
い
し
て
、
基
本
的
に
は
行
政
組
織
の
改
編
も
し
く
は
行

政
の
裁
量
の
範
囲
内
と
な
る
規
則
の
変
更
や
運
用
面
で
対
応
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
た
め
、
議
会
は
、
中
長
期
的
に
み
て
、

自
治
体
政
府
が
震
災
対
策
を
打
ち
出
す
た
め
の
条
例
議
案
の
審
議
を
活
発
化
さ
せ
た
と
い
う
よ
り
も
、
主
に
行
政
内
部
で
策
定
さ
れ
る
各

種
の
対
策
や
施
策
の
執
行
状
況
を
監
視
す
る
と
い
っ
た
役
割
を
、
よ
り
大
き
く
担
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
た
め
、
臨
時
市
会
で
提

案
さ
れ
た
新
規
の
条
例
議
案
は
、
市
会
議
員
た
ち
が
条
例
レ
ベ
ル
で
震
災
対
策
に
関
与
す
る
数
少
な
い
機
会
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

議
員
た
ち
は
、
震
災
後
の
議
会
審
議
が
時
間
的
に
制
約
さ
れ
る
中
で
、
震
災
対
策
を
ど
の
よ
う
に
審
議
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
神
戸
市

会
で
は
、
委
員
会
審
議
を
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
委
員
会
議
事
録
に
つ
い
て
は
、
要
点
筆
記
さ
れ
た
も
の
の
み
閲
覧
で
き
る
。
実

関
法

一
八
〇



質
的
な
審
議
が
行
わ
れ
る
と
さ
れ
る
委
員
会
で
の
議
員
活
動
を
観
察
す
る
こ
と
は
や
や
困
難
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
発
言
者
を
特
定

で
き
る
本
会
議
に
お
け
る
議
員
活
動
に
注
目
す
る
。
委
員
会
で
の
議
案
審
査
が
省
略
ま
た
は
短
縮
化
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
セ
レ
モ
ニ
ー

的
な
色
彩
が
強
く
、
厳
格
な
ル
ー
ル
の
も
と
で
発
言
時
間
や
回
数
が
制
約
さ
れ
る
本
会
議
で
あ
っ
て
も
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
た
だ
、
議
員
た
ち
が
行
な
っ
た
質
疑
は
、
市
長
が
強
調
し
た
五
つ
の
主
要
な
施
策
の
う
ち
、
市
街
地
の
復
興
、
公
共
施
設
等
の

復
旧
に
関
す
る
も
の
は
少
な
く
、
被
災
者
の
支
援
策
や
産
業
復
興

iな
わ
ち
、
あ
る
議
員
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
住
宅
供
給
と
経

(59) 

済
復
興
」
に
議
論
が
集
ま
っ
た
。
で
は
、
な
ぜ
そ
う
し
た
バ
ラ
ッ
キ
が
生
じ
た
の
か
を
次
に
検
討
し
た
い
。

市
街
地
の
復
興

一
月
三
一
日
に
「
震
災
復
興
市
街
地
・
住
宅
整
備
の
基
本
方
針
」
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
後
の
都
市
計
画
事
業
、
震
災
復

興
住
宅
整
備
緊
急
三
ヶ
年
計
画
、
震
災
復
興
緊
急
整
備
条
例
な
ど
に
強
く
反
映
さ
れ
て
い
っ
た
。
二
月
三
日
に
は
全
体
議
員
総
会
が
開
か

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
に
、
こ
の
基
本
方
針
が
全
議
員
に
説
明
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
二
月
一
日
に
は
、
都
市
計
画
事
業
予
定
区
域
を

中
心
に
建
築
基
準
法
第
八
四
条
に
基
づ
く
建
築
制
限
が
か
け
ら
れ
、
二
月
一
五
日
に
は
「
神
戸
市
震
災
復
興
緊
急
整
備
条
例
」
が
議
会
で

可
決
さ
れ
た
。

一
八

神
戸
市
は
、
市
街
地
の
復
興
や
被
災
者
へ
の
恒
久
住
宅
の
供
給
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
た

一
部
の
地
区
で
は
都
市
計
画
を
用
い
た
復
興
の
方
針
が
示
さ
れ
た
が
、
本
条
例
は
そ
の
残
り
の
地
区
に
つ
い
て
の
神
戸
市

の
対
応
を
示
す
も
の
だ
と
さ
れ
紅
。
そ
し
て
三
月
一
七
日
に
土
地
区
画
整
理
事
業
（
六
地
区
、

―
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
市
街
地
再
開
発

事
業
（
二
地
区
、
二
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。
震
災
後
の
混
乱
期
に
あ
っ
て
、
比
較
的
短
期
間
の
う
ち
に
、
神
戸
市

は
市
街
地
の
復
興
計
画
を
策
定
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
が
、
こ
れ
に
は
「
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
と
、
市
街
地
整
備
対
策
に

(61) 

つ
い
て
の
政
策
的
理
解
と
対
応
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
」
と
さ
れ
る
。
被
災
地
区
が
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
地
区
と
大
き
く
重
な
っ
て

い
た
こ
と
は
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
り
、
そ
の
た
め
既
存
の
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
対
策
を
下
敷
き
に
、
市
街
地
復
興
の
基
本
的
な
方
針
を

め
に
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

（
三
三
五
）



と
こ
ろ
で
、
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一
連
の
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
対
策
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
市
会
議
員
が
、
少
な
か
ら
ず
政
策
的
理
解
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
神
戸
市
会
も
こ
の
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
八
五
年
の

市
長
選
挙
で
、
宮
崎
市
長
は
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
対
策
を
選
挙
公
約
に
設
定
し
、
神
戸
市
は
、
八
六
年
に
そ
の
た
め
の
懇
談
会
を
設
置
し

た
。
市
会
も
、
そ
れ
よ
り
も
ニ
ヶ
月
早
く
懇
談
会
を
設
置
し
て
お
り
、
「
行
政
の
縦
割
り
を
破
る
よ
う
な
総
合
的
政
策
提
言
」
や
「
ミ
ク

ロ
的
な
地
元
議
論
を
や
め
、
全
市
的
視
野
で
ニ
―
世
紀
の
都
市
像
を
求
め
る
形
で
の
提
言
」
を
行
う
こ
と
を
宣
言
し
た
。
こ
の
よ
う
な
政

策
志
向
の
対
応
は
、
八
八
年
の
「
大
都
市
活
性
化
総
合
対
策
特
別
委
員
会
」
の
設
置
に
も
表
れ
て
い
る
。
市
会
の
こ
の
取
り
組
み
を
調
査

し
た
矢
澤
澄
子
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
対
応
は
「
七

0
年
代
か
ら
八
0
年
代
に
至
る
産
業
構
造
転
換
に
根
ざ
す
重
要
な
市
政
課
題
に
超

党
派
で
取
り
組
も
う
と
す
る
市
会
の
姿
勢
を
示
す
も
の
」
で
あ
っ
た
と
し
、
同
氏
が
八
八
年
に
行
っ
た
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
八
割
以

(62) 

上
の
議
員
た
ち
が
「
行
政
任
せ
で
は
な
い
」
、
市
会
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
志
向
し
て
い
た
と
い
う
。

こ
こ
で
市
街
地
の
復
興
問
題
が
、
災
対
委
が
国
会
議
員
ら
に
提
出
し
た
要
望
書
に
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
い
。

一
月
三

0
日
に
国
会
議
員
に
提
出
さ
れ
た
要
望
書
に
よ
れ
ば
、
「
国
際
防
災
モ
デ
ル
都
市
」
を
目
指
す
た
め
に
、
「
現
行
法
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い

復
興
計
画
の
作
成
」
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
新
た
な
立
法
措
置
を
要
望
し
て
い
る
。
議
会
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
、
地
震
発
生
当
初
か
ら

「
社
会
・
産
業
基
盤
の
早
期
復
興
」
を
彼
ら
の
活
動
の
基
本
目
標
に
設
定
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
市
街
地
の

復
興
に
つ
い
て
も
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
政
府
は
「
被
災
市
街
地
復
興
特
別
措
置
法
」
を
国
会
に
提
出
し
、
そ
れ
を
二

月
中
に
成
立
さ
せ
て
い
る
の
で
、
結
果
的
に
彼
ら
の
要
望
に
も
応
え
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
市
街
地
整
備
の
た
め
の
計
画
策
定
が
、
立

法
作
業
よ
り
も
先
行
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
実
際
に
は
「
既
存
法
に
よ
る
両
事
業
（
土
地
区
画
整
理
事
業
、
都
市
再
開
発
事
業
）
の
適

策
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
実
際
そ
う
し
た
の
で
あ
る
。

関
法
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

(63) 

用
を
前
提
と
し
て
」
事
業
計
画
が
検
討
さ
れ
、
そ
の
一
部
が
新
制
度
に
よ
る
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
議
会
の
要
望
は
、

今
回
の
市
街
地
の
復
興
計
画
に
、
十
分
に
反
映
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
地
震
発
生
当
初
は
、
議
会
リ
ー
ダ
が
執
行
部
と
は
異
な

る
市
街
地
の
復
興
方
針
を
持
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
自
治
体
政
府
内
部
で
の
調
整
を
経
ず
し
て
、
政
府
へ
の
要
望
活
動
が
行
わ

れ
る
と
は
考
え
に
く
く
、
や
は
り
議
会
リ
ー
ダ
ー
た
ち
も
新
制
度
の
も
つ
何
ら
か
の
メ
リ
ッ
ト
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
市
街
地
の
復
興
問
題
に
関
し
て
、
議
会
は
、
震
災
復
興
緊
急
整
備
条
例
案
に
つ
い
て
は
議
決
権
を
持
ち
、
都
市
計
画
に
つ
い

て
は
、
国
の
機
関
と
し
て
の
知
事
が
行
う
た
め
、
地
方
議
会
は
議
決
権
を
持
た
な
い
が
、
検
査
権
限
は
有
し
て
お
り
（
地
方
自
治
法
第
九

(64) 

八
条
一
項
）
、
ま
た
審
議
権
は
持
つ
と
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
議
会
が
予
算
議
案
を
盾
に
こ
う
し
た
問
題
に
関
与
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
神
戸
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員
（
二
六
人
）
の
う
ち
、
半
数
は
市
会
議
員
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
し
て
も
、
執

行
部
か
ら
す
れ
ば
、
市
街
地
の
復
興
計
画
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
早
く
か
ら
市
会
議
員
た

ち
に
了
承
を
求
め
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
主
要
会
派
に
所
属
す
る
災
対
委
委
員
の
一
人
は
、
臨
時
市
会
本
会
議
で
、
市
街
地
の

復
興
並
び
に
住
宅
供
給
に
つ
い
て
、
「
震
災
復
興
促
進
地
域
は
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
地
域
と
ほ
ぼ
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
お
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
従
来
の
イ
ン
ナ
ー
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方
を
踏
ま
え
つ
つ
、
住
宅
建
設
・
供
給
を
中
心
と
し
て
…
…
（
中
略
）
…
…
総
合

的
な
計
画
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
粧
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
神
戸
市
で
は
、
市
会
議
員
が
広
く
審
議
会
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
議
会
・
行
政
間
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
高
め
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
神
戸
市
都
市
計
画
審
議
会
に
つ
い
て
も
、
お

そ
ら
く
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
先
の
委
員
の
発
言
か
ら
も
明
ら
か
だ
が
、
少
な
く
と
も
臨
時
市
会
が
招
集
さ
れ
た
時
点
で
は
、
多
く
の
議

員
が
政
策
的
理
解
を
も
つ
既
存
の
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
対
策
を
軸
と
し
た
市
街
地
復
興
の
基
本
的
方
針
が
、
お
そ
ら
く
は
議
会
リ
ー
ダ
ー
や

災
対
委
の
活
動
を
と
お
し
て
、
議
員
の
間
で
了
承
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
た
と
解
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
八
三

（
三
三
七
）



有
権
者
に
明
確
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
意
味
合
い
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
四
九
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

（
三
三
八
）

そ
の
た
め
議
会
審
議
で
は
、
市
街
地
の
復
興
方
針
そ
の
も
の
が
問
題
と
な
る
こ
と
は
な
く
、
主
に
住
民
参
加
の
手
統
き
に
つ
い
て
質
疑
、

討
論
が
行
な
わ
れ
た
。
第
一
回
臨
時
市
会
で
は
、
共
産
党
、
護
憲
社
会
の
議
員
は
、
神
戸
市
復
興
緊
急
整
備
条
例
が
「
市
民
参
加
に
関
す

る
規
定
」
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
こ
の
条
例
に
反
対
し
た
。
ま
た
都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
市
当
局
が
街
づ
く
り
案
を
二
月
ニ
ニ

日
に
公
表
し
、
三
月
一
七
日
に
兵
庫
県
都
市
計
画
審
議
会
で
都
市
計
画
決
定
が
な
さ
れ
た
が
、

批
判
が
な
さ
れ
、
各
地
で
住
民
運
動
が
発
生
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
第
一
回
定
例
市
会
で
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
会
派
か
ら
、
「
住
民
と

の
話
し
合
い
を
重
視
」
す
る
よ
う
要
望
が
だ
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
理
由
に
、
当
初
予
算
に
反
対
し
た
の
は
、
同
じ
く
共
産
党
、
護

憲
社
会
、
無
所
属
議
員
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
会
派
は
、
市
長
が
神
戸
空
港
を
「
防
災
の
た
め
の
都
市
装
置
」
と
位
置
づ
け
、
従
来
の
建

設
計
画
の
継
続
を
表
明
し
た
こ
と
を
問
題
に
し
て
当
初
予
算
に
反
対
し
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
ま
で
の
市
の
防
災
計
画
に
欠
陥
が
あ
っ
た
と

し
て
市
長
の
責
任
を
追
及
し
て
い
る
。
神
戸
市
復
興
緊
急
整
備
条
例
や
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
反
対
の
意
思
表
明
を
行
な
う
こ
と
は
、
こ

れ
ま
で
の
震
災
対
策
や
市
長
の
市
政
方
針
全
体
へ
の
不
支
持
を
意
味
す
る
が
、
こ
れ
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
与
党
的
な
立
場
か
ら
の
離
脱
を

仮
設
住
宅
の
供
給
及
び
産
業
の
復
興
対
策

第
二
節
で
み
た
よ
う
に
、
仮
設
住
宅
の
供
給
は
議
員
た
ち
の
間
で
も
強
い
関
心
が
示
さ
れ

た
問
題
の
―
つ
で
あ
り
、
災
対
委
も
、
政
府
に
た
い
し
て
七
万
戸
の
仮
設
住
宅
を
建
設
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
た
。
し
か
し
、
執
行
部
は
、

二
月
一
三
日
の
全
体
議
員
総
会
で
、
供
給
さ
れ
る
仮
設
住
宅
が
三
万
五

0
0
0
戸
に
な
る
と
い
う
見
通
し
を
述
べ
た
た
め
、
二
月
一
五
日

の
臨
時
市
会
で
は
、
そ
の
建
設
戸
数
が
問
題
と
さ
れ
た
。
議
員
た
ち
が
主
張
す
る
仮
設
住
宅
の
建
設
戸
数
は
、
仮
設
住
宅
入
居
希
望
世
帯

数
が
約
六
万
世
帯
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
災
対
委
が
要
望
す
る
建
設
戸
数
と
執
行
部
が
述
べ
た

建
設
戸
数
と
の
間
に
、
大
き
な
開
き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
政
府
へ
の
要
望
書
が
、
市
会
議
員
の
視
点
か
ら
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

関
法

一
連
の
手
続
き
が
早
急
で
あ
っ
た
と
い
う
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り
、
少
な
か
ら
ず
彼
ら
の
独
自
性
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
八
五

ま
ず
、
公
明
の
議
員
か
ら
は
、
執
行
部
が
提
示
し
た
建
設
戸
数
が
不
十
分
だ
と
し
て
、
「
仮
設
住
宅
入
居
希
望
者
が
全
員
入
居
で
き
る

(66) 

よ
う
市
長
が
宣
言
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
市
長
は
、
仮
設
住
宅
の
建
設
が
県
知
事
の
所
管
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

(67) 

そ
の
点
に
つ
い
て
明
言
を
さ
け
た
。
兵
庫
民
社
の
議
員
は
、
店
舗
つ
き
仮
設
住
宅
ま
た
は
個
人
が
建
設
す
る
仮
設
住
宅
へ
の
公
的
な
支
援

(68) 

を
要
望
し
た
。
こ
う
し
た
提
案
は
、
中
小
企
業
対
策
と
も
関
連
し
て
い
る
が
、
自
民
党
議
員
も
、
市
場
・
商
店
の
跡
地
に
市
営
住
宅
を
建(69) 

設
し
、
そ
こ
に
市
場
・
商
店
を
入
居
さ
せ
る
こ
と
で
、
住
宅
と
商
業
施
設
の
同
時
供
給
を
進
め
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

仮
設
住
宅
に
つ
い
て
の
執
行
部
の
考
え
は
、
こ
う
し
た
議
員
た
ち
の
提
案
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
住
民
た
ち
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
る
仮
設

住
宅
に
補
助
を
与
え
る
こ
と
で
、
公
的
に
供
給
さ
れ
る
仮
設
住
宅
の
総
建
設
戸
数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
の
見
解
を
示
し
、
こ
う
し

(70) 

た
措
置
に
つ
い
て
、
政
府
に
要
望
を
行
な
っ
て
い
く
と
し
た
。

ま
た
産
業
の
復
興
に
つ
い
て
は
、
「
イ
ン
フ
ラ
復
旧
・
復
興
に
や
や
力
を
注
い
で
い
る
よ
う
な
面
が
見
え
る
が
、
も
っ
と
生
活
基
盤
の

方
を
優
先
す
る
と
い
う
方
向
を
も
う
少
し
打
ち
出
せ
な
い
の
か
」
、
「
産
業
界
、
民
間
企
業
に
た
い
す
る
行
政
の
復
興
支
援
策
は
、
こ
れ
ま

で
の
と
こ
ろ
産
業
界
の
期
待
に
応
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
」
と
の
指
摘
が
議
員
た
ち
か
ら
な
さ
れ
、
具
体
的
に
は
市
場
の
使
用
料
金
、

(71) 

酒
造
業
や
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
の
地
場
産
業
へ
の
支
援
策
や
企
業
流
出
に
よ
る
産
業
の
空
洞
化
問
題
に
質
疑
が
及
ん
だ
。
こ
う
し
た

質
疑
に
た
い
し
て
市
長
は
、
基
本
的
に
は
、
税
制
や
金
融
面
な
ど
の
支
援
を
政
府
に
要
望
し
、
相
談
所
な
ど
を
開
設
し
て
、
個
別
に
「
企

(72) 

業
の
自
助
努
力
に
対
し
て
行
政
が
側
面
支
援
を
行
う
」
と
し
た
。
こ
こ
で
、
議
員
た
ち
の
質
疑
に
つ
い
て
す
べ
て
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
の
議
会
審
議
を
と
し
て
、
被
災
者
や
産
業
界
へ
の
支
援
策
が
ま
だ
十
分
で
は
な
い
こ
と
、
そ
し
て
そ

う
し
た
対
策
を
進
め
る
た
め
に
は
政
府
の
援
助
が
不
可
決
な
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
に
た
い
す
る
議
員
た
ち
の
反
応
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動
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本
格
復
興
（
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
の
補
助
率
の
嵩
上
げ
と
地
方
交
付
税
措
置
な
ど
）

こ
れ
ま
で
、
市
会
議
員
た
ち
は
社
会
・
産
業
基
盤
の
早
期
復
興
を
優
先
す
る
た
め
の
大
規
模
な
財
政
支
援
を
求
め
て
き
た
が
、
こ
の
要

望
書
で
は
一
転
し
て
、
「
市
民
に
よ
っ
て
最
も
切
実
な
『
住
宅
』
と
『
産
業
・
雇
用
』
に
つ
い
て
、
応
急
対
策
と
し
て
も
政
府
の
こ
れ
ま

で
の
ご
支
援
の
中
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
課
題
が
数
多
い
」
と
し
て
、
「
住
宅
対
策
」
、
「
産
業
・
雇
用
対
策
」
、
「
本
格
復
興
の
た
め
の
財
政

支
援
」
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
要
望
書
に
は
「
商
店
街
の
建
替
え
」
に
つ
い
て
の
要
望
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
選
挙
区
レ
ベ
ル

の
議
員
活
動
で
み
た
議
員
の
証
言
、
す
な
わ
ち
住
民
か
ら
商
店
街
の
再
建
を
相
談
さ
れ
、
災
対
委
委
員
と
し
て
、
高
度
化
資
金
の
適
用
範

囲
に
つ
い
て
大
臣
に
直
接
要
望
で
き
た
と
す
る
証
言
と
合
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
震
災
後
、
議
員
た
ち
が
重
視
し
て
き
た
住
宅
対
策
に
も

配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
要
望
書
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
選
挙
区
レ
ベ
ル
の
議
員
活
動
を
つ
う
じ
て
得
ら
れ
た
住

民
ニ
ー
ズ
を
よ
く
反
映
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
被
災
者
の
直
接
的
な
支
援
や
産
業
の
復
興
に
つ
い
て
の
議
員
た
ち
の
要
望

に
、
市
長
は
必
ず
し
も
積
極
的
な
答
弁
を
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
議
会
審
議
を
つ
う
じ
て
私
的
領
域
へ
の
対
策
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、
災
対
委
委
員
は
そ
う
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、
政
府
へ
の
要
望
書
を
大
き
く
変
更
し
た
と
い
え
る
。
そ
の
結
果
、

選
挙
区
レ
ベ
ル
の
議
員
活
動
と
災
対
委
の
活
動
と
が
公
式
の
議
会
審
議
に
よ
っ
て
結
び
つ
き
、
連
動
性
を
高
め
た
こ
と
で
、
被
災
者
た
ち

③
 全

施
設
・
港
湾
施
設
の
再
整
備
・
復
旧
に
対
す
る
支
援
な
ど
）

②
 

①
 

第
四
九
巻
第
ニ
・
―
-
＿
合
併
号

二
月
二
七
日
及
び
そ
れ
以
降
の
要
望
活
動
で
用
い
ら
れ
た
政
府
へ
の
要
望
書
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。

危
険
性
の
あ
る
被
災
宅
地
や
石
垣
の
解
体
撤
去
費
用
へ
の
補
助
な
ど
）

関
法

一
八
六

（
三
四
0
)

住
宅
対
策
（
建
替
え
に
よ
る
二
重
ロ
ー
ン
に
対
す
る
軽
減
措
置
、
個
人
が
建
設
す
る
店
舗
付
き
仮
設
住
宅
、
二
次
災
害
を
起
こ
す

産
業
・
雇
用
対
策
（
産
業
界
、
地
場
産
業
へ
の
無
利
子
・
低
利
融
資
、
商
店
街
へ
の
建
替
え
に
対
す
る
補
助
制
度
、
民
有
海
岸
保



阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

一
八
七

の
直
接
的
な
利
益
が
議
員
を
つ
う
じ
て
表
出
さ
れ
、
そ
の
集
約
が
促
進
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
同
時
に
、
こ
の
こ
と
は
、
地
震
発
生
後
の

市
会
災
対
委
の
利
益
も
し
く
は
意
見
集
約
機
能
が
限
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
同
委
員
会
の
そ
の
後
の
活
動
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
同
委
員
会
は
、
そ
れ
ま
で
、
国
会
審
議
を
利
用
し
な
が
ら
、

短
期
間
に
集
中
的
に
要
望
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
臨
時
市
会
以
降
、
委
員
た
ち
は
来
神
す
る
大
臣
や
国
会
議
員
に
た
い
し
て
散
発
的
に

要
望
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
国
会
で
の
予
算
審
議
が
山
場
を
超
し
、

一
応
の
と
こ
ろ
同
委
員
会
の
当
初
の
目

的
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
、
危
機
管
理
活
動
を
行
っ
て
き
た
執
行
部
の
活
動
が
や
や
落
ち
着
き
を
見
せ
、
中
央
政
府
に
た
い
す
る
地
域
利
益

の
実
質
的
な
表
出
活
動
が
、
市
長
や
市
幹
部
職
員
を
中
心
と
す
る
ル
ー
テ
ィ
ン
化
さ
れ
た
経
路
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
後
の
同
委
員
会
の
活
動
に
は
別
の
意
味
が
付
与
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
今
回
の
要
望
書
は
、

被
災
者
や
産
業
界
、
つ
ま
り
有
権
者
へ
の
直
接
的
な
支
援
策
を
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
議
員
た
ち
は
、
個
人
で
は
対
応
し
に
く
い
が
、

住
宅
、
産
業
・
雇
用
対
策
な
ど
政
策
的
需
要
が
多
い
と
思
わ
れ
る
問
題
を
議
会
の
組
織
的
活
動
に
取
り
込
ん
だ
と
い
え
る
。
そ
の
結
果
、

議
員
個
人
が
そ
う
し
た
問
題
に
よ
り
直
接
的
に
関
与
す
る
余
地
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
り
、
議
員
た
ち
は
、
彼
ら
の
活
動
実
績
と
し
て
、

「
政
府
へ
の
要
望
活
動
」
を
有
権
者
に
強
く
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
第
二
節
で
み
た
、
震
災
時
の
議
員

活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
「
政
府
へ
の
要
望
活
動
」
を
挙
げ
る
議
員
が
最
多
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
そ
の
点
を
裏
付

（
三
四
一
）



第
四
九
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

選
挙
の
概
観

特
定
の
党
派
に
属
さ
な
い
無
所
属
候
補
者
が
一
九
人
立
候
補
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
三
四
二
）

一
部
の
選
挙
区
は

神
戸
市
会
議
員
選
挙
は
、
統
一
地
方
選
挙
か
ら
離
脱
す
る
か
た
ち
で
一
九
九
五
年
六
月
二
日
告
示
、
六
月
―
一
日
投
票
の
日
程
で
行
わ

れ
足
。
表
1
3
、

14
は
、
九
一
年
、
九
五
年
選
挙
に
お
け
る
候
補
者
数
な
ら
び
に
獲
得
得
議
席
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
市
議
選

の
候
補
者
数
は
一
―
六
人
で
、
七
九
年
に
現
行
定
数
と
な
っ
て
以
来
、
最
多
の
候
補
者
数
と
な
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
、
現
職
五
七
人
、
元

職
五
人
、
新
人
五
四
人
で
あ
り
、
新
人
の
候
補
者
が
占
め
る
割
合
は
四
六
・
六
％
で
、
前
回
の
九
一
年
選
挙
（
候
補
数
一

0
二
人
）
よ
り

も
十
五
・
四
％
上
昇
し
た
。
こ
れ
は
、
公
明
、
共
産
党
を
中
心
に
十
五
人
の
現
職
議
員
が
引
退
し
た
こ
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者
な
ど

党
派
別
の
候
補
者
数
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
自
民
党
の
候
補
者
数
は
、
改
選
時
議
席
よ
り
も
一
人
多
く
、
微
増
に
と
ど
ま
っ
た
（
改

選
時
議
席
に
う
い
て
は
表
4
を
参
照
）
。
公
明
の
候
補
者
数
は
一
三
人
で
あ
り
、
現
有
議
席
と
等
し
い
。
な
お
、
公
明
は
、
統
一
地
方
選

挙
が
行
わ
れ
た
こ
の
年
、
政
令
指
定
都
市
の
市
議
選
で
は
全
員
当
選
を
果
た
し
て
い
る
。
共
産
党
は
、
こ
れ
ま
で
五
つ
あ
っ
た
複
数
擁
立

区
を
一
選
挙
区
の
み
と
し
、
票
の
分
散
を
防
ぐ
な
ど
の
対
応
を
と
っ
た
。
兵
庫
民
社
は
、
改
選
時
議
席
よ
り
も
候
補
者
数
を
減
ら
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
引
退
し
た
議
員
の
あ
と
を
、
連
合
系
の
無
所
属
の
候
補
者
で
手
当
て
し
た
た
め
で
あ
る
。
社
会
党
兵
庫
県
本
部
の
分
裂
後
、

初
の
選
挙
と
な
る
社
会
党
、
護
憲
社
会
は
現
有
議
席
よ
り
も
そ
れ
ぞ
れ
一
二
人
、
六
人
多
く
候
補
者
を
擁
立
し
た
た
め
、

対
立
区
と
な
っ
た
。
震
災
以
前
か
ら
神
戸
市
政
に
批
判
的
で
あ
っ
た
さ
わ
や
か
神
戸
・
市
民
の
会
（
議
会
内
で
は
無
所
属
）
は
、
今
回
の

選
挙
で
は
七
人
の
候
補
者
を
擁
立
し
た
。
ま
た
、
新
進
党
、
新
党
さ
き
が
け
が
、
初
め
て
候
補
者
を
擁
立
す
る
な
ど
、
選
挙
戦
で
も
多
党

ー

関
法

第
五
節
震
災
後
の
市
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
約
の
分
析

一
八
八



表13 選挙区別候補者数

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

選挙年
選 挙 区

東灘 灘 中央 兵庫 北 長田 須磨 垂水 西
計

1991 

1995 

13 

14 

12 

11 
8
 10 

9

9

 

11 

12 

11 

12 

13 

16 

15 

16 

10 

16 

102 

116 

資料出所神戸市選挙管理委員会「選挙結果調Jより作成

表14 政党別候補者数及ぴ選挙結果

党派
1991年 1995年

候補者数 獲得議席数得票率（％） 候補者数 獲得議席数得票率（％）

民

明

産

社

会

社

か

進

け

派

属
ゞ

所

ゃ

ヵ

わ

き

自

公

共

民

社

護

さ

新

さ

諸

無

28 

13 

14 

11 

18 

2
3
1
3
8
8
1
3
 

3
 

ー

31.6 

17.7 

11.8 

10.1 

16.8 

2.4 

2
1
1
3
1
0
8
6
4
4
2
 

15 6
 

9.7 

2
6
1
3
1
0
9
1
0
1
1
7
2
3
1
2
4
 

4
 

25.6 

19.6 

12.2 

8.4 

8.7 

7.2 

5.2 

1.3 

2.1 

0.2 

9.6 

計 102 72 100.0 116 72 100.0 

資料出所神戸市選挙管理委員会「選挙結果調Jより作成

一
八
九

あ
り
、
徒
歩
や
単
車
を
利
用
し
た
街
頭
宣
伝

し
た
個
人
演
説
会
も
、
通
常
会
場
と
し
て
使

困
難
と
な
り
、
公
営
施
設
を
利
用
し
た
個
人

（
三
四
三
）

と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
場
所
の
確
保
が

用
さ
れ
る
学
校
な
ど
の
公
的
施
設
が
避
難
所

活
動
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
公
営
施
設
を
利
用

と
し
て
派
手
な
選
挙
は
自
粛
さ
れ
る
傾
向
に

の
選
挙
風
景
も
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
全
体

幹
部
が
兵
庫
県
入
り
す
る
な
ど
従
来
ど
お
り

市
議
選
と
同
時
に
県
議
選
も
行
わ
れ
、
ま

た
め
、
各
政
党
と
も
こ
の
選
挙
を
「
全
国
注

視
の
選
挙
戦
」
と
位
置
づ
け
、
閣
僚
や
政
党

た
七
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
が
迫
っ
て
い
た

臨
む
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

か
神
戸
・
市
民
の
会
が
積
極
的
に
選
挙
戦
に

算
に
反
対
し
た
共
産
、
護
憲
社
会
、
さ
わ
や

化
が
一
層
進
ん
だ
。
全
体
と
し
て
、
当
初
予



復
旧
か
ら
本
格
的
な
復
興
へ
と
対
策
が
進
む
な
か
で
行
わ
れ
た
こ
の
選
挙
に
お
い
て
、
再
選
を
目
指
す
現
職
議
員
や
新
人
の
候
補
者
た

ち
は
、
有
権
者
に
ど
の
よ
う
な
選
挙
公
約
を
主
張
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
選
し
た
候
補
者
の
選
挙
公
約
は
、
有
権
者
に
た
い
す
る
政
策

(76) 

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
な
っ
て
、
自
治
体
政
府
の
基
本
的
な
政
策
目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
そ
の
実
効
性
の
程
度
に

つ
い
て
は
大
き
な
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
候
補
者
た
ち
が
、
勝
手
気
ま
ま
に
選
挙
公
約
を
述
べ
て
い
る
と
も
考
え

に
く
く
、
選
挙
公
約
の
主
張
は
有
権
者
の
支
持
を
獲
得
す
る
た
め
の
―
つ
の
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
こ
に
は
彼
ら
が
重
要
と
み

2
 

の
選
挙
に
た
い
す
る
関
心
が
低
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

第
四
九
巻
第
二
・
―
二
合
併
号

（
三
四
四
）

一
九
〇

(74) 

演
説
会
は
―
二
二
回
（
前
回
二
四
一
）
で
、
民
家
や
空
き
地
を
利
用
し
た
ミ
ニ
集
会
が
多
く
開
か
れ
た
。
こ
の
選
挙
に
お
け
る
有
権
者
総

数
は
、
震
災
の
影
響
に
よ
り
前
年
の
知
事
選
挙
か
ら
約
ニ
・
五
％
減
少
し
、
約
―
―
四
万
四
0
0
0人
で
あ
っ
た
。

こ
の
頃
の
避
難
所
生
活
者
数
は
約
三
万
人
で
、
選
挙
区
外
に
一
時
的
に
避
難
す
る
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
投
票
率
の
低
下
を
危
惧

し
た
神
戸
市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
市
内
に
あ
る
避
難
所
に
も
選
挙
公
報
を
配
布
し
、
市
外
へ
の
一
時
避
難
者
に
も
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

を
送
付
す
る
な
ど
の
選
挙
啓
発
運
動
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
投
票
率
は
、
前
回
を
四
・
七
％
下
回
っ
て
四
五
・
ニ
％
と
な
り
、
戦
後
最
低
と

な
っ
た
。
長
田
区
、
兵
庫
区
な
ど
、
被
害
が
特
に
大
き
か
っ
た
選
挙
区
で
は
、
投
票
率
が
一

0
％
ほ
ど
低
下
し
た
。
年
齢
階
層
別
の
投
票

(75) 

状
況
に
よ
る
と
、
全
体
の
投
票
率
を
押
し
上
げ
る
傾
向
に
あ
る
と
さ
れ
る
高
齢
者
層
で
投
票
率
の
低
下
が
目
立
つ
。
震
災
に
よ
っ
て
日
常

生
活
が
不
安
定
化
し
て
い
た
有
権
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
う
し
た
者
に
と
っ
て
、
今
回
の
選
挙
で
の
投
票
コ
ス
ト
は

高
く
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
不
在
者
投
票
数
は
、
被
災
区
を
中
心
に
前
回
よ
り
も
約
三
四
％
増
加
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
こ

選
挙
公
約
の
分
析

関
法



な
お
、

者
数
を
選
挙
区
、
政
党
別
に
集
計
し
、
割
合
で
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
て
、

一九

な
し
た
政
策
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
震
災
後
の
初
の
市
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
全
候
補
者
の
選
挙
公
約
を

各
候
補
者
の
選
挙
公
約
の
デ
ー
タ
と
し
て
、
神
戸
市
選
挙
管
理
委
員
会
発
行
の
選
挙
公
報
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
採
用
し
、
各
候
補
者

(77) 

の
明
示
的
な
選
挙
公
約
を
、
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
い
た
一
五
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
た
。
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
名
に
含
ま
れ
る
(
+
)

の
記
号
は
対
策
の
推
進
を
、
（
＿
）
は
中
止
な
い
し
は
凍
結
を
意
味
す
る
。
候
補
者
が
、
任
意
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
選
挙
公
約
に
つ

一
回
以
上
言
及
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
「
1
」
（
言
及
あ
り
）
を
与
え
、
ま
っ
た
く
言
及
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
「
0
」

（
言
及
な
し
）
を
与
え
る
こ
と
で
、
ダ
ミ
ー
変
数
に
よ
る
選
挙
公
約
デ
ー
タ
を
作
成
し
た
。
表
1
5
、
1
6
は
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
の
言
及

こ
こ
で
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
言
及
頻
度
の
高
い
も
の
か
ら
順
位
を
つ
け
、
前
回
の
選
挙
か
ら
の
順
位
の
変
動
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一
人
の
候
補
者
が
言
及
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
数
の
平
均
は
、
九
一
年
は
四
・
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
り
、
九
五
年
は
三
・
ニ
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
回
の
選
挙
で
候
補
者
た
ち
が
主
張
し
た
政
策
領
域
は
、
前
回
よ
り
も
狭
ま
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
推
測
で

き
る
。
順
位
が
九
一
年
よ
り
も
ニ
ラ
ン
ク
以
上
上
昇
し
た
の
は
、
「
住
宅
対
策
（
＋
）
」
「
防
災
安
全
（
＋
）
」
「
中
小
企
業
対
策
（
＋
）
」

「
雇
用
対
策
（
＋
）
」
「
交
通
・
運
輸
（
＿
）
」
で
あ
る
。
選
挙
区
別
に
見
る
と
、
住
宅
対
策
(
+
)

や
雇
用
対
策
（
＋
）
に
つ
い
て
は
、

被
災
五
区
（
東
灘
、
灘
、
中
央
、
兵
庫
、
長
田
、
須
磨
）
で
、
中
小
企
業
対
策
(
+
)
に
つ
い
て
は
、
商
業
地
を
も
つ
中
央
区
、
地
場
産

業
を
抱
え
る
長
田
、
兵
庫
区
で
言
及
率
が
高
い
。
ま
た
、
今
回
も
っ
と
も
順
位
を
上
げ
た
防
災
安
全
（
＋
）
は
、
兵
庫
区
を
除
け
ば
、
被

害
の
小
さ
か
っ
た
市
周
辺
部
の
区
で
言
及
率
が
上
昇
す
る
傾
向
が
あ
る
。

反
対
に
、
順
位
が
ニ
ラ
ン
ク
以
上
下
降
し
た
の
は
、
「
交
通
・
運
輸
(
+
)
」
「
社
会
基
盤
の
整
備
（
＋
）
」
「
減
税
・
公
共
料
金
の
引
下

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

取
り
上
げ
、
そ
の
設
定
の
さ
れ
方
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

（
三
四
五
）



1991年選挙
表15 選挙公約の言及率（選挙区別）

順位

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
4
 

公約カテゴリー
東置

福祉厚生(+)100.0 

教育(+) 83.3 

社会基盤の整備(+) 75.0 

交通・運輸(+) 25.0 

自然現境の保霞(+) 50.0 

雌公共料金~lrlf(+) 25.0 

中小企業対策(+) 33.3 

住宅対策(+) 25.0 

外交防循 16.7 

雇用対策(+) 8.3 

近紐農業（＋）

経済一般

防災安全（＋）

交通・運輸(-)

財政改革（＋）

8.3 

盪

83.3 

58.3 

58.3 

41.7 

33.3 

33.3 

16.7 

41.7 

16.7 

8.3 

選

中央兵庫

87.5 100.0 

37.5 66.7 

25.0 44.4 

62.5 22.2 

12.5 11.1 

37.5 33.3 

37.5 33.3 

37.5 66.7 

12.5 33.3 

11.l 

12.5 

挙区

北 長田須磨垂水

90.9 100.0 92.3 66.7 

72.7 45.5 84.6 53.3 

63.6 63.6 69.2 26.7 

90.9 36.4 61.5 26.7 

63.6 0.0 53.8 46.7 

54.5 36.4 23.1 33.3 

18.2 36.4 23.1 

27 .3 15.4 

27 .3 15.4 

7.7 

27.3 

9.1 

18.2 

9.1 

13.3 

26.7 

7

7

 

．
 

6

6

 

西

70.0 

60.0 

60.0 

70.0 

20.0 

10.0 

30.0 

10.0 

10.0 

60.0 

10.0 

10.0 

z
 

（％） 
関
法

第
四
九
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

9.1 

8.3 

8
8
6
4
5
5
4
8
3
5
3
2
2
4
2
3
1
9
9
8
5
2
1
1
 

87.1 

63.4 

54.5 

47.5 

34.7 

31.7 

23.8 

22.8 

18.8 

8.9 

7.9 

5.0 

2.0 

1.0 

1.0 

1995年選挙

顛位 公約カテゴリー
選挙区

渥 中央兵庫 北 長田須磨垂水

36.4 50.0 77.8 75.0 50.0 68.8 68.8 

63.6 60.0 66.7 16.7 58.3 56.3 18.8 

27.3 30.0 44.4 58.3 8.3 43.8 37.5 

9.1 20.0 55.6 41.7 33.3 37.5 43.8 

27.3 40.0 55.6 16.7 58.3 25.0 6.3 

10.0 11.1 41.7 18.8 18.8 

30.0 11.1 25.0 31.3 18.8 

22.2 75.0 16.7 6.3 

11.1 41.7 8.3 6.3 

16.7 25.0 18.8 

25.0 12.5 

25.0 

z
 

（％） 

1 福祉厚生（＋）

2 住宅対策(+)

3 教育(+)

4 防災安全（＋）

5 中小企業対策(+)

6 自然環境の保霞（＋）

7 雇用対策（＋）

8 交通・運輸(+)

9 社会基盤の整傭（＋）

10 交通・運輸(-)

11 経済一般

11 近帰農業（＋）

11 難，公共齢m1r(+l
14 財政改革(+)

15 外交防循

資料出所各年度神戸市選挙管理委員会『選挙公報」より作成

注1 新進党，新党さきがけは「諸派」に含めた。

注2 91年選挙では，ある無所属候補者（東灘区）が，選挙公報に掲載されていなかったた

め，総数を101人として計算した。

東渥

64.3 

78.6 

50.0 

28.6 

21.4 

28.6 

35.7 

7.1 

21.4 

14.3 

21.4 

27.3 

18.2 

18.2 

9.1 

30.0 

20.0 

8.3 6.3 

6.3 

12.5 

18.8 

18.8 

3
 

酉
一
孤

68.8 

56.3 

18.8 

50.0 

6.3 

25.0 

31.3 

12.5 

12.5 

25.0 

7
1
5
1
4
9
4
3
3
2
2
5
2
4
2
1
1
9
1
8
7
7
7
6
0
 

61.2 

44.0 

42.2 

37.1 

27.6 

21.6 

20.7 

18.1 

16.4 

15.5 

6.0 

6.0 

6.0 

5.2 

0.0 

一
九

（
三
四
六
）



1991年選挙
表16 選挙公約の言及率（党派別）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

順位 公約カテゴリー
自民 公朋 産共

党一 派

社会 民社 諸派
無所属 z

 

（％） 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
4
 

福祉原生（＋）

教育(+)

社会基盤の整備（＋）

交通・運輸（＋）

自然現境の保護（＋）

減税，公共科金引下If(+)

中小企業対策(+)

住宅対策（＋）

外交防衡

雇用対策（＋）

近綿農業（＋）

経済一般

防災安全(+)

交通・運輸(-)

財政改革（＋）

92.9 

78.6 

85.7 

64.3 

14.3 

7.1 

39.3 

7.1 

3.6 

17.9 

7.1 

85.0 

60.0 

40.0 

20.0 

45.0 

50.0 

15.0 

35.0 

30.0 

15.0 

5.0 

93.9 

66.7 

26. 7 

46. 7 

20.0 

86. 7 

33.3 

40.0 

86.7 

6.7 

6.7 

100.0 

58.3 

66. 7 

66. 7 

50.0 

8.3 

33.3 

41.7 

66.7 

41.7 

50.0 

41.7 

41.7 

8.3 

8.3 

100.0 

100.0 

50.0 

100.0 

100.0 

50.0 

75.0 

66. 7 

25.0 

41.7 

50.0 

25.0 

16. 7 

8.3 

8.3 

25.0 

8.3 16. 7 

5.0 8.3 

50.0 

8.3 

8
8
6
4
5
5
4
8
3
5
3
2
2
4
2
3
1
9
9
8
5
2
1
1
 

87.1 

63.4 

54.5 

47 .5 

34.7 

31.7 

23.8 

22.8 

18.8 

8.9 

7 .9 

5.0 

2.0 

1.0 

1.0 

1995年選挙

順位

一
九
三

（
三
四
七
）

党派

自民公朋共産社会民社護憲さわやか諸派
鰭属

1 福祉厩生(+) 50.0 69.2 80.0 90.0 55.6 90.9 28.6 83.3 41.7 

2 住宅対策(+) 46.2 61.5 80.0 30.0 22.2 72. 7 14.3 50.0 25.0 

3 教育(+) 26.2 61.5 60.0 60.0 44.4 27.3 14.3 33.3 29.2 

4 防災安全(+) 30.8 53.8 40.0 50.0 66.7 9.1 14.3 50.0 33.3 

5 中小企業対策(+) 38.5 23.1 60.0 30.0 22.2 27 .3 16. 7 16. 7 

6 自然現境の保護(+) 19.2 40.0 20.0 22.2 36.4 14.3 29.2 

7 雇用対策(+) 15.4 15.4 20.0 40.0 22.2 54.5 16.7 12.5 

8 交通・運輸(+) 23.1 15.4 20.0 20.0 22.2 9.1 14.3 33.3 12.5 

9 社会基盤の整備(+) 26.9 15.4 10.0 10.0 22.2 14.3 16.7 16.7 

10 交通・運輸(-) 3.8 40.0 63.6 71.4 4.2 

11 経済一般 7.7 7.7 33.3 8.3 

11 近郊農業(+) 11.5 20.0 10.0 9.1 

11 減税，公共科金51下げ(+) 7.7 30.0 9.1 

14 財政改革(+) 7.7 7.7 11.1 

15 外交防箭

資料出所 各年度神戸市選挙管理委員会「選挙公報」より作成

注1 表15と同様

公約カテゴリー z
 

（％） 

14.3 

14.3 16.7 

71 61.2 

51 44.0 

49 42.2 

43 37.1 

32 27 .6 

25 21.6 

24 20.7 

21 18.1 

19 16 .4 

18 15.5 

7 6.0 

7 6.0 

7 6.0 

6 5.2 

0 0.0 



第
四
九
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

（
三
四
八
）

げ
(
+
)
」
そ
し
て
「
外
交
防
衛
」
で
あ
る
。
九
一
年
選
挙
で
、
後
者
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
順
位
が
高
か
っ
た
の
は
、
消
費
税
導
入
後

も
社
会
党
や
共
産
党
が
こ
の
問
題
を
追
求
し
て
い
た
こ
と
、
湾
岸
戦
争
に
よ
っ
て
日
本
の
国
際
貢
献
が
問
題
と
な
っ
た
の
を
契
機
と
し
て
、

自
衛
隊
の
海
外
派
遣
が
広
く
論
議
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
国
政
レ
ベ
ル
の
問
題
が
地
方
選
挙
に
持
ち
込
ま
れ
た
た
め
で
あ
る
。

交
通
・
運
輸
（
＋
）
や
社
会
基
盤
の
整
備
(
+
)
は
、
九
一
年
選
挙
で
は
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
を
抱
え
る
市
中
心
部
の
選
挙
区
（
今

回
の
被
災
区
に
相
当
）

で
も
言
及
率
が
高
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
市
街
地
の
復
興
問
題
と
の
関
係
が
深
い
の
で
、
震
災
後

の
選
挙
で
も
高
い
順
位
を
維
持
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
は
、
中
央
四
区
な
ど
市
街
地
の
復
興
問
題
を
抱
え
る
選
挙
区
で
は
、
言
及

率
が
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
選
挙
区
で
は
、
住
宅
、
中
小
企
業
・
雇
用
対
策
に
つ
い
て
の
言
及
率
が
上
昇
し
て
い
る
の
で
、
有
権
者

に
と
っ
て
よ
り
身
近
と
思
わ
れ
る
政
策
分
野
が
、
選
挙
公
約
と
し
て
設
定
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

順
位
の
変
動
が
一
ラ
ン
ク
以
内
に
留
ま
っ
た
の
は
、
「
福
祉
厚
生
(
+
)
」
「
教
育
（
＋
）
」
「
近
郊
農
業
(
+
)
」
「
自
然
環
境
の
保
護

(
＋
)
」
そ
し
て
「
経
済
一
般
」
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
前
者
の
ニ
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
前
回
の
選
挙
よ
り
言
及
率
を
下
げ
て
い
る
が
、
ど
の
選

挙
区
で
も
比
較
的
高
い
値
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
定
番
と
い
え
る
よ
う
な
選
挙
公
約
だ
と
い
え
る
。
近
郊
農
業
(
+
)
、
自
然

環
境
の
保
護
(
+
)
は
、
北
・
西
区
で
全
体
平
均
よ
り
も
高
い
言
及
率
と
な
っ
て
い
る
。
両
区
は
神
戸
市
の
周
辺
部
に
位
置
し
、
急
激
な

人
口
増
加
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
比
較
的
新
し
い
選
挙
区
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
区
で
は
、
自
然
も
多
く
残
っ
て
お
り
、
近
郊
農
業
も
盛
ん
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
地
理
的
な
特
性
が
、
こ
れ
ら
の
選
挙
公
約
の
言
及
率
を
押
し
上
る
要
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

両
区
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
と
が
、
社
会
基
盤
の
整
備
(
+
)
、
交

通
・
運
輸
（
＋
）

の
選
挙
公
約
の
言
及
率
の
高
さ
に
、
顕
著
に
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
両
区
で
は
震
災
に
よ
る
被
害
が

軽
微
で
あ
っ
た
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
被
災
区
で
言
及
率
の
高
い
住
宅
、
雇
用
、
中
小
企
業
対
策
へ
の
言
及
率
が
低

関
法

一
九
四



第
四
因
子
ま
で
分
析
に
用
い
た
。

会
派
で
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
ヘ
の
言
及
率
が
高
い
。

な
る
傾
向
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

一
九
五

一
応
の
と
こ
ろ
「
都
市
生
活
の
高
度
化
」
と
命
名
し
て
お
こ
う
。

い
。
ま
た
、
全
体
と
し
て
は
、
両
区
は
、
前
回
の
選
挙
の
と
き
と
比
べ
て
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
順
位
変
動
が
小
さ
く
、
他
の
選
挙
区
と
異

こ
の
よ
う
に
、
選
挙
公
約
の
設
定
の
さ
れ
方
は
、
選
挙
区
の
地
域
的
特
性
や
震
災
に
よ
る
被
害
程
度
の
違
い
と
関
係
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
政
党
間
の
選
挙
公
約
の
設
定
の
さ
れ
方
の
違
い
は
、
各
選
挙
区
へ
の
候
補
者
の
配
置
の
仕
方
と
関
係
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
す
べ
て
の
選
挙
区
か
ら
複
数
立
候
補
す
る
自
民
党
で
は
、
そ
の
言
及
率
が
、
全
体
の
言
及
率
に
か
な
り
近
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
交
通
・
運
輸
（
＿
）
に
つ
い
て
は
、
空
港
建
設
の
凍
結
、
中
止
を
求
め
た
当
初
予
算
に
反
対
し
た

こ
こ
で
主
成
分
分
析
に
よ
り
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
関
連
性
を
明
ら
か
に
し
、
い
く
つ
か
の
主
成
分
に
要
約
し
た
上
で
、
選
挙
公
約
の
設
定
の

さ
れ
方
に
つ
い
て
分
析
を
進
め
る
。
表
17
は
、
主
成
分
分
析
の
結
果
（
因
子
負
荷
行
列
）
で
あ
る
。
九
五
年
選
挙
で
は
言
及
の
な
か
っ
た

外
交
防
衛
を
除
い
て
十
四
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
投
入
し
、
固
有
値
一
以
上
で
七
因
子
が
検
出
さ
れ
た
。
説
明
率
は
七
一
・
四
％
と
な
っ
た
が
、

第
一
主
成
分
で
は
、
交
通
・
運
輸
（
＋
）
、
自
然
環
境
の
保
護
（
＋
）
、
近
郊
農
業
（
＋
）
、
経
済
一
般
、
教
育
（
＋
）
、
社
会
基
盤
の
整

備
(
+
)

で
、
負
荷
量
が
大
き
い
。
先
ほ
ど
の
分
析
よ
り
、
こ
れ
ら
は
、
ど
の
選
挙
区
に
も
見
ら
れ
る
比
較
的
言
及
率
の
高
い
カ
テ
ゴ

リ
ー
で
あ
る
か
、
市
周
辺
部
の
選
挙
区
で
言
及
率
が
高
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
含
ま
れ
る
。
同
時
に
、
こ
れ
ら
は
順
位
変
動
が
小
さ
い
カ
テ
ゴ

リ
ー
で
も
あ
っ
た
。
雑
多
な
印
象
が
持
た
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、

第
二
主
成
分
で
は
、
中
小
企
業
対
策
（
＋
）
、
住
宅
対
策
（
＋
）
、
福
祉
厚
生
（
＋
）
、
雇
用
対
策
（
＋
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

で
、
負
荷
量
が
大
き
い
。
こ

れ
ら
は
、
議
会
審
議
で
活
発
に
議
論
さ
れ
た
対
策
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
後
の
政
府
へ
の
要
望
書
の
内
容
と
も
一
致
し
て
い
る
の
で
、
「
被

（
三
四
九
）



表17 主成分分析の結果（因子負荷行列）

選挙公約カテゴリー

交通・運輸(+)

自然環境の保護(+)

近郊農業（＋ ）

経済一般

教育(+)

社会基盤の整備(+)

中小企業対策(+)

住宅対策(+)

福 祉厚生（＋）

雇 用対策（＋）

交通・運輸(-)

防災安全（＋）

減税，公共料金の引下げ（＋）

財 政改革（＋）

二
:
：
万
三
三

第 第二主成分 第三主成分

-0.09 

0.28 

0.31 

ビ
0.17 

-0.21 

-0.01 

0.07 

0.16 

-0.18 

喜
-0.31 

第四主成分

-0.32 

-0.09 

-0.09 

-0.27 

亨
-0.25 

-0.06 

［ 
-0.39 

-0.35 

0.24 

0.39 

0.22 

関
法

第
四
九
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

固

説

有

明 ヽ`＇’％
 

ヽ
~

値

率

2.12 

15.1 

1.85 

13.2 

1.50 

10.7 

1.24 

8.9 

選
挙
区
（
東
灘
、
灘
、
中
央
、
兵
庫
、
長
田
、
須
磨
）

の
候
補
者

政
治
団
体
の
候
補
者
と
そ
の
他
の
候
補
者
、
被
害
程
度
の
大
き
い

の
候
補
者
と
そ
の
他
の
候
補
者
、
当
初
予
算
に
反
対
し
た
政
党

傾
向
の
違
い
を
調
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
現
職
議
員

よ
っ
て
析
出
さ
れ
た
主
成
分
得
点
を
も
と
に
、
各
グ
ル
ー
プ
間
の

次
に
、
候
補
者
の
グ
ル
ー
プ
化
を
行
な
い
、
主
成
分
分
析
に

持
つ
の
で
、
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
の
軸
だ
と
い
え
る
。

第
四
主
成
分
で
は
、
教
育
と
福
祉
が
比
較
的
大
き
な
負
荷
量
を

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

防
災
の
拠
点
と
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
、
そ
う
し
た
こ
と
と
関
係

ラ
ス
に
作
用
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
震
災
後
、
市
長
は
空
港
を

負
荷
量
が
見
ら
れ
る
。
空
港
建
設
は
一
時
的
し
ろ
神
戸
経
済
に
プ

軸
で
は
、
経
済
一
般
と
防
災
安
全
(
+
)

で
、
や
や
大
き
な
負
の

の
ま
ま
「
空
港
建
設
の
中
止
・
凍
結
」
の
軸
だ
と
い
え
る
。
こ
の

あ
り
、
内
容
的
に
は
空
港
建
設
の
中
止
・
凍
結
で
あ
る
の
で
、
そ

第
三
主
成
分
で
は
、
交
通
・
運
輸
（
一
）

災
者
支
援
」
の
軸
だ
と
い
え
る
。 一

九
六

で
負
荷
量
が
最
大
で

（
三
五
0
)



阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

約
と
し
て
設
定
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

一
九
七

と
被
害
程
度
が
小
さ
い
選
挙
区
（
北
区
、
西
区
、
垂
水
区
）
の
候
補
者
に
つ
い
て
比
較
す
る
。
ニ
グ
ル
ー
プ
の
平
均
点
の
有
意
差
を
調
べ

る
t
検
定
を
行
っ
た
結
果
、
表
1
8
の
と
お
り
、
現
職
議
員
の
候
補
者
と
そ
の
他
の
候
補
者
に
つ
い
て
は
、
有
意
水
準
を

O
・
O
五
未
満
と

し
た
場
合
、
帰
無
仮
説
は
棄
却
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
統
計
的
に
み
て
、
両
グ
ル
ー
プ
間
の
選
挙
公
約
の
設
定
の
仕
方
に
大
き

な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
現
職
以
外
の
候
補
者
も
、
議
員
と
な
る
た
め
に
後
援
会
組
織
を
作
り
、
自
治
会
や
政
党
の

活
動
を
と
お
し
て
議
員
と
な
る
た
め
の
一
定
の
訓
練
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
選
挙
公
約
の
設
定
の
仕
方
が
現
職
議
員
と
大

(78) 

き
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
何
ら
か
の
有
意
差
が
検
出
さ
れ
た
。
当
初
予
算
に
た
い
し
て
異
な
る
意
見
表
明
を
行
っ
た
二
つ

の
政
党
群
に
属
す
る
候
補
者
に
つ
い
て
は
、
有
意
水
準
を

O
・
O
五
未
満
と
し
た
場
合
、
空
港
建
設
の
中
止
・
凍
結
に
関
し
て
、
帰
無
仮

説
は
棄
却
さ
れ
た
。
や
は
り
、
空
港
建
設
に
つ
い
て
凍
結
や
中
止
を
議
会
審
議
で
主
張
し
た
政
党
・
政
治
団
体
に
属
す
る
候
補
者
の
ほ
う

が
、
選
挙
過
程
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
問
題
を
選
挙
公
約
に
組
み
込
み
、
有
権
者
に
主
張
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
、

こ
の
軸
で
は
、
交
通
・
運
輸
(
-
)
と
対
立
す
る
と
思
わ
れ
る
、
交
通
・
運
輸
（
＋
）
が
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
負
荷
量
を
持
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
、
空
港
建
設
反
対
を
述
べ
る
議
員
で
も
そ
れ
以
外
の
交
通
・
運
輸
対
策
の
推
進
を
訴
え
る
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
、
前
回
の
選

挙
で
は
空
港
建
設
の
推
進
を
選
挙
公
約
に
掲
げ
る
候
補
者
が
見
ら
れ
た
が
、
今
回
は
、
そ
う
す
る
候
補
者
も
な
く
、
こ
の
問
題
を
選
挙
公

被
害
程
度
の
異
な
る
二
つ
の
選
挙
区
群
に
属
す
る
候
補
者
に
つ
い
て
は
、
第
一
、
第
二
、
第
四
主
成
分
で
、
同
様
の
水
準
で
、
有
意
な

差
が
検
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
被
害
程
度
が
小
さ
い
選
挙
区
で
は
、
「
都
市
生
活
の
高
度
化
」
、
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
を
被
害
程

度
の
大
き
い
選
挙
区
で
は
、
「
被
災
者
支
援
」
を
選
挙
公
約
に
設
定
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
図
4
は
神
戸
市
の
全
世
帯
ア
ン
ケ
ー
ト
（
平

（
三
五
一
）



表18 各グループ間の主成分得点平均の差

選挙公的の次元

グ）レー1 z
 

椙市生活の高度化
平均値 簾連偏差

彼災者支援
平均値 標進偏差

の中止・凍緒
標農偏差

行政サービスの充実
平均値 標携偏差

新人・元巖

現職議員

5
9
5
7
 

-0.031 0.941 

0.030 1.061 

灌＝ー0.330

P値=0.742

-0.015 0.960 

0.014 1.045 

灌＝ー0.155

P値=0.877

-0.021 0.958 

0.020 1.047 

t値＝ー0.219

P値=0.827

-0.037 1.006 

0.036 1.002 

灌＝一0.391

P値=0.697

選挙公約の次元

グループ z
 

都市生活の高度化
平均値 累憔偏差

被災者支援
平均値 標憔眉差

空悟建設の中止・凍緒
平均値 標進饂差

行政サービスの充実
平均値 標携偏差

関
法

第
四
九
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

罪予算に賛成

当枡予算に反対

8
8
2
8
 

0.061 1.002 

-0.191 0.988 

灌=1.163

P値=0.247

-0妍7 0.964 

0.242 1.089 

I値＝一1.480

P値=0.142

-0.306 0, 786 

0.962 1.003 

灌＝一6.940

p値=0,000

0.092 0.911 

-0.290 1.212 

灌=l.781

P値=0.078

選挙公杓の次元

グループ z
 

椙市生活の高度化
平均値 標憔偏差

彼災者支援 空港建設の中止・凍緒
平均値 纂憔偏差 平均値 標憔偏差

行政サービスの充実
平均値 標憔偏差

彼害小の選挙屈

彼害大の選挙区
4
4
7
2
 

0.627 1.245 

-0.383 0.537 

灌=5.096

p値=0.000

-0.333 0.690 

0.204 1.105 

t値=3.221

P値=0.002

-0.037 1.201 

0.023 0.863 

灌＝ー0.309

P値=0.758

0.234 1.072 

-0.143 0.932 

灌=2.000

P値=0.048

ま
ず
、
議
会
活
動
を
と
お
し
て
議
員
た
ち
が
提

こ
れ
ま
で
の
分
析
か
ら
次
の
こ
と
が
い
え
る
。

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

の
設
定
の
さ
れ
方
が
住
民
ニ
ー
ズ
を
よ
く
反
映

く
と
も
被
災
者
支
援
の
次
元
で
は
、
選
挙
公
約

求
め
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
ゆ
え
に
、
少
な

て
も
被
災
区
の
住
民
の
ほ
う
が
支
援
策
を
強
く

し
た
が
っ
て
、
選
挙
が
行
わ
れ
た
時
期
に
お
い

が
進
ん
で
い
る
と
は
感
じ
る
住
民
は
少
な
い
。

で
も
被
害
の
程
度
が
大
き
い
選
挙
区
で
、
復
興

性
は
薄
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ

状
況
に
つ
い
て
の
住
民
の
認
識
と
の
間
に
関
連

て
い
る
た
め
、
被
害
の
程
度
と
、
復
興
の
進
捗

い
る
住
民
を
一
っ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
集
計
し

の
調
査
で
あ
り
、
市
外
ヘ
一
時
的
に
避
難
し
て

（
三
五
二
）

成
八
年
五
月
）
の
結
果
を
選
挙
区
別
に
集
計
し

(79) 

た
も
の
で
あ
る
。
震
災
か
ら
約
一
年
半
経
過
後

一
九
八



図4 復興についての住民意識
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
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神
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（
三
五
三
）

挙
公
約
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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謹 灘 中央鶏北長田耀

資料出所平成 8年度神戸市民全世帯アンケート

注1 「近所や商店街の賑わい」「家族や近親者の就業状況」は，それぞれ項目で「震災前

の状態にまで回復している」と回答した人の割合。

注2 「住宅建設・住宅環境」は，神戸市に求められる中長期的計画としてあげた人の割合。

注3 「工事現場や道路の危険」は，地域で最近困っていることとしてあげた人の割合。

た
限
り
で
は
、
地
方
レ
ベ
ル
で
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
次
元
で
選

公
約
の
設
定
の
さ
れ
方
が
「
政
党
の
政
策
の
違
い
を
か
な
り
正
確

函）、

に
反
映
し
て
い
る
」
と
さ
れ
る
力
今
回
の
選
挙
公
約
を
分
析
し

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
国
政
レ
ベ
ル
で
は
各
政
党
の
選
挙

さ
ら
に
は
被
害
状
況
の
相
違
と
い
う
二
つ
の
要
因
に
分
け
ら
れ
る

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
今
回
の
分
析
で
は
、
そ
れ
を
明
ら
か
に

な
の
か
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
な
の
か
と
い
っ
た
都
市
機
能
の
相
違
、

と
い
え
る
。
こ
う
し
た
選
挙
公
約
決
定
要
因
は
、
さ
ら
に
市
街
地

域
的
特
性
や
そ
れ
と
関
連
の
深
い
住
民
ニ
ー
ズ
と
関
係
し
て
い
る

垂水

ま
た
、
今
回
の
選
挙
で
の
選
挙
公
約
の
設
定
の
さ
れ
方
は
、
地

課
題
に
す
る
と
有
権
者
に
主
張
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

酉

議
を
と
お
し
て
提
起
し
て
き
た
問
題
を
継
続
し
て
議
員
や
議
会
の

員
た
ち
が
、
中
央
政
府
や
市
長
に
た
い
し
て
、
要
望
書
や
議
会
審

が
っ
て
、
全
体
と
し
て
、
候
補
者
た
ち
は
、
そ
れ
ま
で
議
会
や
議

主
成
分
（
説
明
率
の
合
計
二
三
・
九
％
）

に
表
れ
て
い
る
。
し
た

起
し
た
被
災
者
へ
の
支
援
策
と
空
港
建
設
問
題
が
、
第
二
、
第
一



第
四
九
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

選
挙
結
果
と
そ
の
後
の
議
会

者
は
震
災
対
策
で
失
点
を
重
ね
た
政
府
を
批
判
し
、
他
の
政
党
や
政
治
団
体
へ
投
票
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
五
四
）

選
挙
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
自
民
党
の
得
票
率
は
前
回
よ
り
六

・
O
％
低
下
し
、
四
議
席
を
失
っ
た
。

一
九
九
四
年
の
社
会

党
兵
庫
県
本
部
の
分
裂
後
初
の
市
議
選
と
な
っ
た
社
会
党
、
護
憲
社
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
候
補
者
を
増
や
し
た
が
、
得
票
率
の
合
計
は
前
回

よ
り

0
・
八
％
低
下
し
た
。
新
党
さ
き
が
け
は
、
無
所
属
で
立
候
補
し
た
候
補
者
を
含
め
、
五
人
を
擁
立
し
た
が
全
員
落
選
し
た
。
と
こ

ろ
で
、
戦
後
、
神
戸
市
で
行
わ
れ
た
衆
・
参
議
院
選
と
市
議
選
で
の
各
政
党
の
得
票
率
の
変
化
を
分
析
し
た
依
田
博
氏
に
よ
れ
ば
、
近
年

で
は
各
レ
ベ
ル
の
選
挙
で
の
政
党
の
得
票
率
が
一
致
す
る
傾
向
に
あ
り
、
神
戸
市
の
有
権
者
の
投
票
行
動
が
「
政
党
ラ
ベ
ル
」
に
基
づ
く

(81) 

も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
今
回
の
選
挙
で
敗
北
し
た
政
党
の
パ
タ
ー
ン
は
、
当
時
の
連
立
政
権
の
構
成
と
等
し
い
こ
と
か
ら
、
有
権

こ
う
し
た
批
判
票
を
獲
得
し
た
の
は
、
震
災
後
野
党
色
を
強
め
た
共
産
党
で
あ
り
、
現
職
一
人
を
含
む
四
人
が
当
選
し
た
さ
わ
や
か
神

戸
・
市
民
の
会
で
あ
っ
た
。
今
回
の
選
挙
公
約
を
見
る
限
り
、
有
権
者
が
候
補
者
た
ち
の
選
挙
公
約
の
差
異
を
知
る
こ
と
は
、
空
港
建
設

問
題
を
含
む
市
政
批
判
を
除
い
て
は
困
難
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
空
港
建
設
の
続
行
に
異
議
を
唱
え
る
政
党
・
政
治
団
体
が
、

議
席
数
を
伸
ば
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
戦
略
的
な
観
点
か
ら
み
る
と
、
選
挙
公
約
の
上
で
他
の
政
党
と
差
別
化
を
図
っ
た
こ
と
が
功
を
奏

し
た
と
い
え
る
。
な
お
、
ど
の
党
派
に
も
属
さ
な
い
当
選
者
は
、
タ
レ
ン
ト
出
身
の
候
補
者
一
人
の
み
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
身
の

候
補
者
な
ど
は
大
き
な
流
れ
を
作
り
出
す
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
全
体
と
し
て
選
挙
公
約
が
「
震
災
対
策
の
継
続
」
と
い
う
傾
向
を

も
っ
て
い
た
た
め
、
候
補
者
や
そ
の
所
属
政
党
の
実
績
や
経
験
と
い
う
点
が
、
候
補
者
選
択
の
基
準
と
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

が
、
無
所
属
で
出
馬
し
た
連
合
系
の
候
補
者
が
当
選
す
る
な
ど
し
て
、
改
選
時
議
席
か
ら
一
議
席
を
減
ら
す
に
と
ど
ま
っ
た
。
確
か
に
、

3
 公

明
は
候
補
者
の
半
数
以
上
が
新
人
議
員
で
あ
っ
た
が
、
全
員
当
選
を
果
た
し
た
。
兵
庫
民
社
は
議
長
経
験
の
あ
る
議
員
が
落
選
し
た

関
法

二
0
0



表19 神戸市議会の会派構成 1995年6月（改選後）

会 派 名 議席数

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

議席率（％）

公明

新こうべ 21

自民党

兵庫民社

共産党

こうべ市民連合

護 憲 社 会

さわやか神戸・市民の会

無所属

1
3
1
1
1
1
1
0
1
0
7
4
4
2
 

18.1 

15.3 

15.3 

13.8 

13.8 

9.7 

5.6 

5.6 

2.8 

計 72 100 

資料出所神戸市市会事務局 議員名簿より作成

い
う
契
約
を
結
ん
だ
と
い
え
る
。

介
議
員
に
な
る
な
ど
し
て
い
る
。

二
0

今
回
の
選
挙
で
は
、
オ
ー
ル
与
党
体
制
と
呼
ば
れ
た
議
会
ー
行
政
関
係
及
び
会
派
関
係
を
改
め
よ
う
と
い
う
有
権
者
の
意
向
が
働
い
た
こ

と
は
確
認
で
き
た
が
、
そ
れ
に
大
幅
な
変
更
を
加
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
選
挙
公
約
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、

各
選
挙
区
の
地
域
特
性
や
震
災
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
住
民
の
要
望
を
反
映
し
て
お
り
、
ま
た
選
挙
前
の
議
会
審
議
で
も
住
宅
対
策
や
産
業

支
援
対
策
な
ど
が
広
く
議
論
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
鑑
み
る
と
、
こ
の
選
挙
過
程
を
通
し
て
出
力
さ
れ
た
政
策
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
―
つ
は
、

震
災
対
策
の
継
続
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
選
挙
で
当
選
し
た
議
員
は
、
有
権
者
に
た
い
し
て
、
継
続
し
て
震
災
対
策
に
取
り
組
む
と

民
党
の
名
称
が
消
え
、
「
新
こ
う
べ

21
」
と
な
っ
た
。
社
会
党
と
兵
庫
民
社
は
県
議

会
で
は
統
一
会
派
を
組
ん
で
お
り
、
社
会
党
も
会
派
名
か
ら
政
党
名
を
消
し
「
こ
う

べ
市
民
連
合
」
と
す
る
こ
と
で
、
兵
庫
民
社
と
の
統
一
会
派
を
望
ん
だ
と
さ
れ
る
が
、

兵
庫
民
社
は
独
自
に
会
派
を
結
成
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
会
派
再
編
は
既
存
の

会
派
関
係
に
変
更
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
議
長
選
挙
で
は
、
従
来
ど

お
り
自
社
公
民
か
ら
議
長
、
副
議
長
が
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
野
党
と
な
っ
た
三
会

派
が
政
策
協
定
を
結
ぶ
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
議
長
候
補
を
た
て
た
が
、

空
港
建
設
問
題
な
ど
に
つ
い
て
は
協
調
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
共
同
で
請
願
の
紹

（
三
五
五
）

選
挙
後
、
自
民
党
平
成
会
は
、
新
進
党
の
候
補
者
と
会
派
を
結
成
し
た
た
め
、
自



一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
っ
た
。
危
機
管
理
活
動
は
、
予
防
段

(82) 

階
、
即
応
救
急
段
階
、
復
旧
段
階
、
そ
し
て
復
興
段
階
の
四
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
が
、
彼
ら
の
危
機
管
理
活
動
は
、

要
望
書
の
内
容
や
一
連
の
活
動
か
ら
判
断
す
る
と
、
復
旧
・
復
興
段
階
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

議
会
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
と
す
る
一
連
の
対
応
は
、
執
行
部
に
議
会
や
議
員
の
存
在
を
市
長
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
震
災
対
策
が
行
政
組
織
だ

け
で
進
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
認
識
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
自
治
体
政
府
の
震
災
対
策
を
進
め
る
上
で
、
議
会
（
も
し
く
は
議
会

チ
ェ
ン
ジ
し
た
の
で
あ
り
、
政
府
か
ら
の
援
助
を
獲
得
す
る
た
め
に
、

第
四
九
巻
第
ニ
・
―
-
＿
合
併
号

二
0
ニ

こ
れ
ま
で
の
分
析
か
ら
、
震
災
に
た
い
す
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動
及
び
彼
ら
が
果
た
し
た
役
割
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
ず
地
震
発
生
直
後
か
ら
の
議
会
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
行
動
は
、
「
危
機
」
を
早
い
時
点
で
察
知
し
、
組
織
的
に
そ
れ
に
対
応

し
よ
う
と
す
る
行
動
で
あ
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
危
機
管
理
の
要
素
を
多
分
に
含
む
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
際
の
彼
ら
の
基
本

的
な
目
標
は
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
社
会
・
産
業
基
盤
の
早
期
復
興
に
あ
り
、
市
長
に
た
い
し
て
政
府
へ
の
要
望
活
動
の
重
要
性
を
主
張

し
、
そ
の
役
割
を
議
員
た
ち
が
担
う
と
提
案
し
た
。
こ
う
し
た
議
会
リ
ー
ダ
ー
ら
の
ア
イ
デ
ア
は
、
議
長
と
い
う
特
殊
な
地
位
に
よ
り
、

市
の
幹
部
職
員
や
各
会
派
代
表
者
な
ど
の
議
会
の
サ
プ
・
リ
ー
ダ
ー
た
ち
を
動
員
し
て
要
望
書
を
作
成
し
、
実
際
に
要
望
活
動
を
行
う
た

め
の
災
害
対
策
委
員
会
を
設
置
す
る
な
ど
、
震
災
に
た
い
す
る
議
会
の
組
織
的
な
対
応
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
。

災
害
な
ど
の
緊
急
時
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
発
揮
さ
れ
や
す
い
組
織
形
態
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
同
委
員
会
が
、

各
会
派
の
代
表
や
市
会
運
営
委
員
会
委
員
な
ど
議
会
に
お
い
て
一
定
の
役
職
に
あ
る
議
員
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
と

無
関
係
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
会
議
体
と
し
て
の
議
会
は
災
害
対
策
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
機
動
力
を
も
っ
た
活
動
体
へ
と
ギ
ア

関
法

結

論

（
三
五
六
）



阪
神
・
淡
路
大
霙
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

民
個
人
や
自
治
会
か
ら
直
接
行
政
当
局
に
要
望
す
る
よ
り
も
、
議
員
に
よ
っ
て
取
り
次
が
れ
た
ほ
う
が
「
よ
り
迅
速
で
、
よ
く
確
実
な
実

施
を
確
保
」
で
き
、
「
行
政
当
局
者
が
住
民
の
要
望
に
た
い
し
て
よ
り
積
極
的
に
応
答
す
る
傾
向
を
み
せ
る
」
か
ら
だ
と
さ
れ
和
。
い
ず

ち
が
こ
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
の
は
、

可
能
と
し
た
一
要
因
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

一
般
に
議
員
た
ち
が
、
住
民
の
要
求
を

の
代
表
的
な
メ
ン
バ
ー
）
を
相
対
的
に
自
律
的
な
存
在
に
し
た
と
い
え
る
。
自
治
体
政
府
の
政
策
形
成
に
お
け
る
議
会
審
議
の
影
響
力
を

評
価
す
る
論
者
た
ち
は
、
執
行
部
と
議
会
の
意
思
の
基
本
的
な
一
致
や
議
会
事
前
手
続
き
の
存
在
と
い
っ
た
議
会
審
議
の
前
過
程
の
発
達

(83) 

に
よ
り
、
条
例
案
や
予
算
案
の
否
決
や
修
正
が
顕
在
化
し
な
い
と
い
う
見
方
を
す
る
。
地
方
議
会
の
影
響
力
に
関
す
る
仮
説
は
、
そ
の
影

響
力
を
測
定
す
る
た
め
に
は
、
議
会
審
議
以
前
の
過
程
に
注
意
を
払
う
よ
う
指
摘
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
と
お
り
、

少
な
く
と
も
議
会
リ
ー
ダ
ー
（
議
会
）
は
、
い
く
つ
か
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
執
行
部
と
の
間
で
早
く
か
ら
そ
の
方
針
を
共
有
し
て
い
た
。

つ
ま
り
、
社
会
、
産
業
基
盤
の
早
期
復
興
を
目
標
と
す
る
彼
ら
の
活
動
は
、
両
者
間
に
お
い
て
、
自
治
体
政
府
の
地
震
対
策
を
め
ぐ
っ
て

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
形
成
を
促
進
さ
せ
る
と
い
う
副
次
的
な
効
果
を
も
た
ら
し
、
震
災
後
の
議
会
日
程
の
短
縮
化
や
ス
ム
ー
ズ
な
審
議
を

し
か
し
な
が
ら
、
議
員
た
ち
の
活
動
を
時
系
列
的
に
配
置
し
た
と
き
、
議
会
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
活
動
が
徐
々
に
終
息
に
向
か
っ
た
の
と

は
対
照
的
に
、
選
挙
区
や
住
民
の
直
接
的
な
利
益
を
重
視
す
る
議
員
た
ち
の
活
動
は
、
地
震
発
生
以
降
、
選
挙
区
活
動
、
議
会
活
動
、
選

挙
活
動
と
い
っ
た
各
場
面
で
観
察
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
利
益
を
重
視
す
る
彼
ら
の
基
本
的
な
活
動
ス
タ
イ
ル
の
―
つ
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
の

把
握
に
努
め
、
公
式
、
非
公
式
的
に
住
民
の
要
望
を
行
政
に
取
り
次
ぐ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

取
り
次
ぎ
、
そ
う
し
た
要
望
に
関
し
て
行
政
当
局
に
よ
る
実
施
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
議
員
た
ち
の
典
型
的
な
日
常
活
動
に
数
え
ら
れ
る
。

議
員
に
よ
っ
て
取
り
次
が
れ
る
問
題
の
多
く
は
私
的
な
問
題
で
あ
っ
た
り
、
行
政
裁
量
の
範
囲
内
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
議
員
た

(84) 

―
つ
に
は
住
民
が
「
行
政
へ
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
」
に
不
案
内
で
あ
る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
住

二
0
三

（
三
五
七
）



第
四
九
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

と
結
び
つ
け
よ
う
と
し
て
、
そ
う
し
た
期
待
に
で
き
る
限
り
応
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

（
三
五
八
）

れ
に
せ
よ
、
要
望
を
依
頼
す
る
側
は
議
員
の
も
つ
一
定
の
能
力
に
何
ら
か
の
期
待
を
寄
せ
、
議
員
は
、
そ
の
活
動
を
何
ら
か
の
形
で
集
票

議
員
た
ち
の
再
選
欲
求
か
ら
導
か
れ
る
そ
う
し
た
行
動
は
、
災
害
時
と
い
う
文
脈
で
は
、
ま
た
別
の
効
果
を
生
み
出
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
被
災
地
で
は
大
量
の
住
民
ニ
ー
ズ
が
発
生
し
て
い
た
が
、
政
府
や
自
治
体
政
府
の
対
策
が
打
ち
出
さ
れ
る
に
は
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ

る
た
め
、
被
災
者
は
大
き
な
不
安
に
襲
わ
れ
る
。
議
員
た
ち
が
彼
ら
の
要
望
の
代
弁
者
と
し
て
の
ポ
ー
ズ
を
示
す
こ
と
は
、
少
な
く
と
も

(86) 

極
度
の
不
安
を
抱
え
る
被
災
者
に
心
理
的
満
足
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
行
政
が
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
そ

う
し
た
ニ
ー
ズ
を
伝
え
る
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
と
き
に
、
議
員
た
ち
が
そ
の
代
替
的
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
も
で
き
た
と
思
わ
れ
、
実
際
、
そ
う
し
た
効
果
を
生
み
だ
し
た
で
あ
ろ
う
。
議
長
が
提
案
し
た
窓
ロ
一
本
化
方
式
は
、
再
選
を
意
識
す

る
議
員
た
ち
の
活
動
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
以
上
の
よ
う
な
効
果
を
、
議
会
の
組
織
的
な
活
動
へ
と
結
び
つ
け
る
試
み
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

だ
が
、
少
な
く
と
も
議
会
審
議
以
前
ま
で
の
議
会
リ
ー
ダ
ー
や
神
戸
市
会
災
対
委
の
活
動
に
、
選
挙
区
レ
ベ
ル
の
議
員
活
動
が
組
み
込

ま
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
く
、
議
会
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
自
ら
が
設
定
し
た
明
確
な
目
標
の
も
と
で
議
会
の
サ
プ
・
リ
ー
ダ
ー
や
市
職
員

な
ど
の
人
的
資
源
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
組
織
的
に
、
非
ル
ー
テ
ィ
ン
的
な
政
府
へ
の
要
望
活
動
を
指
向
し
た
。
そ
の
結
果
、
選
挙

区
レ
ベ
ル
で
活
動
す
る
議
員
た
ち
の
関
係
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
彼
ら
の
活
動
は
、
議
員
個
人
が
も
つ
活
動
リ
ソ
ー
ス
の
範
囲
内

で
、
例
え
ば
、
行
政
と
の
パ
イ
プ
を
利
用
し
た
要
望
活
動
の
範
囲
に
留
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
た
と
え
彼
ら
が
十
分
な
危
機

意
識
を
抱
い
て
い
た
と
し
て
も
、
震
災
時
の
彼
ら
の
活
動
は
、
日
常
的
な
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
形
式
を
超
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
も
い
え

る
の
で
あ
る
。

関
法

二
0
四



阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

れ
、
選
挙
後
も
引
き
続
き
議
員
や
議
会
の
課
題
と
な
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。

二
0
五

そ
う
し
た
議
員
た
ち
の
活
動
が
一
定
の
成
果
を
見
せ
た
の
は
、
議
会
活
動
が
開
始
さ
れ
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
議
会
審
議
で
、
彼
ら
は
、

行
政
に
よ
る
対
応
が
、
予
算
・
条
例
議
案
に
よ
っ
て
議
会
に
十
分
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
住
宅
対
策
や
産
業
対
策
を
問
題
に
し
、
そ
の
い

く
か
を
政
府
へ
の
要
望
書
に
も
反
映
さ
せ
た
が
、
同
時
に
そ
れ
は
市
長
に
た
い
す
る
「
要
望
書
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

議
員
た
ち
は
そ
う
し
た
形
態
を
と
り
な
が
ら
、
中
央
・
自
治
体
政
府
が
進
め
る
危
機
管
理
活
動
に
何
ら
か
の
影
響
力
を
行
使
し
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
う
し
た
問
題
は
、
選
挙
過
程
に
お
い
て
も
、
選
挙
公
約
と
し
て
、
多
く
の
候
補
者
に
よ
っ
て
有
権
者
に
主
張
さ

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
神
戸
市
会
議
員
た
ち
の
活
動
に
つ
い
て
見
る
と
き
、
彼
ら
が
果
た
し
た
役
割
は
、
自
治
体
の
利
益
や
住
民
ニ
ー
ズ

を
集
約
し
、
そ
れ
を
公
式
・
非
公
式
の
場
で
、
再
表
現
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
地
震
発
生
直
後
、
中
央
政
府
は
、
震
災
当
日

か
ら
具
体
的
な
政
策
立
案
の
た
め
の
情
報
は
お
ろ
か
、
被
害
状
況
す
ら
把
握
す
る
の
に
多
く
の
時
間
を
要
し
た
。
国
会
で
の
集
中
審
議
に
、

神
戸
市
会
の
要
望
書
が
多
用
さ
れ
た
と
い
う
証
言
は
、
市
会
が
要
望
書
と
い
う
形
で
神
戸
市
の
利
益
を
集
約
し
、
そ
れ
を
中
央
政
府
に
た

い
し
て
政
策
情
報
を
入
力
す
る
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
議
員
た
ち
が
、
少
な
く
と
も
被
災
者
や
産
業
界
へ
の
支
援

策
に
つ
い
て
は
、
非
公
式
に
行
政
に
要
望
し
た
り
、
議
会
で
議
論
し
、
そ
れ
を
政
府
へ
の
要
望
書
に
反
映
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
住
民
の
直

接
的
な
利
益
を
再
表
現
す
る
行
動
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
議
会
や
議
員
が
も
つ
と
さ
れ
る
「
表
現
の
機
能
」
を
、
彼
ら
は
「
危
機
」

(87) 

の
中
で
高
め
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
多
く
の
制
約
の
中
で
も
、
そ
れ
を
試
み
た
と
い
え
る
。
だ
が
、
そ
う
し
た
議
員
た
ち
の
行
動

が
、
そ
の
後
の
震
災
対
策
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
生
み
出
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
調
査
、
分
析

震
災
後
の
議
会
審
議
で
も
議
論
さ
れ
た
神
戸
空
港
建
設
問
題
は
、
そ
の
後
一
九
九
七
年
の
市
長
選
挙
で
も
争
点
化
し
、
空
港
建
設
を
推

（
三
五
九
）



払
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
四
九
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

進
す
る
笹
山
市
長
（
自
民
、
社
民
、
公
明
、
民
主
、
新
進
推
薦
）
に
た
い
し
、
空
港
建
設
反
対
を
選
挙
公
約
に
掲
げ
る
新
人
候
補
者
（
新

社
会
、
共
産
推
薦
）
が
争
い
、
現
職
市
長
が
四
万
票
の
僅
差
で
勝
利
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
大
規
模
な
住
民
運
動
へ
と
発
展
し
、

九
八
年
に
は
住
民
投
票
条
例
制
定
の
請
求
に
向
け
て
約
三

0
万
人
が
署
名
を
行
っ
た
が
、
こ
の
請
求
は
空
港
建
設
推
進
派
が
多
数
を
占
め

る
議
会
に
よ
っ
て
否
決
さ
れ
た
。
九
九
年
の
市
会
議
員
選
挙
で
は
、
そ
う
し
た
議
会
の
判
断
に
た
い
し
て
、
有
権
者
の
態
度
表
明
に
注
目

が
集
ま
っ
た
が
、
選
挙
の
結
果
、
空
港
建
設
中
止
・
凍
結
の
態
度
を
示
す
議
員
は
、

住
民
投
票
条
例
請
求
に
向
け
て
署
名
を
行
っ
た
す
べ
て
の
有
権
者
が
、
空
港
建
設
に
反
対
の
意
思
を
持
っ
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
が
、
住

民
運
動
が
そ
の
ま
ま
選
挙
結
果
に
強
く
反
映
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
多
様
な
機
能
を
備
え
る
大
都
市
に
は
、
多
様
な
利
益
が
存

在
す
る
の
で
あ
り
、
有
権
者
は
こ
う
し
た
点
も
考
慮
し
な
が
ら
投
票
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
選
挙
を
と
お
し
て
、
有
権

者
が
、
空
港
建
設
問
題
に
な
お
も
関
心
を
持
ち
続
け
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
今
後
の
神
戸
市
の
対
応
に
も
注
意
を

(
1
)

山
川
雄
巳
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
（
『
関
西
大
学
法
学
論
集
」
第
四
七
巻
第
五
号
、
一
九

九
七
）
、
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P
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i
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を
参
照
。
こ
の
中
で
、
山
川
教
授
は
、
時
間
の
経
過
に
伴
う
危
機
の
性
質
の
変
化
に
着
目
し
な
が
ら
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
前
首
相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
及
び
政
府
の
危
機
管
理
活
動
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。

(2)

自
治
体
職
員
の
被
災
状
況
や
震
災
時
の
行
動
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
と
し
て
は
、
依
田
博
、
久
米
郁
男
、
苅
谷
寿
夫
「
『
震
災
と
行
政
シ
ス
テ

ム
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
』
の
研
究
報
告
」
（
『
兵
庫
県
政
学
』
第
一
号
、
一
九
九
五
年
八
月
、
第
二
号
、
一
九
九
六
年
三
月
）
が
あ
る
。

(3)

神
戸
市
史
を
整
理
す
る
際
、
基
礎
資
料
と
し
て
神
戸
市
編
『
神
戸
市
史
』
、
神
戸
市
会
事
務
局
編
『
神
戸
市
会
史
』
を
用
い
た
。

(4)

池
田
清
『
神
戸
都
市
財
政
の
研
究
』
（
学
文
社
、
一
九
九
七
年
）
、
一
七
八
ー
ニ
0
二
頁
を
参
照
。

関
法

一
九
人
か
ら
二
四
人
へ
と
微
増
す
る
に
留
ま
っ
た
。

二
0
六

（
三
六
0
)



阪
神
・
淡
路
大
緩
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

一
九
九
五
年
、
三
二
頁
を
参
照
。

二
0
七

（
三
六
一
）

(
5
)

蓮
見
音
彦
「
神
戸
市
の
都
市
形
成
」
（
蓮
見
音
彦
、
似
田
貝
香
門
、
矢
澤
澄
子
編
『
都
市
政
策
と
地
域
形
成
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇

年
）
、
ニ
ニ
ー
ニ
六
頁
を
参
照
。

(
6
)
西
山
八
重
子
「
社
会
的
階
層
と
都
市
空
間
」
（
蓮
見
他
•
前
掲
書
）
、
九
一
頁
を
参
照
。

(
7
)
依
田
博
「
神
戸
市
の
政
治
~
治
体
政
治
と
政
党
制
」
（
『
都
市
政
策
』
第
五
五
号
、
一
九
九

0
年
）
を
参
照
。
な
お
人
口
増
加
区
が
抱

え
る
問
題
は
、
「
人
工
的
に
創
出
さ
れ
た
近
隣
社
会
な
ら
び
に
新
旧
住
民
間
の
統
合
で
あ
り
、
交
通
体
系
や
日
常
の
消
費
活
動
の
条
件
整
備
」
で

あ
る
と
さ
れ
る
。

(
8
)

西
山
・
前
掲
九
七
ー
一
〇
一
頁
を
参
照
。

(
9
)

安
田
丑
作
「
復
興
ま
ち
づ
く
り
と
市
街
地
整
備
」
（
神
戸
都
市
問
題
研
究
所
編
『
震
災
復
興
の
理
論
と
実
践
』
一
九
九
六
年
）
五
一
ー
五
八
頁

を
参
照
。

(
1
0
)
高
寄
昇
三
氏
は
、
そ
の
反
論
と
し
て
、
内
陸
部
の
都
市
開
発
が
都
市
の
密
集
を
緩
和
し
、
被
害
の
拡
大
を
防
い
だ
こ
と
、
新
開
発
だ
け
で
な
く
、

既
成
市
街
地
や
工
場
跡
地
の
再
開
発
を
他
の
都
市
よ
り
も
活
発
に
行
っ
て
き
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
「
非
戦
災
・
密
集
住
宅
区
へ
の
神
戸

市
の
対
策
が
遅
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
の
批
判
に
は
、
そ
の
地
区
が
危
険
な
こ
と
は
、
自
治
体
も
居
住
者
も
知
っ
て
い
た
が
、
再
開
発
に
よ

る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
破
壊
、
家
賃
の
高
騰
、
権
利
関
係
の
顕
在
化
」
に
よ
り
収
拾
の
つ
か
な
い
事
態
に
陥
る
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
「
手
が
つ

け
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
高
寄
昇
三
「
復
興
事
業
と
基
本
戦
略
」
（
神
戸
都
市
問
題
研
究
所
編
『
震
災
復
興
の
理
論
と
実
践
』
到
草
書

房
、
一
九
九
六
年
）
を
参
照
。

(11)

山
口
定
「
京
都
市
の
戦
後
政
治
史
序
説
」
（
三
宅
一
郎
、
村
松
岐
夫
編
『
京
都
市
政
治
の
動
態
』
有
斐
閣
）
、
四
三
ー
四
五
頁
を
参
照
。

(
1
2
)
依
田
・
前
掲
論
文
を
参
照
。

(13)

同
右
・
三
一
頁
を
参
照
。

(
1
4
)
早
川
洋
行
「
都
市
政
治
と
地
域
生
活
」
（
蓮
見
他
•
前
掲
書
）
一
九
九
頁
を
参
照
。

(
1
5
)
金
権
体
質
を
批
判
し
て
自
民
党
を
飛
び
出
し
た
新
自
由
ク
ラ
プ
（
市
議
会
に
議
席
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
）
も
合
流
し
た
オ
ー
ル
与
党
体
制
は
、

政
令
指
定
都
市
で
は
神
戸
市
が
は
じ
め
て
だ
と
さ
れ
る
。
依
田
博
「
神
戸
市
長
選
挙
と
公
約
」
（
「
都
市
政
策
』
第
五
九
号
、
一
九
九
一
年
）
を
参

照。

(
1
6
)
神
戸
市
会
事
務
局
『
神
戸
市
会
の
あ
ら
ま
し
』
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(17)

早
川
・
前
掲
二

0
二
頁
を
参
照
。

(
1
8
)矢
澤
澄
子
「
地
方
自
治
と
都
市
経
営
」
（
蓮
見
他
•
前
掲
書
）
三
＝
ニ
ー
＿
―
-
三
三
頁
を
参
照
。

(19)

同
右
・
三
三
一
頁
を
参
照
。

(20)

神
戸
市
に
お
け
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
型
の
政
策
決
定
を
示
す
近
年
の
例
と
し
て
は
、
神
戸
空
港
建
設
計
画
が
挙
げ
ら
れ
る
。
市
会
は
、
一
九
九
〇

年
に
全
会
一
致
で
「
神
戸
空
港
第
六
次
空
港
整
備
五
ヶ
年
計
画
へ
の
組
み
入
れ
に
関
す
る
意
見
書
」
を
採
択
し
、
行
政
と
と
も
に
政
府
に
た
い
し

要
望
活
動
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

(21)

本
稿
を
執
筆
す
る
た
め
の
調
査
に
際
し
て
、
市
会
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
謝
意
を
表

す
次
第
で
あ
る

(22)

間
登
志
夫
「
議
員
の
仕
事
」
（
関
西
大
学
経
済
・
政
治
研
究
所
編
『
都
市
議
員
の
態
度
と
行
動
」
、
一
九
八
二
年
）
七
三
|
九
二
頁
を
参
照
。

(23)

若
田
恭
二
氏
は
、
日
本
の
地
方
議
員
の
行
動
を
、
日
本
人
に
典
型
と
さ
れ
る
「
恩
と
義
理
」
と
い
う
一
種
の
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
的
思
考
様

式
に
着
目
し
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。
若
田
恭
二
『
現
代
日
本
の
政
治
と
風
土
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
一
年
）
を
参
照
。
ま
た
メ
イ

ヒ
ュ
ー
は
、
米
国
連
邦
議
会
議
員
の
行
動
を
再
選
目
標
の
追
求
の
観
点
か
ら
論
じ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
し
ば
し
ば
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
的
傾

向
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
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h
e
w
,
 Congress: 
T
h
e
 Electoral Connection, (
N
e
w
 H
e
a
v
e
n
:
 Y
a
l
e
 University Press, 

1
9
7
4
)
 p
p
.
 1

3
1
 ,
 1
3
4
 a
n
d
 p. 1
4
2
.
 

(24)

こ
の
調
査
は
、
一
九
九
五
年
四
月
に
「
活
力
あ
る
人
間
・
文
化
都
市
神
戸
復
興
を
目
指
す
会
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
郵
送
式
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
あ
り
、
回
収
率
は
三
六
・
一
％
で
あ
っ
た
。
質
問
や
集
計
の
仕
方
に
や
や
疑
問
も
残
る
が
、
地
震
発
生
後
の
議
員
行
動
に
関

す
る
数
少
な
い
デ
ー
タ
で
あ
る
の
で
、
そ
の
点
を
注
意
し
な
が
ら
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
本
デ
ー
タ
は
神
戸
大
学
付
属
図
書
館
「
震
災

文
庫
」
に
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
2
5
)神
戸
市
霊
＇
成
七
年
度
神
戸
市
民
意
識
調
査
，
~
神
戸
の
復
興
に
む
け
て
あ
な
た
の
ご
意
見
を
ー
」
平
成
八
年
。

(26)

市
会
議
員
（
護
憲
社
会
、
一
九
九
七
年
七
月
二
五
日
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

(27)

市
会
議
員
（
自
民
党
、
一
九
九
七
年
七
月
二
九
日
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

(28)

市
会
議
員
（
自
民
党
、
一
九
九
七
年
―
一
月
一
八
日
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

(29)

市
会
議
員
（
自
民
党
、
一
九
九
七
年
七
月
二
九
日
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

二
0
八

（
三
六
二
）



阪
神
・
淡
路
大
霙
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

二
0
九

六
三
）

(30)

若
田
・
前
掲
一
七
八
ー
一
八
四
頁
を
参
照
。

(31)

『
読
売
新
聞
』
、
一
九
九
五
年
五
月
二

0
日。

(32)

若
田
・
前
掲
二

0
四
ー
ニ
四
七
頁
、
伊
藤
光
利
「
市
会
と
市
会
議
員
」
（
三
宅
、
村
松
・
前
掲
）
二
七
九
ー
ニ
八
三
頁
を
参
照
。

(33)

市
政
調
査
員
（
公
明
、
一
九
九
七
年
一

0
月
二
四
日
）
、
（
共
産
党
、
一
九
九
七
年
八
月
四
日
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

(34)

神
戸
市
会
事
務
局
職
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
(
-
九
九
七
年
七
月
二
九
日
）
。

(35)

神
戸
市
会
『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
神
戸
市
会
の
動
き
』
平
成
七
年
、
一
頁
を
参
照
。

(36)

芦
屋
市
議
会
事
務
局
『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
芦
屋
市
議
会
の
取
り
組
み
」
平
成
七
年
を
参
照
。

(37)

久
米
郁
男
「
霙
災
と
行
政
組
織
管
理
」
（
『
神
戸
法
学
雑
誌
』
、
一
九
九
七
年
三
月
）
を
参
照
。

(38)

吉
本
議
員
の
行
動
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
、
『
毎
日
新
聞
』
(
-
九
九
五
年
三
月
六
日
）
、
『
朝
日
新
聞
』
(
-
九
九
五
年
四
月
五
日
）

に
よ
る
。
ま
た
堺
議
長
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
堺
豊
喜
『
価
値
あ
る
選
択
ー
パ
ー
ト
2

|
』
（
自
費
出
版
、
一
九
九
六
年
）
に
よ
る
。

(39)

同
右
．
六
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

(40)

『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
五
年
四
月
五
日
。

(41)

神
戸
市
会
事
務
局
職
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
(
-
九
九
七
年
七
月
二
九
日
）
。

(42)

静
岡
県
議
会
で
は
、
東
海
地
震
へ
の
対
応
と
し
て
、
議
長
に
た
い
す
る
安
否
の
報
告
義
務
と
、
地
震
発
生
か
ら
一
週
間
後
の
午
後
一
時
に
全
体

議
員
総
会
を
行
う
こ
と
を
会
派
間
で
取
り
決
め
て
い
る
。
な
お
、
神
戸
市
会
議
員
全
員
の
安
否
が
、
議
長
（
市
会
事
務
局
）
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ

る
ま
で
に
、
約
一
週
間
を
要
し
て
い
る
。

(43)

若
田
・
前
掲
ニ
ニ
―
ー
ニ
ニ
三
頁
を
参
照
。

(44)

吉
本
議
員
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
で
、
「
神
戸
空
港
建
設
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
中
央
と
の
パ
イ
プ
が
、
今
回
の
要
望
活
動

で
は
、
そ
の
ま
ま
役
に
立
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
中
央
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
も
の
は
、
「
政
党
名
」
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ

れ
ま
で
の
「
付
き
合
い
」
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
。

(45)

中
野
実
『
現
代
日
本
の
政
策
過
程
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
）
、
ニ
―
一
頁
を
参
照
。

(46)

吉
本
議
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
(
-
九
九
七
年
―
一
月
一
九
日
）
。

(
4
7
)中
野
•
前
掲
、
ニ
―
二
頁
を
参
照
。



(48)

同
右
、
ニ
―

0
頁
を
参
照
。

(
4
9
)堺
•
前
掲
、
二
0
ー
ニ
四
頁
。

(50)

中
野
前
掲
゜

(51)

『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
五
年
一
月
二
七
日
。

(52)

山
川
・
前
掲
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
を
参
照
。

(
5
3
)神
戸
市
会
事
務
局
『
調
査
ニ
ュ
ー
ス
ー
阪
神
・
淡
路
大
震
災
特
集
~
』
一
六
ー
ニ

0
頁
を
参
照
。

(54)

同
右
。

(55)

同
右
・
ニ
五
ー
ニ
六
頁
を
参
照
。

(56)

こ
の
条
例
は
、
震
災
の
被
害
を
受
け
た
市
街
地
と
住
宅
地
の
緊
急
整
備
と
災
害
に
強
い
活
力
の
あ
る
市
街
地
の
形
成
及
び
良
好
な
住
宅
の
供
給

を
目
的
と
す
る
も
の
で
（
第
一
、
二
条
）
、
そ
の
理
念
と
し
て
市
長
、
市
民
、
事
業
者
の
「
協
動
」
が
謳
わ
れ
（
第
三
条
）
、
市
長
の
責
務
（
第
四

条
）
と
市
民
及
び
事
業
者
の
責
務
（
第
五
条
）
、
事
業
者
へ
の
要
請
（
第
六
条
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
の
よ
う
な
対
象
地
域
で
は
、
建
築

行
為
の
届
け
出
を
行
い
、
市
長
は
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
、
そ
の
他
各
種
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
と
し
て
い
る
（
第
九
、

十
条
）
。
対
象
地
域
に
は
、
市
街
地
の
ほ
ぼ
全
域
が
復
興
の
対
象
と
な
る
「
震
災
復
興
促
進
区
域
（
五
八
八
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
」
、
都
市
機
能
の
再

生
、
住
宅
の
供
給
な
ど
を
促
進
す
る
地
域
と
し
て
「
重
点
復
興
地
域
(
―
ニ
ニ
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
」
が
あ
る
。

(
5
7
)堺•
前
掲
ニ
―
頁
を
参
照
。

(58)

山
川
教
授
に
よ
れ
ば
、
「
改
正
法
案
の
ほ
と
ん
ど
が
既
存
の
政
策
の
増
分
的

(incremental)

な
改
善
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
た
い
し
て
、

新
規
法
案
は
、
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
で
は
な
い
に
せ
よ
、
改
正
法
案
と
く
ら
べ
て
よ
り
大
き
い
部
分
の
も
の
が
非
増
分
的
性
質
を
も
っ
て
い
る
で
あ

ろ
う
」
と
さ
れ
る
。
山
川
雄
巳
『
政
策
過
程
論
』
（
蒼
林
社
、
一
九
八
0
年
）
一
四
七
ー
一
四
八
頁
を
参
照
。

(59)

社
会
党
議
員
の
質
疑
（
第
一
回
臨
時
市
会
本
会
議
）
。

(60)

真
砂
泰
輔
「
神
戸
市
緊
急
復
興
計
画
そ
の
法
的
側
面
」
（
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』

(61)

安
田
・
前
掲
五
四
頁
を
参
照
。

(62)

矢
野
・
前
掲
三
三
ー
三
四
頁
を
参
照
。

(63)

安
田
・
前
掲
四
三
頁
を
参
照
。

関
法

第
四
九
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

一
九
九
五
年
六
月
）
を
参
照
。

二―

O

（
三
六
四
）



(64)

安
本
典
夫
「
復
興
ま
ち
づ
く
り
と
住
民
参
加
」
（
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
、

(65)

社
会
党
議
員
の
質
疑
（
第
一
回
臨
時
市
会
本
会
議
）
。

(66)

公
明
議
員
の
質
疑
（
第
一
回
臨
時
市
会
本
会
議
）
。

(67)

市
長
の
答
弁
（
第
一
回
臨
時
市
会
本
会
議
）
。

(68)

兵
庫
民
社
議
員
の
質
疑
（
第
一
回
臨
時
市
議
会
本
会
議
）
。

(69)

自
民
党
議
員
の
質
疑
（
第
一
回
臨
時
市
会
本
会
議
）
。

(70)

市
長
の
答
弁
（
第
一
回
臨
時
市
会
本
会
議
録
）
。

(
7
1
)
自
民
党
議
員
の
質
疑
（
第
一
回
定
例
市
会
本
会
議
）
。

(
7
2
)
市
長
の
答
弁
（
第
一
回
定
例
市
会
本
会
議
）
。

(73)

当
初
は
三
月
三
一
日
告
示
、
四
月
九
日
投
票
の
選
挙
日
程
で
あ
っ
た
が
、
震
災
に
よ
り
「
当
初
の
日
程
で
は
適
正
な
選
挙
管
理
執
行
が
困
難
に

な
っ
た
」
た
め
に
、
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
伴
う
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
お
よ
び
長
の
選
挙
期
日
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
」
（
一

九
九
五
年
三
月
一
三
日
）
に
基
づ
き
延
期
さ
れ
た
。

(74)

神
戸
市
選
挙
管
理
委
員
会
『
選
挙
結
果
調
』
平
成
七
年
、
三
頁
を
参
照
。

(75)

同
右
・
一
九
五
ー
一
九
七
頁
を
参
照
。

(76)

政
策
過
程
と
の
関
連
か
ら
選
挙
公
約
（
制
度
）
の
も
つ
意
義
に
つ
い
て
は
、
山
川
・
前
掲
『
政
策
過
程
論
』
四
六
頁
を
参
照
。
選
挙
公
約
制
度

は
「
有
権
者
集
団
に
基
本
的
な
政
策
選
択
肢
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
選
挙
過
程
を
政
策
過
程
に
す
る
」
と
し
、
当
選
し
た
候
補
者
の
持
つ
選

挙
公
約
は
、
政
策
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
し
て
、
そ
の
後
の
政
府
の
基
本
的
な
政
策
目
標
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
選
挙
公
約
は

「
政
治
権
力
に
民
主
主
義
的
正
統
性
を
付
与
す
る
基
本
的
な
装
置
」
と
さ
れ
る
。

(77)

選
挙
公
報
を
用
い
た
選
挙
公
約
の
精
密
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
構
築
を
目
指
す
試
み
と
し
て
は
、
品
田
裕
「
選
挙
公
約
政
策
デ
ー
タ
に
つ
い

て
」
（
『
神
戸
法
学
雑
誌
』
第
四
八
巻
第
二
号
、
一
九
九
八
年
）
が
あ
る
。

(78)

神
戸
新
聞
社
が
五
月
中
旬
に
お
こ
な
っ
た
候
補
者
ア
ン
ケ
ー
ト
（
回
答
率
八
三
・
六
％
）
に
よ
れ
ば
、
現
職
と
新
人
の
あ
い
だ
で
震
災
後
の
行

政
や
議
会
の
対
応
に
つ
い
て
の
評
価
が
二
分
し
て
い
る
と
い
う
。
今
回
の
選
挙
公
約
分
析
で
は
扱
わ
な
か
っ
た
「
行
政
の
ま
ち
づ
く
り
の
進
め

方
」
に
つ
い
て
、
現
職
は
回
答
者
（
四
八
人
）
の
う
ち
二

0
人
が
評
価
し
て
い
る
の
に
対
し
、
新
人
・
元
職
（
四
九
人
）
で
は
四
人
で
あ
っ
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
神
戸
市
会
議
員
の
行
動

一
九
九
五
年
六
月
）
を
参
照
。

（
三
六
五
）



関
法

第
四
九
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

~ 
第
二
版
』
（
有
斐
閣
、
一
九
九
四
年
）
ニ

ま
た
空
港
建
設
計
画
に
つ
い
て
は
現
職
の
回
答
者
の
五
四
・
一
％
が
、
雇
用
の
創
出
と
い
う
観
点
か
ら
見
直
す
必
要
が
な
い
と
し
、
一
八
人
が
事

業
凍
結
や
事
業
テ
ン
ポ
な
ど
何
ら
か
の
見
直
し
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
新
人
の
回
答
者
の
八
六
•
四
％
が
「
復
興
、
生
活
再

建
を
第
一
に
建
設
時
期
を
検
討
す
べ
き
」
な
ど
の
意
見
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
。
神
戸
新
聞
調
査
で
は
、
空
港
建
設
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
候

補
者
は
少
な
く
な
い
が
、
実
際
に
選
挙
公
約
と
し
て
空
港
建
設
の
推
進
を
掲
げ
る
候
補
者
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
匿
名

性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
、
候
補
者
の
個
人
的
な
考
え
が
良
く
表
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
実
際
に
主
張
さ
れ
る
選
挙
公
約
と
候

補
者
の
個
人
的
な
考
え
方
と
が
乖
離
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
そ
れ
は
選
挙
公
約
の
戦
略
的
な
側
面
を
示
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
う
し
た
意
見
の

乖
離
が
、
選
挙
公
約
制
度
そ
の
も
の
へ
の
不
信
感
を
助
長
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
『
神
戸
新
聞
社
』
(
-
九
九
五

年
六
月
五
日
、
六
日
、
七
日
）
を
参
照
。

(79)

神
戸
市
『
平
成
八
年
度
神
戸
市
民
全
世
帯
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
』
に
よ
る
。
調
査
期
間
は
、
一
九
九
六
年
五
月
一
五
日
ー
六
月
一

0
日
で
あ
り
、

神
戸
市
内
に
在
住
す
る
全
世
帯
（
五
三
万
八
千
一
三
九
世
帯
）
及
び
市
外
へ
避
難
し
て
い
る
世
帯
（
一
万
二
千
七
一
三
世
帯
）
に
た
い
し
て
行
わ

れ
た
。
回
収
率
は
二
八
・
四
％
で
あ
っ
た
。

(80)

猪
口
孝
『
現
代
日
本
政
治
経
済
の
構
造
』
（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八
三
年
）
三
三
ー
六
三
頁
を
参
照
。

(81)

依
田
・
前
掲
「
神
戸
市
の
政
治
こ
日
治
体
政
治
と
政
党
制
」
二
五
ー
三
二
頁
を
参
照
。

(82)

山
川
・
前
掲
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
を
参
照
。

(83)

村
松
、
伊
藤
・
前
掲
九
三
ー
―
二
三
頁
を
参
照
。

(84)

同
右
・
一
五
四
頁
を
参
照
。

(85)

若
田
・
前
掲
二

0
八
頁
を
参
照
。

(86)

議
員
に
よ
る
心
理
的
な
代
表
に
つ
い
て
は
、
村
松
、
伊
藤
・
前
掲
一
四
六
ー
一
四
七
頁
を
参
照
。

(87)

表
現
機
能
に
着
目
し
た
、
代
表
の
概
念
に
つ
い
て
の
理
論
的
考
察
は
、
山
川
雄
巳
『
政
治
学
概
論

一
七
ー
ニ
ニ
六
頁
を
参
照
。

（
三
六
六
）




